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     プロローグ


    



    　合宿棟とうのミーティングルームに天あめ乃の宮みや学院女子高の水泳部員五人と顧問の虎こ杖じよう浜はま御み崎さき先生が勢せい揃ぞろいしていた。


    　全員が競泳水着姿だった。


    



    　虎杖浜御崎は黒色。


    　三年の絵え笛ふえ美み深みキャプテンは赤色。


    　二年の茅かや沼ぬま瑞みず穂ほはピンク色。


    　一年の愛あい別べつ美み留る和わは緑色。


    　一年の相あいの内ない美み幌ほろは青色。


    　そして一年の神楽かぐら岡おか藻も琴ことは黄色。


    



    　各人の水着は色こそ異なっているが、デザインはどれも同じだった。


    　股こ間かんは、とても大会には出られないだろうというほどの角度で切れ上がっていた。切れ上がった布ぬの地じの上部は腰骨の上、ウエストライン辺りにまで達している。つまり股間を覆おおう二等辺三角形の布地面積が極端に少ないデザインだということだ。


    　そして水着の布地は、ミクロン単位で測ったほうがいいだろうというほど薄くて柔らかくて伸縮性に富んでいる。要するに着用者のボディラインがくっきりと余すところなく浮かび上がっているということだ。


    　当然、乳首の在あり処かを示す小さな突起も浮かび上がっている。


    　そんな極薄超ハイレグ競泳水着のまま、五人は、ミーティングルームで何をやっているのかというと。


    



    



    「はい、そこで、こうポーズ取る。いいかぁ、よく見てろよ」


    　そう言うと虎杖浜は、居並んだ五人の前でゆっくりと腕を回し、足を開き、体を傾け。


    



    「競、泳、戦、隊」


    



    　特とく撮さつ変身モノのヒーローの如ごとく、あるいは戦隊アニメのヒーローかヒロインの如く、派手で見栄えのするポーズを取った。


    



    「ミズギーズ！」


    



    　がくぅっっ。


    　堪たまらず、耐えきれず、我慢しきれず、手で顔を覆おおった神楽かぐら岡おか藻も琴ことが膝ひざを落とした。


    　恥ずかし～～。恥ずかしすぎるぅぅぅ。死ぬぅ。死んじゃうぅ。こんな恰かつ好こうでこんなポーズ人前で取ったら、その場で悶もん絶ぜつ死しちゃいそう～～っ。


    



    「ごるぁ神楽岡、いやイエロー、サボってんじゃねえよ。ちゃんと真ま面じ目めにやれ」


    　こんなこと、真面目になんかできません～～。


    　藻琴は膝をついたまま涙に濡ぬれた目を虎こ杖じよう浜はまに向ける。


    「なんでこんなポーズをつける練習しなくちゃいけないんですかぁぁ？」


    「なんでって、せっかく五人揃そろったんだから、ポーズを取らなきゃダメだろ」


    　そんなこと、いつ誰が決めましたぁぁ？


    「だから、いざってときに焦らないよう、いつでもどこでも揃ってポーズ取れるよう練習しておかなくちゃな？」


    　いざというときってどんなとき～～っ!?　というか、いざという事態になったときのほうが困る～～っ！


    　藻琴は必死の形ぎよう相そうで、周りの部員を見渡した。


    　先輩たちは平気なんですか～～？


    　絵え笛ふえキャプテンがにこやかに微ほほ笑えんだ。
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    「べつに平気よ？」


    　茅かや沼ぬま二年生がにやりと笑った。


    「楽しいじゃん」


    　ダメだこの人たちは。もう完全にダメな感じだ。


    「あ、相あいの内ないさんはこんなことして恥ずかしくないの？」


    　相内は、くいっと眼め鏡がねのフレームを押し上げた。


    「こんな超ハイレグ極薄競泳水着を着てる時点で、恥ずかしいとか恥ずかしくないとかの感情など、とっくに超越しているわ」


    　あぁぁ、この人は鋼はがねのような強きよう靱じんな精神力の持ち主だったぁぁ。


    　藻も琴ことは最後の一人、愛あい別べつ美み留る和わをちらっと見た。


    「え？　戦隊全員で揃そろってポーズ取るとか、恰かつ好こういいよね？　男のロマンじゃん？」


    　いえぇぇ、わたしたちが女だってことを、今一度、思い起こしましょうよ～～。


    



    　近寄ってきた虎こ杖じよう浜はまは両手で、がしっ！　と藻琴の肩を摑つかむと、ひょいと持ち上げ、元通り立たせた。


    　虎杖浜が女子にしては大柄で筋肉質だといっても、着用者の筋力や運動能力を大きくアップさせるというこの競泳水着を身に着けていなければできないことだ。この一事を見るだけでも競泳水着の秘められた力の一端が窺うかがえるというものである。


    



    「さぁ、ごちゃごちゃ言ってないで、もう一回行くぞ。遅れるなよ、神楽かぐら岡おか」


    　勘弁してぇぇぇ。


    「いつまでも愚ぐ図ずってると殴なぐるぞ！」


    「……やります」


    　元々が平凡なだけの普通の女子高生である神楽岡藻琴は、目上の人からやれと言われると、なかなか断り切れない。それが先生ともなれば尚なお更さらだ。


    　藻琴が泣きながら立ち上がると。


    「はい、こう腕を上げて」


    　五人が、ぐぐ～～っと腕を上げ。


    「競、泳、戦、隊、ミズギーズ！」


    「「「「競、泳、戦、隊、ミズギーズ！」」」」


    「きょ、競泳戦隊、ミズギーズ！」


    「神楽岡！　だからおまえだけズレてんだよ。ちょっと前に出てきて一人でやってみろや！」


    　いぃやぁぁ、もう許してぇぇぇ。


    



    　この後も藻も琴ことは、極薄超ハイレグ競泳水着で、いつどんな状況でそれを使うのかわからないまま、特とく撮さつ戦隊番組のヒーローたちが繰り出すような派手なポーズを取る練習を強しいられたのだった。


    



    　お願いですから、ポーズを取る練習よりも先に、これを着て闘う方法とかをちゃんと教えてくださいよ～～っ。


    　という藻琴の悲痛な叫びは、彼女の心の中でのみ、長く大きく谺こだました。
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     第１章　スクール水着を着た戦士


    



    　１


    



    　静岡県天あま松まつ市＊＊区の山やま間あいに寂さびれた小さな神社があった。


    　天あめ乃の宮みや学院女子高等学校からもそれほど遠くない場所だ。


    　神社は寂れてこそいるが、べつに廃すたれてしまったというわけでもなさそうで、たまに参拝に来たのだと思われる人影を境けい内だいに見ることもある。


    　神しん官かんも禰ね宜ぎも巫み女こもいないが、鳥とり居いと社しや殿でんはしっかりした物が建っている。


    　社殿はそれほど傷んでいないから、定期的に人の手が入っていることを窺うかがわせた。


    　境内も、掃除が行き届いた……とまでは言えないが、かといって荒れているというほどでもなく、それなりに手入れがされているように思えた。


    　地元の人間ですら神社の御ご神しん体たいがなんなのかよく知らないようだが、元々、神様は八百万やおよろずもいるのだから、「そのうちのどれか」という理解で平気なのだろう。


    



    　すでに時刻は午後十時を回っている。


    　空は薄雲に覆おおわれ、月明かりも星明かりも地上に届いていない。


    　人工の明かりのない境内は真っ暗だ。


    　そんな暗くら闇やみの中、下の道路から境内に上がってくる階段の半なかば辺りで懐かい中ちゆう電灯の白い明かりが揺れている。


    　明かりはやがて階段を上りきり、境内に入ってきた。


    　白い光の束たばが前方の社殿を照らす。


    　光こう束そくは社殿のほうを照らしたまま、次第に社殿へと近寄っていく。


    　懐中電灯を持つ者以外にあと二人いて、三人は縦に並んで、しきりに首を左右に振りながら歩いている。


    　それが暗闇に怯おびえている所しよ作さなのか、それとも何かを探している、あるいは誰かを捜しているためなのかはわからない。


    　三つの黒い人影は社殿へ上がる階段下で止まった。


    　黒い人影が縮んだ。


    　どうやら階段に腰を下ろしたようだ。


    　一瞬、橙だいだい色の炎が上がり、人影の上半身が照らし出された。


    　三人は細い筒つつ状の物を口に咥くわえ、そのうちの一人がライターを持っていた。


    　三人はライターの小さな炎に顔を寄せ、筒状の先端に火を点つける。


    　ライターの炎が消え、続いて懐中電灯の明かりも消え、辺りは再び闇に閉ざされた。


    　闇の中、宙に浮かぶ極小の三つの赤い点が生き物のように明滅している。


    



    　２


    



    　社しや殿でんの階段にだらしなく座り込んでいる三人は、チノパンやジーンズを浅く穿はいて太いベルトを締め、Ｔシャツの上にスタジャンやら革ジャンやらを羽織っている。


    　どう見ても高校生くらいにしか見えない。


    　三人は火の点ついた細い筒つつ状の物を口に咥くわえているから、そうなると高校生が隠れて煙草たばこを吸っているというのが相場だろうが、手にした代しろ物ものは煙草というにはお粗末というか歪いびつというか、どう見ても手巻きのやっつけ仕事だった。


    　それに、わざわざこんな寂さびれた神社まで来るというのが不審だ。隠れて煙草を吸うだけなら、もっと手近な場所でできるだろうに。


    



    「あ～～、なんか効くわ、これ～～」


    「気分が軽くなるな～～」


    「体も軽くなる気がするわ～～」


    「今だったら空も飛べそうな気がするな～～」


    



    　どうも煙草ではなく、巷ちまたで流行しつつある脱法ハーブを吸引しているらしい。違法ではないものの、違法ではない分、煙草よりも質たちが悪い行為といえる。


    　だいいち脱法ハーブは、大人であっても煙草ほど気軽に買える代物ではない。では、彼らはどのようにして脱法ハーブを手に入れたのか。


    



    「もう残り少ないから、今夜、買えるといいんだけどな～～」


    「誰もいないみたいだな～～」


    「ここに来れば会えるって聞いたのにな～～」


    「コレの売ばい人にんは気き紛まぐれだって話だからなぁ」


    「しっかし、静かだなぁ」


    「誰もいねえしな。ハーブ買う奴やつがたむろってるのかと思ったけど」


    「人っ子一人いねえ夜の神社って、なんか気味悪いな」


    「そうか？　空気が澄んでるっぽくていいじゃん。なんていうの……霊れい験けんあらかた？」


    



    　どうやら霊験あらたかと言いたかったらしい。


    



    「誰か来たらどうするよ？」


    「こんな時間にこんなところに来るような奴やつは、ハーブ買いに来たお仲間だろ？　逆に売ばい人にんの情報聞けるかもしれねえじゃん」


    「なるほど、そうかもな」


    「あ～～、吸いきっちまった。どうする？　もう一本イク？」


    「だから。もう残り少ないんだから大事に吸えって」


    「ケチケチすんなって。なくなったらなくなったときに考えりゃいいだろが。ほれ、寄越せってばよ」


    「しようがねえな」


    　一人が新しいモノを懐ふところから取り出そうとしたとき。


    　雲が切れて月明かりが差し込んだ。


    　辺りを覆おおっていた闇やみが払われ、境けい内だいを、社しや殿でんを、階段に腰掛けている三人を、青白い月光が照らし出す。


    



    　３


    



    「んんぁ？」


    　一人がとろんとした目つきのまま顔を上げた。


    　そして。


    「うわっっ？」


    　驚きに目を見開いて仰のけ反ぞり、そのまま横に倒れ込んだ。


    　残りの二人が階段の上に目を向ける。


    　いつの間にか三人の直すぐ背後、階段の上、社殿の回廊に誰かが立っていた。


    「だっっ誰だてめえはっっ!?」


    　人が近づく気配などまったく感じなかった。


    　ということは、あいつはずっと社殿の背後にでも隠れていたのだろうか。


    「面白そうなモノ吸ってんじゃん」


    　女子の声だった。


    　それで三人は少し緊張を緩ゆるめた。


    　倒れた一人も上体を起こした。


    「っていうか、こんな時間にこんな場所に女子？」


    　三人は互いの顔を見やって、目で会話する。


    　どういうつもりだ？


    　やっぱハーブ買いに来たのかな？


    　一人でか？　大した度胸だな。


    　たしかに、自分たちと同じように脱法ハーブを求めてここに来たと思えば、こんな時間に女子が現れたことにも納得できる。


    　いったいどんな奴やつだ？


    　三人は回廊の人影に向かって目を凝らす。


    　しかし、相手が立っているところは社しや殿でんの陰になっていて月光が遮さえぎられている。そのせいで顔や服装が判然としないのだが、妙にボディラインがはっきりしているのが不思議というか、不自然だった。


    　もっとも、その不自然さに三人は気づいていない。


    　彼らが吸っている脱法ハーブは想像力や発想力などを増大させる一方、通常の思考力や判断力を低減させる物らしいから、無理もない。


    　もっとも、たとえ通常の状態であっても、この三人に真まっ当とうな思考力や判断力があるかどうかは疑問だった。


    　回廊に現れた女子は一歩、二歩と歩ほを進め、ゆっくりと三人が座り込んでいる階段のほうへ近寄ってくる。


    　風が境けい内だいの樹木の梢こずえを揺らした。


    　枝葉が揺れるざわざわとした音が夜の静せい寂じやくを破って辺りに響く。


    　雲がかなりの速さで流れていく。


    　雲間から覗のぞいていた月が完全に姿を現した。


    　満月に近い大きく丸い月から月光が降り注ぐ。


    　回廊を歩いてくる女子の姿も青白い光の中に浮かび上がった。


    



    「……って、おい？」


    「な……なんだ、ありゃ」


    「なんのつもりだ、あいつ……」


    　三人は、階段の上に立った女子を呆ぼう然ぜんと見つめた。


    　それはそうだ。


    　深夜の神社にいきなり女子が現れただけでも仰天するのに、現れた女子が水着姿だったのだから、三人が阿あ呆ほう面づらのまま固まってしまうのもよくわかる。


    　しかもその水着は、水泳の授業で女子が着ているような、いわゆるスクール水着と呼ばれるタイプだった。もちろん水抜きがあるスカートタイプの古いデザインではなく今風のもので、生き地じも競泳水着とあまり変わらない薄手の素材を使っている。


    　それだけでなく、その女子は頭に水泳帽を被かぶり、顔にはゴーグルを装着していた。


    　水泳帽はともかく、スクール水着にゴーグルは似つかわしくないとも思えるが、そんなところに気を回すほどの余裕は男子の三人にはなかった。


    　五月の夜の神社に現れたスクール水着の女子というとてつもない異常事態の前には、彼女がゴーグルをしているかしていないかなど、些さ細さいな違いでしかないのだから。


    



    「おいおい、どうした？　まるで幽霊でも見たような顔だな？　安心しな。足はちゃんとついてるぜ。ほら」


    　スクール水着姿の女子が左を軸足にして右足を水平に持ち上げた。


    　素足に見える。生なま足に見える。爪つま先さきから太ふと腿ももまで。


    　靴くつも履はいていなければ靴下を穿はいてもいない。


    　三人の視線が女子の艶なまめかしい足に釘くぎ付づけになる。


    「ほら、幽霊じゃないことがわかっただろ」


    　女子が右足を下ろすと、三人は我われに返った。


    　そして、もう一度、今度は女子の体に視線を据すえる。


    　瞬まばたきしても。


    　目を見開いても。


    　目を細めても。


    　見える光景は変わらない。


    　女子の恰かつ好こうは変わらない。


    　三人は顔を寄せ、鳩きゆう首しゆ会談に入る。


    「なぁ、どうして水着なんだ、あいつ？」


    「寒くねぇのかな」


    「意味わかんねぇ」


    「頭おかしいんじゃ？」


    「いや待て。やっぱりあいつ……」


    　そう言った男子は、ちらっと視線を現れた女子に向けた。


    　女子はにっこりと笑い返してきた。


    　男子は慌あわてて仲間のほうへ顔を戻す。


    「あいつ、ラリってんじゃねえの？」


    「そうか。ハーブ吸いすぎたんだな？」


    「もう自分が何やってんのか、わかんなくなってるんじゃね？」


    「おい、どうするよ？」


    「関わりにならねえほうがいいんじゃねえのか？」


    　などとこそこそ話していたが、そのうち一人が。


    「なぁ、これはチャンスじゃねえ？」


    「は？　チャンスってなんの？」


    「ナニの」


    「あ……ああ」


    　残りの二人が顔を見合わせた。


    「こんな夜中にこんな寂しい場所に一人で現れたんだぜ。しかも盛大にラリ～中だ。俺たちが何かしたってナニをしたって、どうせ明日になれば覚えちゃいないだろ？」


    「……だな。精神的にかな～り気持ちよくなっちゃってるみたいだから、ついでに肉体的にも気持～ちよくしてやるのもアリだな？」


    「大いにアリなんじゃねえか？」


    「やるか」


    「犯やるか」


    　くくくっっ、と三人は漏もれ出る笑いを嚙かみ殺す。


    「飛んで火に入いる夏の虫ってのは、こういうのを言うんだろうな」


    　三人が額を寄せたままくすくすと笑っていると。


    「おい、どうした？　いつまでも人を待たせんじゃねえよ。さっさと質問に答えろ。おまえら、脱法ハーブ吸ってんだろ？　それ、どこで手に入れた？　今日は何しにここへ来た？」


    　三人は顔を上げ、スクール水着姿の女子を見上げた。


    c　階段の下から回廊に立つ女子を見上げるのは、なんというか相手の股こ間かんの辺りが強調される、かなりいい角度だった。ぐっと来る角度だった。


    　三人の股間もぐっと来た。ぐぐぐっと来た。


    　相手は女子一人。


    　しかも自分たちと同様、脱法ハーブを吸ってラリっている最中。


    　などと考えた三人は、かなり大胆な気分になっている。相手を見下ろす気分になっている。むしろ見み下くだしている。


    　格闘技に関しては高校の授業で柔道を習っただけだが、三人はそれぞれ運動部員だったから、運動神経や体力、腕力にはそれなりの自信がある。


    　それに比べ、相手は見るからに非ひ力りきそうな小柄の女子。


    　どこをどう見ても自分たちのほうが強い。手足を押さえつければ、それだけで相手は身動きできないだろう。何をされても抵抗できないだろう。


    　ナニをされてもな。


    　三人はニタニタと笑いながら階段を上がった。


    　ハーブの影響で多少足下もとがふらつくが、相手の女子の体格を考えれば、多少ハーブに酔っていてもなんの問題もないはずだった。


    　賽さい銭せん箱の脇わきをすり抜けて回廊に立った三人は、眼前に立っているスクール水着姿の女子に、舐なめ回すような視線を這はわせた。


    　下から見上げたときは相手の股こ間かんにばかり目が行ってしまったので、改めて三人はスクール水着女子をじっくりと観察し、観賞する。


    　女子が身に着けているのは紺こん色のスクール水着で、白い縁取りが鮮やかだ。ゼッケンなどは付いていない。


    　スク水とはいえ、生き地じが薄いからボディラインはまるわかりだった。


    　髪は水泳帽の中に畳たたまれているから髪型はよくわからない。


    　ゴーグルに覆おおわれていて目許もとも見えないので、いま一つ表情がわかり難にくいが、向こうっ気が強そうではあるが可愛かわいらしい顔の造作に思える。


    　そして女子のボディ前面はかなり平らだった。


    　一人があからさまにため息を吐ついた。


    「なんつ～か、胸がないのがちょっと寂しいな」


    「おいおい、それを言っちゃあ、あいつが可哀かわい相そうじゃないか？」


    「おまえ、女子に対する思い遣やりが足りねえんだよ。だからモテねえの」


    「ほっとけ」


    　などと言い合って、三人は声こわ高だかに笑った。


    「ったく、男ってヤツは……」


    　吐き捨てるようにそう言った女子の表情に剣けん呑のんさが浮かび上がる。


    　だが、浮かれた三人はまったくそれに気づかない。


    　どころか。


    「なぁ、女子の胸を揉もむと大きくなるって、あれ、都市伝説？」


    「知らねえよ」


    「試してみりゃあいいじゃねえか」


    「だなぁ。よ～し、あの可哀相な胸を夜通し揉んでやるぜ。少しでも成長するようにっていう親心だ。ありがたく揉まれろよ～～」


    「俺も手伝ってやるぜぇぇ。二人で揉みしだこうぜぇぇ」


    「じゃあ、俺は吸ってやらあ。揉んで大きくなるんなら、吸えば巨乳になるんじゃね？」


    　などと好き勝手なことを言い合った挙げ句。


    「ぎゃ～～っはっはっはっ」


    「うひょひょひょひょ」


    「けははははは」


    



    　ただでさえハーブを吸って思考力、判断力をなくしている三人は、現れた水着女子を襲うという非日常的シチュエーションにハイになったらしく、腹を抱えたり仰のけ反ぞったりして爆笑している。


    　そんな三人を見つめる女子の顔つきが変わった。


    　ゴーグルがなければ、彼女の目が吊つりあがったのが三人にもはっきりとわかっただろう。


    



    「おまえらがおとなしく白状するなら、少し痛い目みるくらいで勘弁してやろうかと思ったんだけど、そんな気配りは要いらねぇな。全員、死ぬほど痛い目みせてやるわ」


    　女子は吐き捨てるようにそう言うと、三人のほうへゆっくりと歩ほを進めてきた。


    「お？　なんだ？　自ら進んで揉もまれに来たのか？」


    「おい、揉むのはいいけど、水着を破ったりするなよ？　スクール水着の女子を犯やるなんて、一生に一度あるかないかの貴重な体験だからな。水着は脱がさないまま犯るんだ」


    　一人はマニアだった。


    「わかったわかった。じゃあ、まずは水着の上から揉みしだくわ！」


    　いきなり一人が駆けだして女子に飛びついた。


    　しかし。


    　女子が軽く右腕を振っただけで、飛びついた男子が真横に吹っ飛んでいった。


    「うげばぁ～～っっ!?」


    　吹っ飛んだ男子は、回廊の手すりの向こうへと落下した。


    「ぎゃぼぁっ」


    　何かおかしな悲鳴が地面から聞こえたっきり、落ちた男子は静かになった。


    「あれ？　やり過ぎたかな？　どうもまだ手加減とかよくわかんないんだよな。さすがに死んだら困るけど」


    　女子は手すりからひょいと上体を乗り出して下を覗のぞく。


    「あ、生きてる？　なら、いいか」


    　上体を引っ込めた女子が残る二人に相対した。


    「なぁ今ならまだ間に合うぜ？　さっさとそのブツの出で所どころを白状する気はないか？　ここには買いに来たんじゃないのか？　相手は誰だ？　連絡方法は？　素直に白状したら許してやってもいい。あたし、もんの凄すごく心が広い女だからな」


    「胸は小さいのに」


    　という男子の呟つぶやきは、囁ささやき声といってもいいくらい小さく、隣にいる男子の耳に聞こえるか聞こえないかというくらい小さかったが。


    「はい、死刑決定～～」


    　女子にもしっかりと聞こえたらしい。


    「はぁ？　俺ら、死刑になるような悪いことしてねえよなぁ？」


    「だよなぁ。コレだって違法な代しろ物ものじゃねえもんなぁ？」


    「なのに、人をぶっ飛ばすなんて、酷ひどい女だなぁ」


    「おまえのほうこそ、立派な傷害罪だろうがぁ」


    



    　仲間の一人がぶっ飛ばされたというのに、残り二人にはあまり危機感、切迫感というモノが感じられない。ハーブのせいで思考力、判断力が思い切り低下しているためだろう。


    



    「貧乳のくせに」


    



    　男子の一人が禁句を口にしてしまった。


    



    「はい、死刑執行～～」


    　と言う声と共に女子の姿がかき消えた。


    　いや、実際に姿が消えるわけがない。


    　彼女は姿勢を低くして瞬時に二人の男子の懐ふところに飛び込んでいたのだ。


    　姿勢が極端に低くて、速度があまりにも速くて、男子二人の目には相手が消えたように見えたのである。


    　一瞬で二人の足下もとに飛び込んだ女子は、そこで大きく伸び上がる。


    　低くしていた体を伸ばすと同時に、右腕をも伸ばす。


    「天国行きアツパーアッパ──っ！」


    　意味不明の必殺技名を叫びながら繰り出した彼女の右の拳こぶしが、右側にいた男子の顎あご下にクリティカルヒットした。


    「がひょぅばっっ」


    　おかしな悲鳴を上げた男子の体が、立ったままの姿勢で高々と宙に浮かんだ。


    　浮かんだというより、打ち上げられたと言ったほうが相応ふさわしいだろうか。


    　宙を舞った男子は、しかし直すぐに重力に負けて上昇を停止し、落下を始める。


    　すでに気を失っているのだろう、全身は完全に脱力している。もしかすると顎の骨が砕けているかもしれない。


    　男子は背中から回廊に叩たたきつけられ、強したたかに後頭部を打った。


    　完全にＫＯだ。白目を剝むいたまま小刻みに痙けい攣れんしている。


    「な……」


    　さすがに残りの一人は、目の前の女子が尋常な相手ではないことを悟さとった。


    　脱法ハーブでラリって頭がおかしくなったスク水女子……などではあり得ない強さだ。どころか、プロレスラーでも相手にできるのではないかと思えるほどの強さだ。


    　あ……あんな小さな体のどこに、あんな力があるんだ？　腕だってあんなに細いのに。


    　回廊に横たわった男子を冷ややかに見下ろしていた女子が顔を上げ、自分のほうに目を向けたので、遅まきながらそんなことを考えている場合ではないことに最後の一人は気づいた。


    　逃げなきゃやられる。最悪、殺やられるかも。


    　女子を犯やろうとして逆に殺られたなど、洒しや落れにならない事態だ。


    　男子は逃げようとしたのだが、上う手まく足が動いてくれない。


    　脱法ハーブで反射神経が鈍にぶっているのもあるだろうが、それよりも圧倒的に強い相手にビビってしまって体が動かないというのが本当のところだ。


    　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるという諺ことわざが真実を言い表わしていることを、男子は初めて知った。


    　知ったからといって何ができるわけでもないのだが。


    　跳ぶように踏み込んだ女子が、またも意味不明な技名を叫びながら左足を伸ばした。


    「天高く跳べフライング・ハイキック！」


    



    　フライ・ハイの「ハイ」とハイキックの「ハイ」をかけているのか。


    　だが、今の蹴けりは、どう見てもハイキックではなくミドルキックだろう。先ほどといい今といい、どうもこの女子のネーミングセンスはあまり誉ほめられたものではない。


    



    　足の甲が男子の脇わき腹ばらにめり込んで。


    　今度は悲鳴を上げることもなく、男子の体が横に飛んでいった。
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    　真横ではなく、やや斜め上方に飛んだから、男子の体は手すりに当たることもなく宙を飛んでいく。


    　ネーミングはともかく、凄すさまじいキック力ではあった。


    　ムエタイのチャンピオンでも、あそこまでのキック力があるかどうか。


    　とはいえ、いくら凄まじいキック力でも、地球に重力がある限り、男子の体が少しずつ落下していくのは避けられない。


    　蹴けられた男子はすでに気絶しているようだから、それこそ地面に叩たたきつけられたら無事では済まないだろう。


    　女子は右を軸足にして左足を水平やや上に伸ばしたままの姿勢で固まっていたが。


    「あっちゃ～～、これってかなりヤバい？　またやり過ぎちゃったか？」


    　頭を搔かきながら左足を戻した。


    「もし死んじゃったら、バックレるしか……うん？」


    　境けい内だいで何者かの影が動いた。


    



    　４


    



    　動いた人影は滑るように走り、蹴り飛ばされて落ちてくる男子に手を伸ばして、まるで猫の首でも摑つかむかのように落ちてきた男子の襟えり首を摑んだ。


    　そして摑んだ猫を軽々と空中に持ち上げるように、襟首を摑んだまま右手一本で相手を宙吊づりにした。


    　とはいえ、男子のほうが少し身長があるので足先が地面に触れているのだが、それにしても体重が七十キロ以上はあるだろう男子を、ふつうはそんなふうに持てるものではない。


    　とんでもない膂りよ力りよく、握力だ。


    　だが、それ以上に驚くべきは。


    　落ちてきた男子を平然と受け止め、摑んで、持ち上げているのもまた、スクール水着を着た女子だということだろう。


    　今度の女子のスク水は赤色で、白い縁取りがあるのは紺こん色の水着と同様だった。


    　現れた赤いスク水の女子は、女子にしては大柄で、身長が百七十センチほどありそうだ。


    　紺色のスク水の女子よりも遙はるかに豊かな胸の盛り上がりが見て取れる。


    　スクール水着の場合、競泳水着ほど押さえつける力が強くないので、盛り上がった胸は盛り上がったままのラインで描かれる。


    



    「あ、剣けん淵ぶちさん、あんがと～～！　助かったわ～～」


    　回廊の上の紺のスク水女子が、手すりから身を乗り出して手を振った。


    「あなた、もういい加減に力加減というものを学んだら如何いかがかしら？」


    「いやぁ、それが難しいんだよな～～」


    　小柄な女子は膝ひざを曲げることもなくその場で軽くジャンプして手すりを乗り越え、音もなく地面の上に降り立った。


    　それこそ猫のような身軽さで、猫のようなしなやかな身のこなしだった。


    「ある程度までならいいですけど、やり過ぎるなと、あれほど口うるさく隊長に言われているではないの」


    「そうなんだけどさ。ちょっと本気出すと、まだ上う手まく力がコントロールできないんだよな。精神状態のほうに体が引きずられちゃうっていうか」


    「まぁ……わかりますけどね。これほどの力を得たとなれば気合いも入りますから。ですけど、そこを上手くコントロールしないと駄目でしょう。何しろわたくしたちは正義の戦隊員なのですからね」


    　後頭部に回した腕を組んだ小柄な女子は、夜空を見上げてため息を吐つく。


    「正義の味方というのも意外と面倒なものだなぁ」


    「で。こいつらがどこから脱法ハーブを購入したのかとか、訊きき出せたのかしら？」


    「あ、ごめ～～ん。訊き出す前にぶっ飛ばしちゃったんで……」


    　小柄な女子が胸の前で合がつ掌しようして拝むような仕し草ぐさを見せた。


    「まったく、あなたときたら」


    　今度は大柄な女子がため息を吐く。


    「まぁ、いいですわ。証拠の品を押おう収しゆうしたら、さっさと引き揚げましょう」


    　剣けん淵ぶちと呼ばれた大柄な女子はブラ下げていた男子を手放すと、男子はドサリと地面に落ちてくにゃっと横たわった。


    　剣淵は足下もとの男子にちらっと目をやったあと、社しや殿でんの下で気を失って倒れている男子のほうに視線を向け、そして。


    「いえ……そうね、救急車くらいは呼んでおいたほうがいいかしら」


    「だね～～」


    「わたくしたちは正義の戦隊なのですから、万が一にも人を殺したりしたら洒しや落れになりませんわよ？　もっと注意してくださらないと」


    「すみませぇん」


    　小柄な女子が頭を搔かきつつ、ぺこりと頭を下げた。


    「ですが、こうして正義を守る活動をしながら新たな仲間を捜さなくてはならないのですから、本当に大変だわね」


    「早く勢せい揃ぞろいすれば楽なのになぁ」


    「そうね。そうすれば」


    　赤いスク水の大柄な女子が、にやりと笑った。


    「わたくしたちが競泳戦隊ミズギーズの連中よりも優秀で有能で勇敢だということを証明してあげられますのにね」


    「そうなったら楽しいだろうな」


    「では、明日も下校時間に」


    「うっす、下校時間に」
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     第２章　競泳水着の真実の力


    



    　１


    



    　神楽かぐら岡おか藻も琴ことが競泳戦隊ミズギーズの一員になった翌週の月曜日のこと。


    　忙しさにかまけて説明を引き延ばしていた虎こ杖じよう浜はま御み崎さき先生が、ようやくミズギーズが着用している競泳水着について、藻琴に詳しく説明してくれることとなった。


    



    　天あめ乃の宮みや学院女子高校のプール脇わきに立つ合宿棟とうの二階にあるミーティングルームに用意されている移動型ホワイトボードの前に、黒い競泳水着を着た虎杖浜（体育教師）が仁に王おう立ちになっている。


    　虎杖浜は水泳部の顧問だし、ここが水泳部が使用しているミーティングルームであることを思えば、彼女が競泳水着姿でいることはそれほど不自然ではない……のだが。


    　虎杖浜の前には折り畳たたみ式の安っぽいパイプ椅い子すと長ちよう卓たくが置かれ、制服姿の女生徒＝藻琴が一人ちょこんと座っていた。


    　転校生の彼女は、先週、水泳部員になったばかりでもある。と同時に競泳戦隊ミズギーズの一員にもなったわけだが、そちらは本人の意図とも意志とも関係なく、気がつけばそうなっていただけだ。


    　そして一度着たらもう脱げないという競泳水着のおかげで、藻琴には競泳戦隊ミズギーズの隊員として活動するという選択肢しか残っていなかったのである。


    



    　藻琴は長卓の上にノートを広げ、手にシャーペンを持っている。


    　べつに虎杖浜にノートを取れと言われたわけではないが、これまで平凡という名の鎧よろいを着て人生を生きてきた藻琴は、こんなふうに先生から話を聞くというシチュエーションになると、自然とノートを広げてしまうのだった。


    



    「さぁて、今日は我が競泳戦隊ミズギーズにミズギーズイエローとして新たに加入した神楽岡のために、この素晴らしい競泳水着の詳細を説明しておくわけだが」


    　虎杖浜は腰に手を当て、ぐいと胸を張った。


    　うわぁ、競泳水着なのに胸が盛り上がってる～～。どんだけ巨乳なんだろう、この先生は。一度、実物を拝んでみたいかも？


    　そんなことを思わないでもない藻琴だが、たぶん拝むチャンスはないだろう。彼女があの黒い競泳水着を着ている限り。


    　何しろあの黒い競泳水着は、いったん着てしまうと二度と脱げない、無理に脱ごうとすると着用者が死んでしまうかもしれないというトンデモアイテムなのだから。


    　そして、藻も琴ことが制服の下に着ている黄色い競泳水着もまた同じだった。


    　着たら脱げない。


    　だからこそ、藻琴はミズギーズ加入を断ることも脱退することもできないでいる。


    　脱げない代わりに、この水着は着用者の能力を飛躍的に高めてくれる。


    　並の人間にはとうてい手の届かない運動能力を与えてくれる。


    　藻琴のクラスメートで同じ水泳部員の相あいの内ない美み幌ほろなど、五十メートル自由形で男子の世界記録と同等のタイムを叩たたき出していたから、この水着、もはやパワードスーツと呼んでも差し支えないくらいだ。


    　それだけではない。


    　あの黒い競泳水着は、そして藻琴や他ほかの水泳部員が着ている競泳水着は、防寒、防弾、防ぼう刃じんなどという、その薄さからはあり得ない機能を持っているという。


    　現代科学の常識では測れない高機能だ。


    　むしろ非常識とさえ言える。


    　どんなロストテクノロジーだ!?　ギャ○クシーエ○ジェル隊が回収に来るぞ！　とツッコミたくもなるが、相内から話を聞く限り、それに近しい物のように思えるから、どうにも始末に負えない。


    　今日は虎こ杖じよう浜はまがその競泳水着に関して詳しい説明をしてくれるというので、こうして藻琴はミーティングルームで虎杖浜と差し向かいになっているのだった。


    



    「はい、お願いします」


    　と頭を下げてから、藻琴はこうつけ加えるのを忘れない。


    　どうでもいいポージングとかじゃなく、ちゃんとした知識を教えてください。


    　もちろん、先生に向かってツッコむのは怖いので、心の中で。


    



    　２


    



    「よし、制服を脱げ」


    「……はい？」


    　藻琴が目を瞬しばたたかせていると。


    「説明するから制服脱げって言ってんだよ」


    「え？　あの？　わたしが先生の説明を聞くだけなのに、どうして制服を脱がないといけないのでしょうか？」


    「だからさ。言葉で説明するより、実地で体験したほうが早いこともあんだろ」


    「いえ……でも……」


    「脱がないんだったら、わたしが制服を脱がしてやってもいいんだがなぁ？」


    　虎こ杖じよう浜はまは左の掌てのひらで右の拳こぶしを包み込み、パキリ、ポキリと指の関節を鳴らした。


    「そして、もう一度、競泳戦隊のポーズを取らせるぞ。おまえ一人でなぁ」


    　虎杖浜は、くっくくく、と楽しそうな笑い声を上げた。


    　どう見ても、正義の戦隊の司令官というより悪の秘密組織の大幹部だった。


    「脱ぎます～～」


    　藻も琴ことは弾はじかれたように椅い子すから立ちあがったが、しかし。


    「あの、更衣室で脱いで……」


    「なんでそんな面倒なことすんだよ。っていうか、待ってるあたしが面倒くさいだろ。ここで脱げばいいじゃないか。べつに裸になれって言ってんじゃないんだから。競泳水着だろ、競泳水着。おまえだって中学の三年間をずっと競泳水着で過ごしてきたんだろうが。べつに今さら恥ずかしがる恰かつ好こうじゃないだろ？」


    「いえ、三年間ずっと競泳水着で過ごしたわけじゃないですから。相あいの内ないさんじゃないですから。クラブのときだけですから」


    　と藻琴が遠慮がちにツッコんだのにはわけがある。同じクラスの相内は授業中も休み時間も、ずっと競泳水着で過ごしているからだ。


    「小さい。人としての器が小さいな、神楽かぐら岡おか」


    「え……えぇえ？」


    「そんなふうに人の言葉尻じりを捉とらえ、重箱の隅を突ついて楽しいか？」


    「べ……べつに楽しいわけでは……」


    「哀れだな、神楽岡。そんな小さなことにいつも拘こだわってるから、おまえは人としての器も胸も小さいままなんだよ」


    　むむむ胸は関係ないと思うんですがっ。


    　と思ったものの。


    　でも、当たらずと雖いえども遠からずだなぁ。わたしが平凡でちっぽけな人間だってことは自分がよく知っているもん……あ、ちょっと待って。胸の小さいことと人としての器が小さいことがイコールだったら、相内さんとかも人間としての器が小さいって話になっちゃうよね。でも、彼女、けっこう大物っぽい雰囲気を漂ただよわせているんですけど？　やっぱり先生の論理は適当というか、いい加減というか……。


    「何か言いたいことがあるのか？」


    「あ。いえ。ない、です」


    「だったらさっさと制服脱げよ。これからいいこと教えてやるんだからよぉ」


    　セリフだけ聞いていると、どこのエロオヤジだ!?　とツッコみたくなる。


    　なんだか自分を見つめる虎杖浜の目が爛らん々らんと輝いているような気がして、余計に気き後おくれする藻も琴ことだった。


    「はい、カウントするぞ～～。テンカウント以内に脱がないと強制的に脱がす。脱がしたあと擽くすぐる。揉もむ。揉みしだく。その後、みんなの前で強制的に一人戦隊ポーズ。記念撮影付き」


    「いえぇえぇ？」


    「テェン、ナイィン、エイトォ……」


    「脱ぎますぅっっ」


    　藻琴は目にも留まらぬ速さでスカートを落とし、制服を脱ぎ捨てた。


    　虎こ杖じよう浜はまのカウントはファイブ止まりだった。


    「なんだ、やればできるじゃないか」


    　誉ほめられてもあまり嬉うれしくないシチュエーションだった。


    「行動を起こす前に、あれこれグダグダと考えて躊ちゆう躇ちよするのがおまえの欠点だな」


    　それは……言われたとおりなんですよね～～。自分でもわかってはいるんですけど。


    　脱いだ制服とスカートを畳たたみながら、藻琴はため息を吐ついた。


    「そんなおまえに先人のありがたい金きん言げんを贈ろう」


    「あ、は、はい」


    　競泳水着姿の藻琴が思わず姿勢を正し、気をつけの姿勢を取ると。


    「前に進む必要があるなら、考えるときも足を止めるな。歩きながら考えろ。むしろ走りながら考えろ。いっそ脱いでから考えろ」


    　最後の一言で金言が台無しだっ。


    　というか、そもそも今のが金言かどうかすら怪しいところだが、虎杖浜がそう言い張る以上、そこをツッコむと逆ギレされる虞おそれがある。


    　藻琴は曖あい昧まいな笑みを浮かべ、


    「そ、そうです……か」


    　と力なく頷うなずいた。
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    「よし、座れ」


    「あれ？　実演とか実技とかで説明するのではないのですか？」


    　と藻琴が首を傾かしげると。


    「それは、必要になったときな。まずは座薬からだ」


    「……はい？」


    「ああ、違った、座学だ、座学」


    　藻琴の胸のうちに虎杖浜御み崎さき痔じ瘻ろう疑惑が浮かび上がった。


    「だから！　単なるボケだよ！　ツッコめよ！　疑惑に満ちた目でわたしの顔を見てるんじゃねえよ！」


    　こういうとき、藻も琴ことは洒しや落れた切り返しとかができない。というか、先生に睨にらまれ怒鳴られた時点で軽くパニくっている。


    　な、何かを返さなきゃ。


    　必死に考えた藻琴が絞りだした返事は。


    「ど……どちらも『じ』が大事ってことで」


    「ああ、痔じと字な……って、ボケの上にボケを重ねてどうすんだよ！」


    「す、すみませぇぇん」


    「いや……そんなふうにビクビクすんなよ。今のだって単なるツッコミだろ。べつに怒ってるわけじゃないんだからな」


    「あぁぁ、すみません」


    　虎こ杖じよう浜はまが苦笑を浮かべた。


    「だから、そんなふうに謝るなって言ってんの」


    　藻琴がガックリと肩を落とした。


    「すみません」


    「…………」


    　虎杖浜もそれ以上ツッコむ言葉をなくしてしまう。


    　半分呆あきれたような顔で頭を搔かいていた虎杖浜だが。


    「おまえなぁ」


    「あ、はい？」


    　藻琴が顔を上げると。


    「少し自分を卑ひ下げしすぎなんじゃないのか」


    「でも、わたし、自分に自信が持てなくて……」


    「だからって『生まれてすみません』とか『死んだほうがいいですか』なんて言いながら生きてくのはどうかと思うんだがな」


    「いえ、そこまでは言ってませんけど。全然言ってません。わたし、あくまでも普通でどこまでも平凡というだけで、たしかに自分に自信は持てませんけど、自じ虐ぎやく的になるほど自分が嫌いってわけでも……」


    「ちっっ」


    　舌打ちされたっ。


    「面倒くさい奴やつだな」


    　思いっ切り嫌そうな顔されたっ。


    「まぁ、あれだ、ミズギーズの一員として活動していけば、そんな神楽かぐら岡おかが変わるきっかけになるかもしれないじゃないか。っていうか、変われ。いつまでも後ろ向きな愚ぐ痴ちばっかり垂たれてるんじゃねえ。いいか、坂さか本もと龍りよう馬まはな」


    「あ、はい」


    　金きん言げん・格言が出そうになると、何な故ぜか条件反射的に背せ筋すじを伸ばしてしまう藻も琴ことだった。


    「『同じ倒れるのなら前のめりに倒れたい』って言ったんだってよ。どうだ、恰かつ好こういいだろ？　おまえも、どうせ倒れるなら前のめりに倒れろよ。競泳水着で」


    　競泳水着で倒れる意味がわからないんですけど～～。


    「だからさ、ミズギーズイエローとして活動するんだ、最悪の場合、競泳水着で倒れることもあると、そういう覚悟で事に臨のぞめってことをわたしは言いたいわけだ」


    「あ……はい……」


    「まぁ、そんな最悪の場合なんか、ないんだけどな」


    　どっちなんですか!?


    「この水着は、それほど強力だからな。っていうか、まずはそこを説明したいんだが、なんでなかなか本題に入れないんだ？」


    　虎こ杖じよう浜はまは怪け訝げんそうな表情で首を捻ひねる。


    「おかしいな。おまえ、何かしてないか？　それとも他人の話を脇わき道に逸そらせるスタンド能力の持ち主か？」


    「えぇ？　いえいえ、そんなスタンド聞いたことがありませんよ。わたしは先生からの説明を今や遅しと待っているだけです」


    「そうだな。わたしも、早く説明したいのになかなかできなくて困っているよ」


    　わたしのせいみたいに言わないで～～。


    「じゃあ、説明始めるぞ」


    「どうぞお願いします～～」
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    「まずこの競泳水着だが」


    　ホワイトボードの前に立つ虎杖浜は、自分が着ている黒い競泳水着を指で抓つまんで、むに～～っと引っ張った。


    　恐ろしいほど柔軟性と伸縮性に富んでいる。それを見ただけで、そんじょそこらの生き地じとはまったく別次元の材質であることがわかるというものだ。


    「何でできているかは不明」


    「あ、はぁ」


    「地球上の物質かどうかも不明」


    「あ……はぁ」


    「現代の科学レベルでは解明できないらしい」


    「…………」


    　ついに言葉を失う藻も琴ことだった。


    「まぁ、なんでできているかなんて些さ細さいなことはどうでもいいんだ」


    　些細なことですか、それ～～っ？


    　内心で悲鳴を上げる藻琴だった。


    「大事なのは、こいつがここに、こうして存在しているということだ。こいつがとんでもない高機能を有しているということだ」


    　藻琴に背中を向けた虎こ杖じよう浜はまは、マーカーを手に取り、ホワイトボードに板書を始めた。


    



    



    高機能その一：外環境の変化に対応する機能


    　　　その二：肉体保護のための機能


    　　　その三：生命活動維持のための機能


    　　　その四：身体能力を高める機能


    



    　虎杖浜は藻琴に背を向けたまま話す。


    「とまぁ、競泳水着の機能はこの四つに大別されるわけだ。ただ、二と三は分かちがたい関係だから一つにまとめてもいいんだが、それを言いだすとキリがない。一と三だってリンクしてるんだしな」


    　あ、そうやって板書して説明すると、なんか虎杖浜先生が先生っぽいな～～。


    



    　先生です。


    



    　競泳水着姿なのが、ちょっとアレだけど。でも、授業中でも教室で水着姿の相あいの内ないさんよりはマシかな。


    　藻琴は虎杖浜が板書した内容をノートに写し取った。


    「さらに詳しく内容を見てみよう」


    



    



    その一の具体例：防寒、耐熱、防水など


    その二の具体例：防ぼう刃じん、防弾、対ショックなど


    その三の具体例：代謝の維持促進、呼吸や血流、体温の維持、皮ひ膚ふ呼吸促進など


    その四の具体例：視力、聴力、嗅きゆう覚、膂りよ力、走力、跳躍力などのアップ


    



    



    「つまり、この競泳水着を着ていれば、北極海で泳ぐことも可能ってことだ」


    　虎こ杖じよう浜はまは本気で言っているのだろうが、聞いている藻も琴こととしては眉まゆに唾つばをつけたくなる内容だった。


    「あ、あの、先生、質問いいでしょうか？」


    「先生じゃね～よ。今はミズギーズブラックとしてミズギーズイエローに説明してんだからよ。司令官だよ」


    　そうだった。司令官って呼べって、相あいの内ないさんから注意を受けてたんだっけ。


    　藻琴は慌あわてて言い直す。


    「はい、ブラック司令。イエローから一つ質問があるのですが」


    「なんだ？　言うてみ」


    「あの、機能その一はなんとなくわかるんです。プールに入ったとき、たしかにあまり冷たさを感じませんでしたから。でも、この薄さで防ぼう刃じんとか防弾とか言われても信じられないといいますか……」


    　虎杖浜が柳りゆう眉びを逆立てた。


    「なんだとぉ!?　おまえ、わたしの言うことが噓うそだって言うのか!?」


    「いえいえ、そんなことは言いません。ただ、ちょっと本当かなぁっていう気持ちが抑えられないっていうか……」


    「まぁ、そうだな。こんな非常識なことを信じろっていうほうが無理かもな」


    　あれ？　先生……司令が素直だ。


    「こういうときこそ実演だな」


    　虎杖浜は床に置いてあった大きなスポーツバッグに右手を突っ込むと、中から何かを取りだした。


    「ここにカッターナイフがある。これで先生を刺してみろ」


    「いぇぇぇええ、無理無理無理無理ですぅ」


    　藻琴は思いきり腰を引いて、両手を顔の前でふるふると左右に振った。


    「だから平気だって言ってるのに」


    「そ、そんな危険なことできませんよ～～」


    「そうか。まぁ、おまえがやりたくないなら仕方がないな」


    　あぁ、よかった～～。


    　藻琴は盛大に安あん堵どの息を吐ついた。


    　のだが。


    「じゃあ、わたしが神楽岡イエローを刺すよ」


    「いぃやぁぁぁ」


    「なんだよ。刺すのも嫌、刺されるのも嫌って、我わが儘ままな奴やつだな。そんなこと言ってたら実地研修にならないだろうが！」


    　我が儘じゃないです～～。


    「ナイフで刺すとか刺されるとか、無理ですよ～～」


    　藻も琴ことの顔が今にも泣きだしそうに歪ゆがんでいるのを見て虎こ杖じよう浜はまも諦あきらめたらしい。


    「あ～～、わかったわかった。じゃあ、わたしが自分で自分を刺すから、そこで見てろ」


    　虎杖浜がチキチキとカッターの刃を出すのを、藻琴は不安な面おも持もちで見つめる。


    　いえ、これまでミズギーズを率いて活動してきた先生……司令が大丈夫と言うなら、大丈夫なんでしょうけど……もの凄すごく不安を煽あおる絵え面づらだなぁ。


    「はい、行くよ～～」


    　刃を思い切り伸ばしたカッターナイフを、虎杖浜は平然と自分の腹部に突き立てた。


    　ひっっ。


    　藻琴は思わず息を呑のむ。


    　理屈はわかっていても、頭では理解していても、本能的に目を瞑つぶってしまう光景だ。


    「ほれ、なんともないだろ」


    　という虎杖浜の声で、藻琴が恐る恐る目を開けると。


    　カッターの刃の先端が虎杖浜の腹部に突き刺さっているように見えるのだが、彼女は何事もなかったかのように平然としている。


    　刃が押し当てられた箇所の皮ひ膚ふがへこんだだけ……のようだ。たしかに水着は破れていない。切り裂かれてはいない。


    「ほれ、ほれ、ほれ、このとおり」


    　カッターを逆手に持った虎杖浜は、さく、さく、さくと自分の腹部に何度もカッターを突き立てるが、水着にはまったくなんの損傷もない。当然、虎杖浜の皮膚が切れて血が滲にじむなんてこともない。


    　ようやく藻琴は目の前の光景を受け容いれられるようになった。


    「ほれ、近くで見てみ」


    　手招きされて、藻琴は腰を浮かせ立ち上がり、虎杖浜に近寄っていく。


    　藻琴が顔を寄せると、虎杖浜がカッターの刃を退どけて水着を引っ張ってみせた。


    　なるほど、水着は破れるどころか、毛ほどの傷もついていない。


    「はい、水着の防ぼう刃じん機能、納得していただけましたか？」


    　虎杖浜が何かを期待する目を向けてくる。


    「え？　えぇと……へぇへぇへぇ？」


    「古いよ！　違うだろ！　今ならそこはガッテン、ガッテン、ガッテン！　だろ！」


    　そんなことをツッコまれましても。


    　わからない人にはさっぱりわからないやり取りだった。というか、もの凄すごく不条理なツッコミだった。


    「もちろん、このカッターの刃が潰つぶしてあるなんてことでもない」


    　虎こ杖じよう浜はまはスポーツバッグの中から今度はコピー用紙を一枚取りだすと、左手に持ったそれに刃を当てて滑らせた。


    　すっぱりと、紙は二つに切れた。


    　藻も琴ことはもう一度、息を呑のむ。


    　凄い切れ味！　あのカッターの刃を通さなかったのか。こんな薄い生き地じなのに。


    「だから、はい、こんなことしても平気～～」


    　紙を放り投げた虎杖浜が、左手を伸ばして藻琴の右腕を取った。


    　取って、ぐいと引き寄せる。


    「え？」


    　藻琴の体が斜めに傾かしいで。


    　虎杖浜の体に密着する寸前に。


    　虎杖浜が右手に持っているカッターナイフの刃の先端が藻琴の脇わき腹ばらに押し当てられた。鋭く尖とがった物が強く当たっている感触がたしかにある。


    「ぐさぁっっ」


    「いひぃっ」


    「どばぁぁぁっっ」


    「嫌ぁぁぁぁっっ」


    「神楽岡イエローの腹から大量の血が！」


    「死んじゃうぅぅぅ」


    　顔面を蒼そう白はくにした藻琴が目に涙を浮かべて虎杖浜の顔を見上げると。


    「んなわけないだろ」


    　虎杖浜はカッターを引き、藻琴の右腕を手放した。


    「あ……あれ？」


    　藻琴は自分の左脇腹の辺りに目をやる。


    　極薄の黄色い競泳水着はどこも破れていない。当然、藻琴の体から出血なんかしていない。


    「だから。こんな刃物くらいなんともないって、わたしが実演したばかりだろ」


    　へなへなへな～～。


    　藻琴はその場にへたり込んでしまった。
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    「おい、大丈夫か？」


    「こ……腰が……抜け……」


    　虎こ杖じよう浜はまは天を仰いで額を手で覆おおった。


    　こいつ、本当に本番に弱い奴やつだな。


    「も～～、しようがないな」


    　へたり込んでいる藻も琴ことの背後から近づいた虎杖浜は、藻琴の両脇わきに両手を差し入れ、ひょいっと彼女を立たせた……が、彼女の体には力が入っていない。全身を脱力させたままだ。手を放せば、またへたり込んでしまいそうな手て応ごたえだった。


    　虎杖浜は両の掌てのひらでむぎゅうっと藻琴の体を摑つかむと、そのまま軽々と彼女の体を引きずって、元の椅い子すまで運んでいく。


    「せ、先生、むねむねむねを」


    「先生じゃないって言ってんだろが」


    「あぁぁ、すみません司令」


    　藻琴は目をグルグルと回しながら両手を振り回す。


    「司令、わたしの胸を……胸を摑んでるんですけど～～」


    「ん？　そうだったか？」


    　虎杖浜がむぎゅむぎゅと両の掌を動かすと。


    　たしかに掌から受ける感触は、筋肉のそれではなかった。


    「あはぁぁぁ、ダメダメダメへぇぇ」


    　藻琴の体から完全に力が抜けた。もしかしたら骨まで抜けたのかもしれない。


    　軟体動物と化した藻琴が、


    「退どかせて……手を胸から退かせてくださいぃぃ」


    　と切れ切れの喘あえぎ声で懇こん願がんする。


    「いや～～、悪い悪い。なんか平らだったのでここが胸だとは気がつかなかったわ」


    「酷ひど……い」


    　がっくりとうなだれた藻琴はピクリとも動かなくなった。もはや軟体動物ですらなく、等身大の人形のようだった。


    「ったく、打たれ弱い奴だな」


    　呆あきれた顔で藻琴を運んだ虎杖浜は、藻琴を持ち上げ、椅子に座らせ、手を放す。


    　藻琴はそのまま机に突っ伏してしまった。


    　やれやれ、とため息を吐ついた虎杖浜は、


    「仕方がない。少し休憩にするか」


    「は……い……」
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    　虎こ杖じよう浜はまは突っ伏している藻も琴ことのことを面白そうに見ていたが、やがて視線を外し、窓際へと歩み寄っていった。


    　窓から身を乗り出すと、虎杖浜は大きな声で、


    「お～～い、相内ブルーと愛別グリーン、ちょっと来いや～～」


    　と、プールで泳いでいる一年生二人を呼んだ。


    「いま行きまぁす！」


    　という愛あい別べつの元気な返事が聞こえてきた。


    　続いて何やらぼそぼそっとした相あいの内ないの返事も聞こえたが、なんと言ったかまでは聞き取れなかった……と思ったが。


    



    　あれ？　聞こえた？　直すぐに行きますって応こたえたよね、相内さん。


    　聞こえたというより、脳内に直接響いたような感じだった。


    　藻琴はその不思議な感覚に思わず顔を上げる。


    　窓から身を乗り出していた虎杖浜が後ろに下がったところだった。


    　うん、ふつう、下のプールにいる相内さんの声が聞こえるわけないよね。彼女の声、いつも小さいから。でも、ちゃんと聞こえた。つまりこれが聴力のアップ……ということなのかな。そう言われると、なんか、いつもより視界がクリアな気もするんだけど。


    　そう、細かな部分までくっきりと見えているのだ。普段の視界が五百二十五本の走そう査さ線しかないアナログテレビだとすると、今の視界は走査線が千本以上あるデジタルテレビに喩たとえられるのかもしれない。


    　などと考えながら、藻琴が窓のほうをぼんやりと見ていると。


    　窓から競泳水着を着た愛別が飛び込んできた。


    　手や足は濡ぬれているが、水着はすでに半乾きという状態に見えた。


    「お待たせっ、先生。っていうか、司令」


    　えぇっっ？　ここ二階なんですけどっっ!?


    　藻琴は思わず跳はねるように勢いよく上体を起こしていた。


    　窓枠から床に降り立った愛別に続いて、今度は相内が窓枠の上に足を載のせていた。もちろん、相内も競泳水着姿だった。


    　ふ、二人とも二階の窓までジャンプしたってことですかぁ？


    　藻琴は上体を硬直させ目を見開いて愛別と相内を見つめる。


    　振り返った虎こ杖じよう浜はまが、にやりと笑った。


    「どうだ、機能その四の実地説明になったろ？」


    「え……ええ、そうです……ねぇ」


    「この程度のジャンプは朝飯前だ。おまえにも直すぐできるようになる。慣れてくれば三階までだって跳べるぞ」


    　三階まで跳べるって、もはや人間じゃないよね、それ。


    　超人か、さもなくばサイボーグのレベルではないかと思う藻も琴ことである。


    「何か御用ですか、司令？」


    　相あいの内ないがいつもの無ぶ愛あい想そうな顔と口調で訊きいてきた。


    



    　べつに相内が虎杖浜のことを嫌っているとか、呼ばれて腹を立てているわけではないことは、もう藻琴にもわかるようになっている。


    　相内のあの無表情は彼女の標準装備であり、ぶっきらぼうに聞こえる物言いもまた、彼女の標準装備なのだ。


    　もしかすると相内も、小さな頃、両親や周りの大人たちから、


    「もっと愛想よく話せ」


    　とか、


    「大きな声で、はきはきと返事をしろ」


    　とか言われていたのかもしれない。


    　そう思うと、相あいの内ないに少し親近感が湧わく藻も琴ことだった。
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    「ちょっと胸を揉もんだら神楽岡イエローが悶もん絶ぜつしたので休憩だ。お茶を淹いれてくれないか」


    　いえいえいえ、適当な説明をしないでくださいよ。


    　口に出してツッコめなかったので、藻琴はブルブルと首を横に振って否定の意を示す。


    「あ、いいなぁ。自分にも揉ませてくんないかな？」


    　そんなに胸を揉みたいのなら自分のを揉んでくださいよ！


    　などとツッコめば、相手が愛あい別べつの場合、下へ手たをするとツッコミではなく嫌みに聞こえてしまうかもしれない。


    　そう受け取られては困るので、藻琴は両手を胸の前に挙げ、大きな×印を形作って、愛別の申し出に対する断固ＮＧの意を表ひようした。


    　愛別が唇を尖とがらせる。


    「ケチ～～」


    　ケチじゃないですよ！


    　二人のやり取りにほとんど興味を示さない相内が、


    「わかりました。お茶を淹れてきます」


    　と応こたえると。


    「愛別グリーンは絵笛レツドと茅沼ピンクを呼んできてくれ。どうせだから、みんなでお茶しながら神楽岡イエローへの説明を続行しよう」


    「了解で～～す」


    　と返事をした愛別は、ミーティングルームの出口に向か……わなかった。


    　入ってきた窓まで歩み寄ると、彼女は窓から頭を出して前後左右を確認し、やおら窓の外に身を躍おどらせた。


    　えぇえぇぇっ？　ここ二階なのに～～っっ!?　いやまぁ、跳び上がったのなら、飛び下りることだってできるんでしょうけど。


    「あの、先……司令？」


    「なんだ？」


    「あんなふうに窓から出入りしても大丈夫なんですか？」


    「だから。あの程度のことは、この競泳水着を着ている者にとっては朝飯前だって」


    「あ、いえ、そういうことではなくて」


    「ん？」


    　虎こ杖じよう浜はまが怪け訝げんそうな顔を向けてきた。


    「あんな派手な出入りをしているところを誰かに見られたら、大変なことになるんじゃないかって思ったんですけど」


    「お！」


    　何な故ぜか虎こ杖じよう浜はまの顔が輝いた。


    「そこに気づいたか」


    「え？　いえ、ふつう気づく……というか、気になるのでは？」


    「いやほら、神楽岡イエローって応用力がなさそうっていうか臨りん機き応おう変へんさに欠けるっていうか」


    　……たしかに応用力がないというのはそのとおりかもしれませんけど。


    　藻も琴ことが情けなさそうな顔を虎杖浜に向けると。


    「おまえってさぁ、マニュアルはしっかり覚えるけど、ちょっとマニュアルから外れた事態になると、泡喰くってパニくって上う手まく対処できなくなるっぽいからな」


    　み、見抜かれている～～っ。


    「そ……そうデスか？　そう見えちゃいますか？」


    　藻琴は頰ほおをひくひくと引き攣つらせながら、無理やりの笑みを作った。


    「話を戻すけどな。そんな神楽岡イエローが愛別グリーンが窓から出入りするのを見て、誰かに見られたら不ま味ずいのでは、と気づいたから、ちょっと驚いたというか嬉うれしかったんだよ」


    　そんなことで驚かれちゃうの？


    　もう苦笑するしかない藻琴だが。


    　あれ、でも？


    　また首を捻ひねる。


    「どうして先……司令が嬉しいんですか？」


    「それって、神楽岡イエローがわたしの評価以上の行動をしたってことだろ。自分の見立てより生徒の言動が上回ってるなら、教師としては喜ぶべきところじゃないか」


    　嬉しいような、あまり喜べないような、それこそなんだか微妙な評価だなぁ。


    　引き攣った作り笑いを浮かべたまま藻琴が固まっていると。


    「愛別グリーンは飛び下りる前に周囲を確認してただろ。人目があったら飛び下りるのを止やめてるよ。だから大丈夫だって言ったの」


    　あ、そうだったのか。


    



    　藻琴は先ほどのシーンを回想してみる。


    　なるほど、愛あい別べつは窓から身を乗り出したが、直すぐには飛び下りなかった。


    　あれは周りを確認していたのか。ってことは、やっぱりミズギーズの活動は周りには秘密ってことだよね。まぁ、それはそうだよね。こんなトンデモ水着を着てるなんてこと知られたら大騒動だもんね。


    　けれど、何がなんでも秘密というのなら、相あいの内ないのように授業中に水着でいるなどという目立つことも止やめたほうがいいのではないかと思わないでもない藻も琴ことだった。


    



    　などと、パイプ椅い子すに座ったまま藻琴がとりとめもなくあれこれ考えていると。


    



    「はい、司令、来ました～～」


    　絵え笛ふえ美み深みキャプテンと茅かや沼ぬま瑞みず穂ほ、そして呼びに行った愛あい別べつがミーティングルームに登場した。窓からではなく出入り口から。


    　さすがに三人もの人間が窓を目がけてジャンプするというような大胆な行動は取れなかったらしい。


    



    　待って。絵笛キャプテンが二階までジャンプなんてしたら……したら……あの巨乳は揺れるのかしら。それとも、水着が押さえつけてるから揺れないのかな？


    　競泳水着の締めつけはかなりキツくて、ふつうなら胸が揺れることなどあり得ないのだが、もしかすると競泳水着でも揺れるのではないかと想像してしまうほどに絵笛キャプテンの胸は見事な盛り上がりを見せているのだ。


    　って、いえいえ、わたしは何を悩んでいるのか。


    　慌あわててキャプテンの胸から視線を外そうとした藻琴は、しかし、外す前に彼女と目が合ってしまった。


    　にっこりと絵笛が笑う。


    　藻琴はぎこちない笑みを浮かべたまま、視線を外すのが不自然には思えないように軽く会え釈しやくした。


    「お茶会しながら神楽岡イエローに水着の説明するから、みんなも座れ」


    「はい、先生……じゃなくて、この場合は司令官でしたね」


    　優美な笑みを浮かべたまま絵笛が椅子に腰を下ろし。


    　茅沼もその隣に座った。


    「んじゃ、自分はお茶の用意を手伝ってきま～す」


    　しまった！　手伝いに立つのが遅れた！


    　愛別が給湯室へ走ったので、藻琴も慌てて立ち上がった。同じ一年生としては黙って座っているわけにはいかないのに、相内に一人で給湯室へ行かせてしまった。気配りが上手な藻琴にしてはうっかりミスと言えるだろう。


    「わたしも手伝ってきます！」


    　と断り、愛別のあとを追って給湯室に走り込んだ。


    



    　７


    



    　長机の上にティーカップやらクッキーの載のった皿やらが並べられた。


    　日持ちがいいクッキーを水泳部は常備しているのだが、たまにここを使う他ほかのクラブが無断で食べることがあるらしく、クッキーの入った缶には「水泳部専用　食べたら死なす」という脅おどし文句が太い油性マジックで黒々と書かれていた。


    「よし、いただこう」


    　という虎こ杖じよう浜はまのかけ声に続いて、


    「「「「「いただきます」」」」」


    　という部員の声が被かぶさった。


    「で、司令、説明はどこまで進んだんですか？」


    　と絵え笛ふえキャプテンが訊きくと。


    「え？　いや～～、進んだっていうか、あんまり進んでないっていうか」


    「どうせ司令が寄り道ばっかしてたんでしょ」


    　と茅かや沼ぬまが揶や揄ゆした。


    「そんなことはない。なあ、神楽岡イエロー？」


    「え？」


    　びくりと、ティーカップを持つ藻も琴ことの手が震えた。


    　こういうとき、どう応こたえればいいのかが藻琴にはよくわからない。


    　虎杖浜に同意すれば、茅沼に対して噓うそを吐ついたような気になってしまう。


    　かといって、寄り道してたじゃないですか、などと指摘すれば、虎杖浜を責めることになってしまう。


    「そ、そうです……ねぇ？」


    　結局、藻琴はいつものように手で頭を搔かいて曖あい昧まいな笑みを浮かべるに留とどめておいた。返事も、どちらにも取れるように、わざわざ疑問形にしたのが芸の細かなところだ。


    　敵らしい敵を作らず、人を嫌わず人に嫌われず十五年の人生を生きてきた、藻琴らしい対応だったとは言える。


    　もっとも、それを会ったばかりのクラスメート姫ひめ川かわ桔き梗きようにズバリと指摘されている藻琴としては、彼女や百ゆ合り原はらの堂々とした自己主張や信念に比して、こんな対応しか取れない自分に軽い自己嫌悪に陥おちいりそうになる。


    　しかし虎杖浜は藻琴の曖昧な笑みをどう受け止めたのか、茅沼に対して、


    「まぁ、わたしが説明下べ手たってのもあるんだろうけどな。だから、おまえらに助けを乞こう場面があるかもしれないから、お茶飲みながら聞いててくれ」


    　と言った。


    「わかりました」


    　大きく頷うなずいた絵え笛ふえキャプテンが、ではどうぞ、と右手を動かした。


    　お茶を飲み干した虎こ杖じよう浜はまは椅い子すから腰を浮かせると、


    「簡潔に行こう」


    　と言ってホワイトボードに向き直り、板書を再開させる。


    



    



    身体能力を高める機能の具体例→ジャンプ力


    



    



    「目の前で愛別グリーンや相内ブルーが跳んだからわかると思うけど、とりあえず、わたしらは二階までならほとんど助走なしで跳べる。助走をつければ、さっきも言ったように三階まで跳べる。全力のジャンプを計測したことはないから、最高到達点はよくわからないけどな」


    「……ないんですか？」


    　藻も琴ことは意外な気がした。


    　ふつう、自分の運動能力がどのくらい強化されたか知ろうとしないかな？


    　と疑問に思うのだが。


    「そんな高いジャンプを測る場所がないだろ。無理に測ろうとすれば人目に触れる危険が高くなるしな」


    　それはそうだ。


    　にしても、三階までジャンプできるって……。


    　もはやそれは特とく撮さつの世界である。


    　ううん、この水着があれば、特殊撮影なんか要いらないよね。っていうか、スタントマンすら要らないじゃない。絵笛キャプテンとか茅かや沼ぬま先輩とか、美人だしスタイルもいいし、この水着を着てテレビの戦隊モノとかに出れば人気出るだろうなぁ。タイトルは、やっぱり「競泳戦隊ミズギーズ」かなぁ。


    　極薄超ハイレグの競泳水着で飛んだり跳はねたり宙返りしたりする絵笛や茅沼の映像が藻琴の脳裏に浮かぶ。


    　まぁ、あの二人に声がかかったとしても、わたしや相あいの内ないさんには声なんてかからないんだろうけど。


    　む？


    　相内が眉まゆを顰ひそめて自分のほうを見たので、藻琴は急いで、しかしさりげなく、視線を机の上のクッキーに落とした。


    



    



    握力、腕力、脚力なども大幅アップ


    



    



    　と書いた虎こ杖じよう浜はまは、そこで振り返った。


    「本人に自覚はないかもしれないが、人を一人持ち上げるくらい簡単なことだ。腕力、脚力に関しては、まぁ大型バイクを持ち上げて放り投げる程度にはある」


    　だんだん噓うそくさくなっていくなぁ。


    　という藻も琴ことの思いを表情から察したのか、虎杖浜は、


    「眉まゆ唾つばだって顔だな？」


    　と言った。


    　う。め……目め敏ざとい。でも、簡単に信じられないのは当然じゃないかなぁ？


    　と思ったものの、そんなことはツッコめない。何しろ相手は先生なのだ。藻琴のＤＮＡレベルに刻み込まれた目上の人には礼儀正しくあれという行動規範が、虎杖浜に対するツッコミを許可しない。


    「えぇと……」


    　藻琴がなんと応こたえようか迷っていると。


    「あ、司令、実際を見てもらったほうが早いのでは？」


    　と絵え笛ふえが口を挟はさんできた。


    「ん？」


    「ほら、このあいだの」


    「ああ」


    　と虎杖浜が手を打った。


    「だな。じゃあ、ＵＳＢメモリとノーパソ持ってこいや」


    「は～～い」


    　愛あい別べつが脱だつ兎との如ごとく部屋から駆け出していって。


    　少しして脱兎の如く駆け込んできた。


    「へい、お待ちっ」


    　お蕎そ麦ば屋さんの出前ですかっ！


    　内心でツッコむ藻琴の眼前にノートパソコンが置かれ。


    　蓋ふたが開けられ電源が入れられ。


    　ＯＳが立ち上がり。


    　やはり愛別が持ってきたＵＳＢメモリが差し込まれ。


    　動画の再生が始まった。


    「こ……これは」


    



    　モニターに映っているのは赤外線カメラで撮った映像だろうか。全体的に薄暗くて、かなり画質が粗かったが、そこで何が行おこなわれているかは、はっきりと視し認にんできた。


    　大きなバイクを持ち上げたまま体を回転させ、その反動を利用してバイクを放り投げている競泳水着姿の女子は、どう見ても絵え笛ふえ、茅かや沼ぬま、相あいの内ない、愛あい別べつの四人だった。


    　そして突進してくる特大のバイクを体当たりで弾はじき飛ばしたのは虎こ杖じよう浜はまだった。


    　まさに超人的なパワーであり運動能力だった。


    　それが特殊撮影で撮られた映像でなければだが。


    　いやいや、特とく撮さつなんかじゃないよね。だって、相内さん、わたしの目の前で男子の世界記録並みのスピードで泳いだんだもん。


    　たしかにあれは驚異的だった。


    　しかし、元々が水泳部員だから、泳ぐことに関しては一般人よりも遙はるかに高いレベルにある。だからこそ、競泳水着の力を借りたとはいえ世界記録並みの泳ぎができたのだと思っていた。


    　しかし、この映像を見ると、とくに素養がないジャンルであっても、一般人を遙かに超えた、いや超人的なと言ってもいいだけの能力を発揮していることになる。つまり、虎杖浜が書いたこと、言ったことは、大げさでも誇張でもないということだ。


    　この競泳水着って、いったいなんなんだろう？　誰が作ったんだろう？　どうしてこの水泳部にあるんだろう？　という疑問が、藻も琴ことの胸のうちでますます濃くなっていった。


    



    　８


    



    　映像再生が終わり、ノートパソコンが片付けられると、お代わりのお茶が淹いれられた。


    「どうだ、神楽岡イエロー？　この競泳水着が持つ真実の力の一端がわかっただろ」


    　ティーカップを口に運びながら、虎杖浜がそう訊きいてきた。


    「あ、ええ、凄すごいですね……っていうか、え？　一端？」


    　藻琴が今の虎杖浜の言葉の真意を質ただそうと彼女に顔を向けると。


    　虎杖浜は、にやりと笑った。


    「そうだ、一端だ。今から真実の力のすべてを、この競きよう水すいの恐るべき機能の全ぜん貌ぼうを余すところなく見せてやろう」


    　そう言って虎杖浜が上体を反そらせ、大きな胸を大きく張ると。


    「司令、偉そ～～。べつに司令が発明したわけじゃないのに～～」


    　愛別からツッコミが入った。


    「わたしは司令官なんだから偉いんだよ。だから偉そうにしてもいいんだよ！」


    　無茶苦茶な論理である。というより、子供の我わが儘ままだ。


    　藻も琴ことは虎こ杖じよう浜はまの評価をまたも修正する。


    　先生なのに子供だ。


    「さて、そんな偉い司令官様が見せてやる」


    　と言って椅い子すから立ちあがった虎杖浜は、ミーティングルームの空あいているスペースに移動して、そこで腰に手を当て仁に王おう立ちになる。


    　ああいうポーズだと、胸が凄すごいことになってるなぁ。絵え笛ふえキャプテンもたいがいだと思ったけど、虎杖浜先生……ブラック司令も、なんかもう人間離れしてるよねぇ。


    　たぶん競泳水着を脱いだら、虎杖浜の胸は地図帳に載のっているコニーデ式火山のイラストのような優美な形状で高々と隆起することだろう。


    　貧富の差って、何もお金のあるなしに限らないよねぇ。


    　などと、藻琴はそんなことまで考えてしまう。


    「いいか、よく見ておけ」


    　そう言うと、虎杖浜は何やら腕をゆっくりと回転させ、そしてやおら、


    「バトルモード、オン！」


    　と叫んだ。


    「……はい？」


    　まるで仮面ラ○ダーの変身シーンを再現しているようでもあるが。


    「あのぅ？」


    　藻琴は救いを求めるように周りの部員を見た。


    　虎杖浜先生＝ブラック司令は、いったい何をやろうとしているのでしょう？　という疑問の意を込めて。


    　しかし。


    　絵笛美み深みはにこやかに微ほほ笑えむだけだし。


    　茅かや沼ぬま瑞みず穂ほはけらけら笑うだけだし。


    　愛あい別べつ美み留る和わは盛大な拍手をするだけだし。


    　相あいの内ない美み幌ほろは眉まゆを顰ひそめて虎杖浜を睨にらむだけだった。


    　誰も藻琴の疑問に応こたえる気がないのは明白だった。


    「ほら、ちゃんと見てたか、神楽岡イエロー!?」


    「ああぁ、はい見ました。見ました……ケド」


    　藻琴は虎杖浜の意図を窺うかがうようにそっと上うわ目め遣づかいに彼女のほうに視線を向けた。


    「だから。いまバトルモードに移行しただろ!?」


    「はい？」


    　藻琴はもう一度、目を見開いて虎杖浜を見つめた。凝ぎよう視しした。


    　しかし、どこかが変わったとも思えない。


    　虎こ杖じよう浜はまは極薄超ハイレグの黒い競泳水着を着ているだけだ。


    　虎杖浜が、ちっ、と舌打ちした。


    「おまえだって、もう視力が上がってるんだから見えるはずなんだがな。見えないか？」


    　虎杖浜が自分の左腕を右手の指で指し示している。


    「え～～と……」


    　なんだろうと思って、藻も琴ことは彼女の指先に視線を向ける。


    　が、そこには虎杖浜の剝むき出しの腕があるだけだ。


    　……いえ、ちょっと待って。何かが光に反射して……もしかして腕に透明な被ひ膜まくがっ!?


    「ようやく気づいたか」


    　虎杖浜は右腕を下ろし、ほれ、と言って今度は右足を上げた。


    「あ！」


    　藻琴は気がついた。


    　素足だと思っていた虎杖浜の両足も、何やら薄い透明の被膜で覆おおわれている。


    「あ。もしかしてバトルモードって、それのことですか!?」


    「そうに決まってんだろ」


    　いつ決まったのか。誰が決めたのか。


    　とツッコみたい藻琴だが、ＤＮＡが押し留とどめた。


    「えぇと、つまり、変身ポーズを取ると、そんなふうに腕や足が被膜で覆われると、そういうことですか？　あ、もしかして、あの戦隊ポーズも関係してるんですか？」


    「いや、べつにポーズを取る必要はない」


    　かくっっ。


    　藻琴が軽くずっこけた。


    「これは声せい紋もんに反応してるから、かけ声をかければいいんだ」


    「だったら、どうしてわざわざポーズを取りますか？」


    「気分の問題だよ。ポーズ取らないまま変身しちゃったら、ラ○ダーだってシ○ケン○ャーだって興ざめだろ？」


    「そ、それとこれとは関係がないのでは？」


    「あるよ。大ありだよ。なんてったって、ミズギーズは正義の戦隊ヒロインなんだからな」


    　子供理論と正面から意見を闘わせてもなんの意味もないことを思い知る藻琴だった。


    「まぁ、どうしてもイヤだって言うなら、変身ポーズしなくても、かけ声だけでもかまわないけどな」


    　藻琴は思い切り安あん堵どの息を吐はいてしまった。


    　あ、しまった！　最近、どうも思ったことがストレートに出ちゃうなぁ。


    　しかし虎こ杖じよう浜はまはとくに怒りもせず、だからな、と言葉を継ついだ。


    「剝むき出しの手足も、戦闘のときはちゃんと保護されるんだよ」


    「だったら、最初から保護しておけばいいのではないでしょうか？」


    「馬ばっ鹿かだな。常に被ひ膜まくで覆おおってたら、何かの拍子に誰かに触られたとき、皮ひ膚ふの上に何かがあることがバレちまうだろうが。さすがに手触りは皮膚とは違うんだからな」


    「あ、そうか。そう……ですね」


    「だから、おまえもバトル中に誰かと握手したり、足を触らせたりすんじゃないぞ？」


    「いえぇっ？　バトル中に握手する人はいないと思いますけどっ？　足はバトル中でなくても触らせませんけどっ！」


    「だから、念のための話だよ」


    　念を押されるまでもない話だと思う藻も琴ことだが、やはり口に出してはツッコめない。


    　先生にツッコむというのは、藻琴にはハードルが高すぎる。


    　というか、勢いで一瞬、ツッコんじゃったけど。


    　虎杖浜が何も感じていないようなので、藻琴は胸を撫なで下ろす。


    　自分でも気にしすぎなのはわかっているが、やはり気になってしまうのだ。


    　平凡という名の鎧よろいは脱ぐことができても、自分の性格はそう簡単に変わらないということを思い知る藻琴だった。


    「この透明の保護被膜、強度は水着その物よりも劣るが、それでも防寒や耐熱、対ショック、防ぼう刃じん、防弾の役目を充分に果たしてくれる。だから、水泳帽を被かぶってゴーグルをしてバトルモードに移行すれば、金属バットで殴なぐられようが日本刀で斬きりつけられようが拳けん銃じゆうで撃たれようが平気だ。大抵の相手には勝てる」


    　話についていけなくなってきた藻琴は、


    「いえ、勝てない相手を探すほうが難しいのでは」


    　と弱々しい口調で呟つぶやいた。


    「いやいや、バズーカ砲の直撃食らうとどうなるかわからないから気をつけろ」


    　気をつける以前に、バズーカ砲と向き合うシチュエーションが藻琴にはどうしても想像できなかった。


    「とはいえ」


    「はい？」


    「例えば金属バットみたいな物で殴られた場合、衝撃は弱められ分散されるから骨折する虞おそれはほとんどないんだが、それでも衝撃が消えるわけじゃないぞ。ある程度の衝撃は感じるんだ。銃で撃たれれば、銃弾を跳はね返してもある程度の痛みは避けられない。だから殴られないよう撃たれないよう、身を躱かわしたほうがいい。わかるな？」


    「理屈はなんとなくわかりますけど。でも、格闘技の達人に襲われたりしたら躱せないのではありませんか？」


    「大丈夫だって。言ったろう？　この水着を着ていれば、着用者の反射神経や運動能力は常人離れしたレベルにまで押し上げられるんだから。例えば、蝶ちようのように舞い蜂はちのように刺すモハメド・アリでも、わたしらの動きにはついてこられない」


    　喩たとえとして出す名前が「モハメド・アリ」という時点で若い女性としてはどうかと思うが、もちろん藻も琴ことはそんなところをツッコんだりしない。


    「スーパー○イヤ人クラスだと逃げ切れないかもしれないがな」


    　それもどうかと思う喩えだった。
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    　席に戻った虎こ杖じよう浜はまが、


    「ほれ、やってみ」


    　と藻琴を促うながす。


    「え？」


    「だから。おまえもバトルモードへの移行ができるようにしておかないとな！　って話だよ、神楽岡イエロー」


    「や……やっぱり、わたしもやらなくちゃダメなんですね？」


    「当たり前だろ。おまえだってもう競泳戦隊ミズギーズの一員、ミズギーズイエローなんだ。いざってときスムーズにバトルモードに移行できないと困るだろうが」


    　いざというときって、どんなときなんだろう？


    　考えるだけで藻琴の足は震えてくる。


    「もうおまえの声せい紋もんは水着に登録されているから、声に出して言うだけでいいんだよ。セイ○ームーンみたいに変身するとき服が破れて裸になるわけじゃないし、べつに恥ずかしがることじゃないだろ？」


    　どうしてこの先生、いちいち古いアニメや特とく撮さつで喩えたがるのかが謎なぞだな～～。いやいや、そんな謎を追究してる場合じゃないし。


    「あのう、どうしてもやらなきゃ駄目ですか？」


    「駄目」


    「うぅぅ……」


    　狼おおかみに追い詰められた兎うさぎのように、藻琴は充血した目で辺りを見渡した。


    　すると。


    「あ、じゃあ、わたしたちがお手本を見せてあげましょうか」


    　と絵え笛ふえが手を挙げた。


    「あ、そうだね。あたしたちがやったあとなら恥ずかしさも減るかもね」


    　と茅かや沼ぬまも賛同し。


    「あ、いいよ～～、やるやる」


    　愛あい別べつはノリノリだった。


    「面倒だわ」


    　相あいの内ないは乗り気じゃなかった。


    「いいじゃない。ミズギーズの先輩として、お手本を見せてあげるべきよ」


    　と絵え笛ふえ＝ミズギーズレッドに言われ、渋々の体ていで相内も立ちあがった。


    



    「「「「バトルモード、オン！」」」」


    



    　各人、勢いやらやる気やらに温度差があったが、とりあえず四人がかけ声をかけた。


    



    「ほれ、見てみ」


    　と虎こ杖じよう浜はまに言われ、立ち上がった藻も琴ことが四人に近寄っていく。


    　たしかに、四人の手足は透明の薄い被ひ膜まくで覆おおわれていた。


    「どうだ？」


    「あ、はい、たしかに覆われています」


    「んじゃ、おまえの番な」


    「あぅぅ」


    　虎杖浜以下、四人の部員の視線が自分に集中して、藻琴は心拍数が上がるのを感じる。


    　こんなふうに何人もの人間の視線が自分に集中することなど、今までの藻琴の人生にはなかったのだから無理もない。


    　見られていると思うだけで藻琴はガチガチに緊張してしまう。


    　大会に出てプールのスタート台に立つときは観客の注目を集めているはずなのに、ここまで緊張することはないよね。不思議だなぁ。


    　たぶん、他ほかの選手も同時にスタート台に立っているから、自分だけが注目されていると意識しなくても済むのかもしれない。


    「ほれ、バトルモード、オン！　だ」


    「バ、バ、バ、バトルモード、ニョン」


    



    　緊張のあまり嚙かんだ。というか、滑った？


    　藻琴は急いで自分の手足を見下ろすが、生なま手足のままだった。


    　四人の部員がくすくす、けらけらと笑っている。


    　顔が真っ赤になる藻も琴ことだった。


    



    「こらこら、笑うな。おまえらだって最初は失敗しただろうが」


    「あ、そ、そうなんですか？」


    「そうだよ。愛別グリーンなんか、ポーズつけようとして自分がこの競泳水着を着てるのも忘れて跳び上がって、天井に頭がめり込んでたわ」


    「めっ、めり込んではいませんよっ」


    　愛別が手を振り回して抗議する。


    「ほほう？」


    「す……少し激しくぶつけましたけど……」


    「少し激しくって、意味がわからないけどな？」


    「ま、まぁ、だから、一度や二度の失敗でヘコんだら駄目だよってこと」


    　照れ笑いを浮かべて愛別がそう言ってくれたので、藻琴の緊張が少し和やわらいだ。


    「んじゃ、もう一回」


    　藻琴はごくりと唾つばを呑のみ込み、続いて大きく息を吸い。


    　いったん息を止めると、一気に吐き出した。


    



    「バトルモード、オン！」


    



    　直立不動の姿勢なのがなんだか異様な感じだったが。


    　こ、今度はどうだ？


    　皮ひ膚ふに触れていた空気の感触がなくなったような気がして、藻琴が自分の腕を見下ろすと。


    「あ、できてる？」


    　自分の右腕を左手の指で触ってみる。


    　たしかに薄い被ひ膜まくが腕を覆おおっているのが感じられた。


    　続いて手を下ろして太ふと腿ももの裏を触ってみる。


    　足も薄い被膜で覆われていた。


    「さっきも言ったけどな、強度的には被膜は水着よりも劣ってる。それでも衝撃を弱めて拡散してくれるし、ナイフ程度だったら傷がつかないし、小口径の拳けん銃じゆうだったら、撃たれても貫通しない」


    「えぇぇ？　拳銃で……って、確かめたことがあるんですか？」


    「うん、ある」


    　虎こ杖じよう浜はまの応こたえがあまりにあっさりとしていたので、藻琴は返す言葉を失った。


    「だけどな、さっきも言ったように、水着よりも強度は低いから、刀や拳銃は避けるに越したことはない。わたしらはそれだけの運動能力を獲得しているわけだからな」


    「…………」


    



    　藻も琴ことはなんだか悪い夢を見ているような気分だった。


    　先ほどの動画が作り物だとは思わない。


    　部活を見学したとき、この先生は金属バットをへし折ってみせたし、たしかに五人は平気であんな人間離れしたバトルができるんだろうな、とは思う。


    　でも、自分までもがそんな能力を得たとはとても思えないのだ。


    　たかが競泳水着を一枚着ただけで。


    　防寒や防水、耐熱といった機能は素直に信じられる。


    　ゴアテックスとかも、あんなに薄いのに、しっかりとした防水機能を持っているのだから、この競泳水着が防寒や防水、耐熱機能を持っているのも現実の延長線上にあると思える。


    　しかし。


    　こんなに薄い布ぬの地じが防弾とか防ぼう刃じんの機能を持っていると言われても、どうにもピンと来ない。噓うそくささが抜けない。


    



    　虎こ杖じよう浜はまが小さくため息を吐ついた。


    「まぁ、こういうのは実体験を通じてでないと納得できないのかもしれないな。ミズギーズとして活動していけば自然と体験できることだから、心配すんな。ってことで、あとはその都度、現場で体験して、疑問点があればそれにこちらが答えていくってなところか」


    　なんか……適当だなぁ。そんなに軽いノリでいいのかなぁ。このトンデモ水着、とてもじゃないけど、そんなに軽い存在じゃないような気がするんですけど。


    　まぁ例によって思うだけで、口に出してツッコんだりはできない藻琴である。


    「さて、実地説明もあらかた済んだことだし、お茶に戻るか」
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    　ということで、再びお茶会が始まった。


    　なんとなく部屋の空気が弛し緩かんする。


    　藻琴も少しほっとした。


    　でも、本当にお茶するのが好きだなぁ、みんな。いえ、わたしも好きなんですけど。


    　美お味いしいお茶を飲みながら、美味しいスイーツを食べながら、たわいもないことを話すのは女子の嗜たしなみ、いや本能と言ってもいいくらいだ。


    　ただ、水泳部のお茶会で話されるのが、どうも一般的ではない……というか、かなり特殊でそうとうに奇天烈きてれつな内容なのが、なんともかんともなのだが。


    



    　クッキーを一つ、口に放り込んだ虎こ杖じよう浜はまが藻も琴ことのほうに顔を向け、


    「はい、じゃあ質問タイム！」


    　と呼びかけた。


    「質問があるなら受け付けるぞ。答えられる範囲で答えてやる。言い換えると、答えられない質問には答えられないってことだ。どうだ、参ったか」


    　どうしてそこで偉そうに胸を張るのかな～～？　自分の巨乳を見せつけたいだけじゃないのかな～～、この先生。


    　訊きいてもどうせまたはぐらかされるのだろうと半なかば諦あきらめつつも、藻琴は遠慮がちに右手を挙げた。


    「はい、神楽岡藻琴ミズギーズイエロー君！」


    　こんなときだけ、やたら先生っぽい！


    「あのう、さっきの動画見ていて思ったんですけど」


    「なんだ？　わたしらの活躍に感動したか？」


    　いえ、驚きはしましたけど。むしろ呆あきれ返りましたケド。


    「水着の上に何か着ていたら、あの戦闘能力って発揮できなくなるんですか？」


    　そう、藻琴の疑問は、どうしてみんな水着姿で闘っているのか、ということだった。


    　だって水着を着ていれば能力が発揮できるのなら、べつに水着のままでなくても、その上に何か着込んでもいいんじゃないのかな。


    　だったら、あんな恥ずかしい恰かつ好こうで闘わなくてもいいのではないかということを藻琴は問い質ただしたかったのだ。


    「んなことはねえよ」


    　虎杖浜は藻琴の否定形疑問文をあっさりと否定した。


    　つまり、発揮できる、と肯定したわけだ。水着の上に何かを着ていても能力はちゃんと発揮できると。


    「じゃ……じゃあですね、何もわざわざ水着で闘わなくても、上にジャージとか制服とか着ていればいいのではないですか？」


    「馬ばっ鹿かだな、おまえぇ」


    　鼻で笑われた。


    「はい？」


    「そんな物着てたら、どこの誰だか、一発でバレちゃうじゃないか」


    　あまりにも当然の指摘だった。


    　その可能性を考えていなかった藻琴は言葉に詰まる。


    「あ……あ～～」


    「だいいち、バトルすれば着てる物が破れたり裂けたりするだろ。制服じゃなくても、どんな服を着てても、あんなバトルすれば破れるんだ。破れたら新しいの買わなきゃいけないだろ。わたしら、デビ○マンでもキュー○ィーハ○ーでもないんだから、破れた服を復活させたり、新しい物を造ったりはできないの」


    　だから。喩たとえが古い……。


    「おまえ、服が破れるたびにいちいち新しい物買えるのか？」


    「あの……部費で……」


    「そんな金あるか！」


    「ですよねぇ」


    「大会に出られない水泳部は、コースロープ一本、ビート板一枚買うだけで四苦八苦だ」


    「ですよねぇぇ」


    　藻も琴ことは引き攣つった笑みを返すことしかできなかった。


    「もちろん自費でなんて無理だ。少なくともわたしは買えやしないよ。おまえが買ってくれるってのなら話は別だけどな」


    　ぶるぶるぶる。


    　藻琴は激しく左右に首を振った。


    「で。なんでそんなことを訊きいたんだ？」


    「いえ、あの、水着で闘うとか、恥ずかしいじゃないですか」


    「なんでだよ？　べつに恥ずかしくないだろ、水着なんだから。下着で闘えとか裸で闘えとか言われたら、そりゃ躊ちゆう躇ちよするけどな、競泳水着なんていつも着てるじゃないか。おまえだって、競泳水着で部活したり大会出たりしてたんだろ」


    「そ、それはそうなんですけど。でも、競泳水着は泳ぐための物であって、闘うための物ではないと思う……んですけど……」


    　背を丸め肩をすくめた藻琴は、虎こ杖じよう浜はまに向けていた視線をそっと他ほかの部員のほうに動かし、反応を窺うかがう。


    「あの……皆さんは恥ずかしくないんですか？　こんな極薄ハイレグ競泳水着で飛んだり跳はねたりするのが」


    　四人の部員は顔を見合わせていたが。


    「じゃあ、相あいの内ないさんからどうぞ」


    　キャプテンの絵え笛ふえに促うながされた相内が、小さなため息を吐ついた。


    「べつに恥ずかしくはないわ。先生……司令も仰おつしゃったとおり、これは水着なのよ。人に見られるのが前提の運動着だわ」


    　相内さんの図ず太ぶとい神経には、むしろ無神経にはついていけません～～。


    　相あいの内ないが眼め鏡がねの蔓つるを押し上げて藻も琴ことを睨にらむと、眼鏡のレンズと広いデコがきらりと光った……ような気がした。


    「何か失礼なことを思われている気がするわ」


    　藻琴は慌あわてて相内から隣の愛あい別べつに視線を移す。


    「自分は平気かな～～。あんまり気にしたことないし～～。どうせこれ水着だし～～」


    　愛別さんには、女子としての羞しゆう恥ち心がそもそも低いような気がするんですけど。


    「ん？」


    　愛別が小首を傾かしげたので、藻琴はまたも急いで視線をずらし、茅かや沼ぬまを見た。


    「あたしもべつに平気。どちらかというと他人に見られるのは嫌いじゃないし。むしろ注目を浴びたいくらい。裸で……って言われたら悩むだろうけど」


    　いえ、悩まないでくださいよ。即、拒絶しましょうよ、女子として。


    「でも、正義のためという必然性があれば考えてもいいわね」


    　いつの時代の女優さんですかっ！　こ……この人も変な人だ？


    　藻琴は恐る恐る最後の一人、水泳部キャプテンの絵え笛ふえ美み深みに視線を向けた。


    「やっぱりキャプテンも平気なんですか？」


    「わたしは少し恥ずかしいかな」


    　まともな人いた～～っっ！


    　藻琴は盛大に安あん堵どの息を吐はいた。


    　相内、愛別、茅沼が睨んでいるような気がするが、かまわない。


    　キャプテンになら、ついていけるかも。


    「でも、ほら、正義のためだから我慢するのよ？」


    　正義のため。正義……正義か。正義ってなんだろうな～～。


    　などと少～し哲学的なことを考えてしまう藻琴だが、横から虎こ杖じよう浜はまがとどめの一撃を放ってきた。


    「まぁ、あれだ、恥ずかしかろうとなかろうと、その水着を着ちゃったら、もうやるしかないんだから、いい加減、諦あきらめて覚悟を決めろ」


    　ぶっちゃけた！


    「あの、ではですね」


    「なんだよ、もう。まだ何か文句があるのかよ」


    　虎杖浜がジト目になって藻琴を見やる。


    「あぁいえ、文句というわけではなくってですね。覚悟を決めるためにもいろいろ確認したいのですが……箇条書きにしていいですか？」


    　と藻琴がホワイトボードに目を向けると。


    「いいよ」


    　許しが出たので、藻も琴ことは前に出てホワイトボードに板書していく。


    　最初からこうすればよかったのかも？　そうしたら先生の寄り道につき合わずに済んだかもしれないのに。


    　書きながら藻琴はそんなことを思った。


    



    ・この水着は誰が発明したのか？


    ・この水着を誰が見つけたのか？　（どうやって入手したのか）


    ・この水着のことをどれだけの人が知っているのか？


    ・ミズギーズの活動をどれだけの人が知っているのか？


    ・この水着のことは秘密なのか？


    ・ミズギーズの活動は秘密なのか？


    ・普段はどんな活動をしているのか？


    ・過去にどんな活動をしたのか記録はあるのか？


    ・本当に脱げないのか？


    ・他ほかに同様の水着（あるいは別の形態で同様の機能を持っている物）はないのか？　


    



    　これまでに説明を受けたものも混じっているが、自分の思考を整理したかったので、藻琴は敢あえて訊きいてみることにした。


    　板書を終えた藻琴が、


    「えっと、ざっとこのくらいなんですけど」


    　と振り返ると。


    　椅い子すの背に自分の背中を預け、腕組みをしてホワイトボードを見上げていた虎こ杖じよう浜はまは、感心したふうに言った。


    「ふむ。なかなか簡潔にまとまっているな」


    「司令がまとまってないだけじゃないのかなぁ？」


    「うるさいよ！」


    　と愛あい別べつに吼ほえてから、虎杖浜は藻琴に視線を向ける。


    「おまえ、成績いいのか？」


    「え？　あの……」


    　藻琴は俯うつむき加減になって小声で応こたえる。


    「よくはないです。中の上……ってところでしょうか」


    「じゃあ、愛別グリーンよりはマシだな」


    「ぎゃぼっ」


    　愛別が大げさに仰のけ反ぞった。


    「ま、おまえらの成績のことはさておいて。じゃあ、一つずつやっつけるか」


    



    　立ち上がった虎こ杖じよう浜はまは、藻も琴ことと入れ替わってホワイトボードの前に立つと、箇条書きされた疑問点の横に答えを書いていく。


    



    ・この水着は誰が発明したのか？


    　　→不明


    ・この水着を誰が見つけたのか？　（どうやって入手したのか）


    　　→わたしのところに送られてきた。差出人は不明


    ・この水着のことをどれだけの人が知っているのか？


    　　→ミズギーズ以外の者は知らない（はず）


    ・ミズギーズの活動をどれだけの人が知っているのか？


    　　→ミズギーズ以外の者は基本的に知らない


    ・この水着のことは秘密なのか？


    　　→当然、秘密


    ・ミズギーズの活動は秘密なのか？


    　　→基本的に秘密


    ・普段はどんな活動をしているのか？


    　　→近所のパトロール。たまに応援要請で遠征


    ・過去にどんな活動をしたのか記録はあるのか？


    　　→活動日誌などはとくにつけていない


    ・本当に脱げないのか？


    　　→少なくとも無理やり脱いだら無事ではいられないだろう


    ・他ほかに同様の水着（あるいは別の形態で同様の機能を持っている物）はないのか？


    　　→不明


    



    　うわぁ、わかり易やすい。やっぱり最初からこうすればよかったんだ。というか、それでも不明ばっかりだけど。


    



    「んじゃ、補足な」


    　と言って、虎杖浜はマーカーでコンコンとホワイトボードを叩たたいた。


    「そもそもこんな出で鱈たら目めな機能を持つ水着が誰かの発明品かどうかもわからない」


    　でも、発明品じゃなければいったい……。


    「送られてきたと書いたが、正確に言うと、ある日、家の前に置いてあった。だから郵送でもないし宅配便を使ったわけでもない。だから持ってきた奴やつは不明」


    「あ、あのう、それって、もしかすると司令のところに送られたのではない、という可能性もあるわけですか？」


    「いや。宛あて名なはちゃんとわたしになってた。だから部屋に運んで開けたんだよ」


    「あ、そうだったんですか。で、送り主には心当たりがないと？」


    「ねえな」


    　それは……そうだよね。


    　現代科学の最先端のさらに三歩先かつ斜め上を行くような代しろ物ものを送ってきた人物と知り合いだったら、今ごろ虎こ杖じよう浜はまは高校の教師などやっていないのではないか。


    「ミズギーズ以外は知らないと書いたが、少なくとも送り主は知っている。だから、送り主が誰かに話していれば知っている者は他ほかにもいる。それから、わたしらの活動に関しては、全部ではないが知っている者がいる」


    　え？　という顔で藻も琴ことが虎杖浜を見つめると。


    「地元の警察の上層部に知っている者がいる」


    　えぇぇぇぇ～～っ？


    「そっちからこっそり情報をもらうこともあるし、手伝ってくれと極秘に要請を受けたりすることもあるわけだ。まぁ、持ちつ持たれつというヤツだな」


    　それはビックリだよ。


    　虎杖浜がニヤリと笑った。


    「だから、多少手荒なことをしてもなんとかなる」


    　なんだかよけいに怖くなるんですけど～～。


    「普段の活動は、言ってしまえばパトロールだ。おまえもジャストコで相内ブルーに会ったんだろ？　あんなふうに、うちの生徒が立ち寄りそうな店や場所なんかを、事件や事故がないか、生徒が危ない目に遭あってないか見て歩くわけだ。で、警察の上から要請があると、事件が起きそうな場所に遠征することもあるんだよ。まぁ滅めつ多たにないけどな。さっき見せた動画は、その滅多にないときのことだ」


    　藻琴は目を白黒させて話を聞いている。


    「活動記録なんかとくにつけてはいないが、ああして特別な出動をすると、記念に動画を撮ったりするな」


    　記念ですかっ？


    「それと、着脱の話だが」


    　藻琴は慌あわてて姿勢を正した。


    　それが、それこそが、本当に確かめたいことなのだ。いちばん知りたいことなのだ。


    「水着が着用者に合致してしまうと、脱げないんだ。物理的に、ということではない。べつに皮ひ膚ふにくっつくわけじゃないからな。ただ、無理に脱ごうとすると、たいていの場合、気分が悪くなったりして体調不良に陥おちいるんだな、これが。わたしらもなんとか脱ごうとしたが、どうにも耐えられないほどの不快感やら脱力感やらに襲われて諦あきらめた。あのまま脱いでいたら本当にぶっ倒れただろう。もしかすると回復しなかったかもと、そう思えるくらい酷ひどいものだったからな」


    　うわぁぁ、それは怖い～～。


    「で、脱ぐのを止やめてもう一度着直すと、あらまぁ不思議、体調不良は噓うそのように解消するというわけだ。だから、これはもう脱げない物だと断定せざるを得ない。神楽岡イエローが己おのれの命を賭として開拓者パイオニアになりたいというなら、やってみる価値はあるかもしれないがな」


    　ぷるぷるぷる。


    　藻も琴ことは激しく首を左右に振った。


    「でな、合致しない者が着た場合は脱げるが、逆にまともに着られないんだ。着ている途中で気分が悪くなったりするから」


    　あ、そうか！　だから相あいの内ないさんは、わたしがこの水着を着たときに、「調子はどう？」ってしつこく訊きいてきたのか。


    「最後に。同じような機能を持つ水着、もしくは他ほかの形状の戦闘服があるかどうかっていう話だけどな、これを誰が作ったのかが不明だから不明。ただしだ、これが誰かの作った物なら、そして作った者が存命しているのなら、同じような物が他に存在していてもおかしくはない。とまぁ、そういう理屈だな」


    　そして虎こ杖じよう浜はまは最後にまたホワイトボードをマーカーでコツコツと叩たたいた。


    「どうしてこんな出で鱈たら目めな機能を持つバトルスーツが……便宜上、バトルスーツと呼んでおくけど、どうして水着なのかも謎なぞだ。べつにレオタードでもいいわけだし、テニスウェアにアンスコでもブルマと体操服でも、あるいはもっと言えば制服でもいいわけだ」


    　いえいえ、ブルマと体操服は嫌ですよ。水着以上に嫌ですよ。


    「わざわざ競泳水着の形状を取ったのに何か理由があるのかないのかもさっぱりわからない。もっとも、こんな水着が、水着じゃなくてもバトルスーツが、そうそう他にあるとは思えないけどな」


    　マーカーを手放した虎杖浜は、高々と宣言した。


    「以上で講義は終わり！」


    　相変わらずわかったようなわからないような、そしてやっぱり、ほとんど何もわかっていないことがわかっただけだが、藻琴はこれ以上訊いても仕方がないかと思った。


    　結局、先生も他の部員も何もわからないまま活動しているのだから、藻琴だけが知りたいと言ってもどうにもならない。


    　水着があまりにも強力で高機能すぎて怖いけれど。誰がこんな物を作ったのかがわからないのは怖いけど。


    　とりあえず着てしまった以上、水着に認められてしまった以上、キャプテンの言い草ではないが、やるしかないのかなと、そう覚悟を決める藻も琴ことだった。
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    「あ、そうそう、忘れてた。神楽岡イエロー」


    　びくぅっ。


    「な、なんでしょうか、司令？」


    「おまえ、格闘に関しては素しろ人うとだろ」


    「ド素人です」


    「空手と柔道の基本を教えてやる。それだけで全然違うから」


    「えっと、司令は柔道や空手をやるんですか？」


    「体育大卒だからな。とりあえず黒帯だ」


    　うわぁ、だから迫力があるのか。


    「あと、いくら水着が高機能だからって、当然、限界はあるから、その辺はおいおい覚えていくように」


    「限界とは？」


    「さすがに時速百キロで走ってくるダンプカーにハネられたらただじゃ済まないだろうしな。だから、慣れるまでは無茶するなよっていう話」


    　慣れたとしても無茶はしたくないんですが。


    「まぁ最初は見学……というかバックアップというか、みんなの活動を見ていればいい」


    「あ、はい、頑張ります」


    「そう緊張するなって。そんなに難しいことやらせるわけじゃないんだから」


    　と言われても、藻琴は内心の緊張を解くことはできない。


    　強ばった表情のまま、


    「はい、わかりました」


    　と頷うなずいた。


    「ってことで、予定どおり、明日の放課後からミズギーズの隊員としての活動に参加な」


    「うぅ……わかりましたぁ」


    



    　こうして藻琴は正式に競泳戦隊ミズギーズの一員として、その活動に参加することとなったのだった。
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     第３章　ミズギーズ襲撃さる


    



    　１


    



    　翌朝の教室──。


    



    　早めの登校だったので、まだ教室に生徒の数は少ない。


    　藻も琴ことは自分の机の上に肘ひじをつき、掌てのひらに顎あごを載のせ、何を考えるでもなく、ぼんやりと窓の外を見ていた。


    



    「おはよう、藻琴」


    　という声に振り返ると、いつの間にか背後に立った百ゆ合り原はら萩はぎ野のが自分を見下ろしていた。


    「あ、おはようです、萩野」


    「どうしたの？　なんか浮かない顔だね」


    　あ、やっぱりわかっちゃうのか。でも、そうだとは言えないし。


    「転校したては、いろいろと大変なんですよ」


    「何かわからないことがあるなら教えるよ？　それはもう手取り足取り乳も取り」


    　百合原萩野が両の掌を眼前に掲かかげ、わきわきと動かした。


    　藻琴は慌あわてて自分の胸を両腕でガードして上体を引く。


    「そんなモノ取らないでくださいよ。だいいち……」


    　これ以上取られたら、貧乳もいいところですよ。


    　と藻琴は口の中で呟つぶやく。


    「え？　何かな？」


    「なんでもありません！」


    　と応こたえてから藻琴は、はぁ、とため息を吐つく。


    「本気で憂ゆう鬱うつそうだね」


    　自分の席に着いた萩野は上体を斜め前に傾け、左後方から見上げるようにして、心配そうに藻琴の顔を覗のぞき込んできた。


    「ホントに手伝えることはない？」


    「ええ、大丈夫です。これは自分でなんとかしなくちゃいけないことですし」


    「そうだね。僕にできることは藻琴の服を脱がせてあげることくらいだし」


    「それも要いりませんから！」


    　萩野の額にチョップを叩たたき込む真ま似ねをしてから、藻琴は恐ろしい可能性に気がついた。


    　この前みたいに萩野に背中を撫なでられると、ブラしてないのがバレる！　っていうか、競泳水着を着てるのがバレる？　それは困る～～。あと、まさかとは思うけど萩野ってばスカート捲めくってきたりしないだろうなぁ？　そんなことされたら一発でバレちゃうけど……まさかね。小学生男子じゃあるまいし。


    　いや、今どき小学生男子でもスカート捲りなんてそうそうしないだろう。いろいろうるさい時代なのである。


    　とにかく萩はぎ野のの行動には気をつけないとダメだよね。


    　そう自分を戒いましめる藻も琴ことだった。


    



    「お！　早いな、二人とも」


    「あ、おはようございます、姫ひめ川かわさん」


    「おはよう、桔き梗きよう、今日もいいおっぱいだね」


    　教室へ入ってきた姫川桔梗は、自分の席へ鞄かばんを置くと、藻琴と萩野のところまで悠然と歩ほを進めてきた。


    　椅い子すに座る萩野を、腰に手を当てた姫川が立ったまま睨にらみつける。女子にしてはずば抜けて背が高いから、凄すごい迫力だ。


    「朝っぱらから恥ずかしい単語を平然と口にしてるんじゃない」


    「え～～？　べつにおっぱいくらい、恥ずかしくもなんともないよ。お○○○とかお○○○○とかならともかく……あ、いま凄いことに気がついた。みんな『お』から始ま……」
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    　がすぅっっ。


    　姫ひめ川かわのチョップは藻も琴ことのそれと違って、恐るべき速さと正確さと強さで萩はぎ野のの額に打ち込まれていた。


    「うぅぅぅぅ」


    　額を押さえて萩野が机に突っ伏すと。


    「だから。そういう単語を朝っぱらから口にするなと言っているだろう」


    「うぅぅ……わかったよぉ。じゃあ、放課後にする」


    「朝でなけりゃ口にしていいってもんじゃない！」


    　ちらっと顔を横に向けた萩野が、上うわ目め遣づかいに桔き梗きようの顔を窺うかがった。


    「夜ならいいよね？」


    「夜もダメだ」


    「そんなぁ。じゃあ、いつ口にすればいいのさ～～？」


    「永遠に口にするなと言ってるんだ！　なんだったら、君の口を永遠に塞ふさいでやろうか」


    　ふたりのやり取りに、藻琴は思わず破は顔がんしてしまう。


    「どうした、神楽かぐら岡おか？　まさかこいつにセクハラとかされたんじゃないだろうな？」


    「いえいえ、そんなことはありません」


    「もし何か変なことをされたならわたしに言うといい。とりあえず百ゆ合り原はらの奴やつをフルボッコにしてやるから」


    「ちょっとちょっと、桔梗。恋人同士があんなことやこんなことしたって、それは恋人同士の問題でしょ」


    「む……たしかに二人合意の上でなら、百合原と神楽岡が、あんなことやこんなこと、あまつさえそんなことまでしたとしても、それは二人だけの問題で、わたしが口出しすべきことではないな」


    　合意なんてしてませんよ～～っ！　その前に！　何度も言いますけど、恋人同士でもありませんからっ！


    「ってことで、さぁ、藻琴、僕とあんなことやこんなこと、あまつさえそんなことまでしてしまおう。合意の上なら、なんの問題もないわけだから」


    　ひぃぃぃ～～っ。


    「怯おびえてるわっっ！」


    　がすうっ！


    　またも姫川のチョップが炸さく裂れつし。


    　萩野が額を押さえて机に突っ伏した。


    



    　そんなドツキ漫才を二人が繰り広げているうち、教室に生徒の数が増えてきた。すでに席の半分くらいが埋まっている。


    「おはよう、姉御～～」


    「おはようです、姉御～～」


    「おはようございます、姫ひめ川かわさん」


    　入ってくる生徒の大多数が、とりあえず姫川に朝の挨あい拶さつを送って寄越すのが凄すごい。


    「ああ、おはよう」


    　手を挙げてクラスメートに挨拶を返す姫川は、なんとも大した存在感だ。クラスのボス的な存在に見える。


    　学級委員長を差し置いて……って、まぁ、別の意味で相あいの内ないさんはもの凄い存在感を放っているんだけど。


    



    　そのうち、件くだんのクラス委員長、相内美み幌ほろが教室に入ってきた。


    　今日も朝から競泳水着姿だった。


    　藻も琴ことは内心で小さなため息を吐つく。


    　やっぱり凄い精神力だなぁ。鋼はがねのような精神力だ。熱せられても叩たたかれても、変形もしなけりゃ膨ぼう張ちようも収縮もしないって感じだよねぇ。


    　自慢じゃないが藻琴の精神力は柔やわい。打たれ弱い。変形し易やすく、直すぐに溶ける。引っ張れば簡単に伸びるし押せば縮む。ただの鉄に喩たとえることすら憚はばかられる。敢あえて言うならマシュマロだろうか。


    　そんなマシュマロのような精神力しか持っていない藻琴からすれば、周囲からの好奇の視線をものともせず、どころか跳はね返してしまう相内の強きよう靱じんな精神力には、感心を通り越して羨せん望ぼうすら覚える。


    　だからといって、真ま似ねをしようとは思わないんですけどね。


    　自分を鍛きたえるためにと彼女の真似などしたら、藻琴の心は強くなる前に粉々に粉ふん砕さいされてしまうに違いない。


    　にしても……。


    　藻琴は顔は向けないまま、視線だけを送って相内の様子を観察する。


    　彼女は例によって、青い超ハイレグ極薄競泳水着を着ている。つまり、ミズギーズブルーの出いで立ちということだ。


    　あれで登校してるわけじゃないんだから、やっぱりいったん部室に寄って着替えてくるんだよね……あ、違うか。着替えはしないんだ。ただ制服を脱ぐだけか。何しろ制服の下に水着を着てるんだから。今のわたしのように。


    　そう、藻琴も制服の下は競泳水着なのだ。


    　どんな羞しゆう恥ちプレイだと言いたくなるが、もう脱げないのだから仕方がない。


    　それに、外見的には何も変わってはいないわけで、他人からは藻も琴ことが制服の下に競泳水着を着ているなんてことはわからないのだ。そう思えば我慢できる範囲内ではある。


    　しかし。


    　もしクラスメートに知られたら……と想像するだけで藻琴は薄ら寒くなる。心臓が締めつけられそうだ。


    　他人と合わせる。他人に合わせる。仲間の群れに埋没する。オンリー ワンより、ワン オブ ゼム。それが、平凡な藻琴が安あん穏のんに学校生活を送るためのモットーだった。


    　もしここで藻琴が制服の下に競泳水着なんか着ていることが他ほかの生徒に知られてしまったら、彼女は「その他大勢」ではいられない。きっと「特別」で「特殊」で「特異」な人として認知されてしまうだろう。


    　平凡でないこと。それがこれほど勇気の要いるものだとは藻琴は思ってもみなかった。


    　漠然と憧あこがれていた「他人とは違う自分」になることが、これほど大変だとは想像もしていなかった。


    　どうしてわたしみたいな平凡な女子高生が、こんな「選ばれし戦士」みたいな特別な立場になっちゃったんだろう。


    



    　聞けば、去年までは水泳部の入部希望者全員を言葉巧みに──言い換えれば騙だまして──この水着を着せていたらしい。


    　入部希望者だけでなく、真夏に練習している運動部員の中からめぼしい生徒を選んで、


    「暑くて大変でしょう。ちょっと泳いでいかない？　いやいや、大丈夫。泳ぐだけでいいんだから。入は部いれなんて言わないから」


    　と言ってプールに引っ張り込んで、水着を着せようとしたりもしたらしい。


    　どこのぼったくりバーだ！　と思わないでもない。


    　けれど。


    　それだけの努力を払っても、絵え笛ふえと茅かや沼ぬま以外、水着に合致しなかった。


    　今年の新入生に関しては相あいの内ないと愛あい別べつが合致したわけだが、それ以外にも珍しく入部希望者が何人かいて、でも結局、二人以外に合致する生徒は現れなかったという。


    「まぁ、二人も出たんだから大漁と言っていいだろうさ。何しろ去年も一昨年おととしも一人しか出なかったんだからな」


    　などと虎こ杖じよう浜はまは言っていたらしい。


    　絵笛と茅沼にしても、後輩が二人もできたことを喜んでいた。


    　その上、突然転校してきた藻琴が入部希望者で、しかも水着に合致したのだから、虎杖浜も他の部員も大いに驚き、なおかつ喜んだわけだ。


    　藻琴だって他の部員に負けず劣らず驚いたが、虎杖浜や他の部員のように喜ぶことはできなかった。


    　喜ぶどころか、大迷惑だよねぇ。


    　自分を選んだこの水着を恨むべきか。


    　こんな水着に選ばれてしまった自分を恨むべきか。


    　それとも、着てしまったことも脱げないことも諦あきらめるしかないのか。


    　着てしまった以上、そして脱げない以上、藻も琴ことはもうミズギーズの一員になるしかないわけだが、そんな自分の境遇にまだ納得できないでいる藻琴だった。


    



    　今日の放課後からミズギーズの一員としての活動開始……か。どうなるのかなぁ。


    　とりあえず新人の藻琴は、茅かや沼ぬまと相あいの内ないのペアについて歩き、ミズギーズの活動を見学するということになっていた。


    　つまりジャストコの書店で見かけた相内さんは、ミズギーズの一員として未然に犯罪を防ぐ活動をしていたということんだよねぇ。わたしに、そんな大それたことができるのかなぁ。


    　ちらちらと藻琴が視線を向けているあいだに、相内は自分の席──藻琴の前──までやって来て、鞄かばんを机の上に置いた。


    



    「神楽かぐら岡おかさん」


    「え？　あぁぁ、はい、なんですか、相内さん？」


    「今日のお昼は？」


    「えっと？」


    　藻琴は相内の質問の意図が読めずに小首を傾かしげてしまう。


    　相手の質問の意図がわからなくても、なんとなく返事をしてなんとなくその場を切り抜けてきた藻琴にしては迂う闊かつな反応だ。


    　水泳部に関わってからというもの、相手を不愉快にさせずにその場を切り抜けるという自分のスキルが鈍にぶっているのではないかと恐れる藻琴だった。


    「お弁当なのかしら？　それとも学食？　あるいは購買かしら？　ということを訊きいているのだけど」


    「あ、今日はお弁当なんですけど」


    「ちょうどよかったわ。じゃあ昼休み、合宿棟とうのミーティングルームまで来てもらってもいいかしら？　いろいろと話しておきたいことがあるわ」


    　どうやら相内は、放課後のミズギーズの活動に関して予あらかじめ打ち合わせをしておこうと言っているようだ。


    　なるほど、もっともな話ではある。


    　ド素しろ人うとの藻琴を連れて歩く相内からすれば、事前に綿密な打ち合わせをしておきたいところだろう。


    「あ、はい、わかりました」


    　藻も琴ことがそう返事をすると、相あいの内ないは小さく頷うなずいて前を向いてしまった。


    　それ以上の話はないようだ。


    　藻琴が、はぁ、と小さなため息を吐つくと、ぽんぽんと軽く肩を叩たたかれた。


    　びくぅっ。


    　藻琴が慌あわてて振り返ると。


    　萩はぎ野のが顔を寄せてきて、藻琴の耳許もとで囁ささやいた。


    「残念。今日のお昼、藻琴とは離れ離れになってしまうね」


    「え……ああぁ、そ、そうデスね」


    「藻琴と十メートル以上離れたら、僕は死んでしまうよ」


    「なに馬ば鹿かなこと言ってるんです。そんなことになったら家に帰れないじゃないですか」


    「そうなんだ。だから藻琴の家に泊めてよ。そして夜通し話をしよう。一つ布団に潜もぐり込んで。もちろん話をするのにパジャマとか要いらないよ？　裸で。心ゆくまで語りあおうばっっ！」


    　姫ひめ川かわのチョップが萩野の脳天に叩き込まれていた。


    「ったく。少しは控えろ、このエロ魔人め」


    　頭を押さえて机に突っ伏した萩野は呻うめくような声を漏もらした。


    「うぅぅ……痛い……あまりに痛くて僕は遺体になってしまいそうだ」


    「あはは。そうだ、そういうくだらない駄だ洒じや落れが女子高生には相応ふさわしい、百ゆ合り原はら。これからはそういう路線で行け」


    「嫌だよ。エロを取った僕なんて、眼め鏡がねをかけてない新しん八ぱち君みたいなものじゃないか。存在意義がなくなるよ」


    　酷ひどい言われようだ、新八君～～！


    「まぁ、そうかもしれないな」


    　肯定されちゃったよ、新八君～～！


    「だから、ほどほどにしておけって話。神楽かぐら岡おかは普通の女子高生なんだ。わたしや星ほし置おきとは違うんだからな」


    　と言って姫川が出入り口に視線を向けたので、藻琴がその視線の先を追うと、ちょうど星置星ほし箕みが教室に入ってくるところだった。


    　星置と目が合ったので、藻琴は慌てて頭を下げる。


    「おはようございます、星置さん」


    「おはよう、神楽岡さん」


    　星置がにっこりと笑って答礼してきた。


    　あ、可愛かわいいなぁ。あれでプロ漫画家のアシスタントとしてバリバリやってるだなんて想像もつかないなぁ。おまけに、萩はぎ野のとエロネタトークができる唯ゆい一いつの相手だなんて。人は見かけによらないなぁ。


    　姫ひめ川かわと萩野も手を挙げて星ほし置おきに挨あい拶さつを送った。


    　マイペースというかなんというか、星置は鞄かばんの中から教科書やノートを取り出して、優雅な所しよ作さで机に入れている。姫川や萩野のところへ来ようとはしなかった。


    「まぁ……そうだね」


    　星置から視線を戻した萩野が、殊しゆ勝しような顔で言った。


    「僕も、もう少し気を遣つかわなくっちゃダメだね」


    「わかればよろしい」


    　う～～ん、姫川さんって、気配りのできる人だなぁ。だからこそ、みんなから「姉御」って慕われてるんだろうな。


    　人物観察眼が高校生離れしていて少し怖いところもあるが、藻も琴ことは姫川桔き梗きように憧あこがれを抱いだいてしまいそうになる。


    「む？　桔梗を見る藻琴の目に妖あやしい光が!?」


    　うわぁ、萩野は萩野で、別の意味で鋭い～～。


    「ダメなんだからね、藻琴。桔梗なんか相手にしていたら、どれほど分厚くても頭ず蓋がい骨こつが保もたないよ？」
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    「それは君だからだ！」


    　言ってる側そばからチョップが叩たたき込まれ。


    「ぎゃぁ！」


    　萩はぎ野のが頭を押さえて突っ伏した。


    　藻も琴ことは思わず微ほほ笑えんでしまう。


    　なんかもう呼吸をするように自然なやり取りだなぁ。羨うらやましいなぁ。こんな関係が築けたらいいのになぁ。


    　でも、それはきっと、当たり障さわりのないただの友だちが相手では築けない関係なのだ。


    　互いに相手のいいところも嫌なところも認め、清せい濁だく併あわせ呑のむって態度じゃないと、こういう関係には昇華しないんだろうなぁ。


    　自分には難易度の高い話だと思わざるを得ない藻琴だった。


    「あ、そろそろ予鈴が鳴るな」


    　壁掛け時計の針に目を留めた姫ひめ川かわが、


    「じゃあな」


    　と手を挙げて自分の席に戻っていった。


    　その大柄な後ろ姿を見送りながら藻琴は、あんな人こそミズギーズの一員に相応ふさわしいんじゃないのかな？　などと思った。


    



    　２


    



    　昼休みの合宿棟とうのミーティングルーム──。


    



    　藻琴、相あいの内ない、茅かや沼ぬまの三人が長机の上にお昼ご飯を広げていた。


    　藻琴と茅沼は制服姿だが、相内は例によって水着姿だった。


    　茅沼は購買部で買い込んだサンドイッチと野菜サラダに牛乳だったが、相内はお弁当だった。そのお弁当がなかなか美お味いしそうで、藻琴としては誰が作ったのか気になって仕方がない。


    　でも、訊きくことはできなかった。


    　自分で作ったと言われたら、なんと応こたえればいいかわからない。


    　お上手ですね、とか、美味しそうですね、などと応えれば、「意外だ」「人は見かけによらない」という意味が滲にじんでしまいそうだ。


    　母親が作ったと言われても、やはりなんと応えればいいのかわからない。


    　お上手ですね、とか、美味しそうですね、と応えれば、今度は「母親が作ったからこそ美味しそう」「あなたには無理だ」という意味に取られかねない。


    　かといって、やっぱり、とか、ですよね、などと応えれば、「あなたはお弁当なんか作りそうもないですからね」と言っているようなものだ。


    　こんなとき、萩はぎ野のや姫ひめ川かわさんなら、相手を傷つけずに怒らせずに、ちゃんと質問して、その答えにまたちゃんと応こたえるんだろうな。


    　藻も琴ことのスキルは、対人関係を破は綻たんさせないためだけのモノだ。


    　あの二人とわたしとじゃ次元が違うよなぁ。もっとも、あの二人だって、誰が相手でも……ってわけじゃないみたいだけど。


    　そんな二人に自分は認められたのだと思えば、藻琴も少しだけ慰められた気がする。


    



    「ところで神楽かぐら岡おかさん」


    「あ、はい、なんですか、相あいの内ないさん？」


    「もう学校には慣れたかしら？」


    「えっと、そうですね、多少は」


    「そう。いろいろと世話を焼いてくれる人がいるものね」


    　という相内の言葉に、サンドイッチを頰ほお張ばっていた茅かや沼ぬまが口の動きを止め、ん？　と小首を傾かしげた。


    「今の言い方だと、神楽ちゃんの世話してるのは相あいちゃんじゃないんだね？」


    　神楽ちゃんに相ちゃんって、どっちも似合わない～～っっ。っていうか、わたし夜や兎と族じゃないし～～っ。


    　一人ツッコミボケという高難度の技を繰り出してしまう藻琴である。


    「ええ。転校早々の神楽岡さんにちょっかいを出してきた百ゆ合り属性の僕っ娘こがいます」


    「うわ、なんだか面白そうな展開キタコレ！」


    　うふうふとほくそ笑みながら、茅沼が相内に顔を寄せた。


    「で？　で？　どうなったの？　もう落とされちゃったわけ？」


    　相内がちらっと藻琴に視線を向けてきたので、藻琴は思い切り首を横に振った。


    「まだらしいですよ」


    「ふぅん」


    　ゆっくりと相内から顔を離した茅沼が興味津しん々しんという視線を自分に向けてくるので、藻琴はどうにも居心地が悪い。


    「まぁ、神楽ちゃんって、男女交際にも女子女子交際にも慣れてなさそうだもんねぇ」


    　仰おつしゃるとおりなんですけど。まったく反論の余地はないんデスけど。


    　藻琴は引き攣つった笑みを茅沼に返す。


    　この人はこの人で少し苦手かも。でも……そう言うほど茅沼先輩のことは知らないんだよね。というか。女子女子交際って、そんな言い方があるのは初めて知りました。


    「言い寄られたからって、ほいほいと脱いだらダメだよ？」


    「脱ぎませんっっ！」


    「もっとも、脱ごうとしても脱げないんだけどさ」


    　ああ……そうでした。


    「だから彼女とエッチなことしようと思ってもできません。残念でした～～」


    「しませんからっ！　少しも残念じゃありませんからっ！」


    「まぁ半分冗談はさておいて」


    　半分ですかっ！


    「神楽かぐらちゃんは制服の下に水着を着ているのを知られたくはないんだよね？」


    「あ……ええ、はい」


    「だったら、最後まで隠し通しなよ？　途中で知られるのが最悪のパターンだからさ」


    「…………」


    「相あいちゃんみたいに、いつでもどこでも競泳水着を着てるって周りから認知されてしまえば、なんの問題もないんだけどね？」


    　そうか。そういう意味もあるのか。


    　相あいの内ないが教室でも水着姿なのは、クラスメートに近づいてほしくないから障しよう壁へきを築いているのだと虎こ杖じよう浜はまは言っていた。


    　それだけじゃないんだ。いつも水着姿でいれば、いざというとき誰かに水着姿を見られても、誰も驚かないし奇異にも思われないという効能もあるんだ。


    　相内はそこまで考えて水着で通しているのだろうか。


    　いや、考えているんだよね、きっと。だって相内さん、頭よさそうだもの。


    「あのう、茅かや沼ぬま先輩も教室で水着姿になってクラスメートにアピールしているんですか？」


    「あたしはそこまではしないね」


    「あ、じゃあ、クラスメートは茅沼さんが制服の下に水着着てるのは知らないんですね？」


    「知ってるよん」


    「え？　どうして……ですか？」


    「見せてるから」


    「はい？」


    「自分でスカート捲まくったりして、下が水着だってことをアピールしてんの」


    　えぇぇ～～。


    「だから体育のときの着替えで制服脱いでも誰もなんにも言わないし。水泳部員だから、そういうこともあるのかなって、みんな思ってるみたい」


    　そ、そうか。みんな、いろいろと考えているんだ。わたしも何かしておいたほうがいいのかなぁ。何しろ直すぐ後ろの席には萩はぎ野のがいるからなぁ。


    　眉まゆを顰ひそめ、眉み間けんに皺しわを寄せて藻も琴ことが考え込んでいると、口の中で咀そ嚼しやくしていた食べ物を呑のみ込んだ相あいの内ないが、いつもの熱のない調子で言った。


    「次の体育の着替えのとき、制服を脱いで水着姿で踊ればいいのではないかしら」


    「なんで踊るんですかっっ!?」


    「そのほうが強烈な印象を残せそうな気がするわ。そうすれば神楽かぐら岡おかさんが制服の下に水着を着ていることが全校中に広まって、問題は解決するわ」


    「新たな大問題が発生しますよっ！」


    「では、茅かや沼ぬま先輩が言われたように、水着のことを隠し通してね。わたしたち、あまり注目を浴びたくはないわ」


    　クラス中から注目されてるあなたがそれを口にしますかねっっ！


    　内心で思いきりツッコんだ藻も琴ことは、いやでも、と思い直す。


    　いつも目立っているのが通常になれば、逆にあまり目立たなくなるのかな？


    　教室で水着でいる相内に驚くクラスメートはいない。一年生全体を見回しても、いや、全校生徒まで範囲を広げても、もうみんな知っているだろう。


    　登下校時は制服姿だとして、仮に何かの拍子で下に水着を着ていることがわかっても、少なくとも天あめ乃の宮みや女子高の生徒なら誰も驚かないわけだ。


    　なんか、相内さんが深しん謀ぼう遠えん慮りよの使い手に見えてきた……って、あれ？　深謀遠慮は使うモノじゃなかったっけ。


    「わたしとしては、先にオープンにしてしまったほうがあとあと楽だと思うのだけれど、その辺の判断は神楽岡さんに任せるわ」


    「あ、はい、ちょっと考えてみます」


    「肝心の話に移るわ。今日の活動なんだけれど」


    　藻琴は箸はしを置いて姿勢を正す。


    「はい」


    「そんなに畏かしこまらなくてもいいわ。打ち合わせではあるけれど、どうせ食事をしながらの軽いものだから」


    　そこまで言われてしまえば、畏まっているほうが失礼だ。


    「わかりました」


    　と応こたえて藻琴はもう一度、箸を取り上げた。


    「これまでは、わたしと茅沼先輩、愛あい別べつさんと絵え笛ふえキャプテンというようなツーマンセルで動いていたわ。基本的には先生……ブラック司令が仰おつしゃったように見回りね。天乃宮の生徒が集まりそうな場所、立ち寄りそうな場所を歩いて、事件が起きるのを未然に防げれば上々と、まぁそんな感じだわ」


    「このあいだのジャストコの書店は、その活動の一環だったんですね？」


    「そうね」


    　藻も琴ことはチラッと茅かや沼ぬまに目を向け、直すぐに戻した。


    　それだけで相あいの内ないは、藻琴が何を訊ききたいか察したらしい。


    「あのとき、茅沼先輩は後方に控えていたわ。一人が前線に立ち、もう一人が後方支援。ツーマンセルの基本ね」


    「要するにミズギーズは二人一組みで動くってことなんですね」


    「基本的には、そうね」


    　と頷うなずいた相内は、顔を茅沼のほうへ向けた。


    「茅沼先輩、今日はどこへ行きますか？」


    「やっぱりジャストコかなぁ。あそこは天あめ乃の宮みやの生徒が多いし、他校の生徒も来るし。それに学生だけじゃないしね。前にもちょっとした騒動があったもんね」


    「それって、どんな騒動なんですか？」


    　と藻琴が二人の顔を見やると、茅沼が応こたえた。


    「文房具店で見つかった万引き犯が逃げだして、店員と追いかけっこになって、逃げる途中で通路にいた通行人を弾はじき飛ばして怪け我がをさせたとかだね」


    「そ、それで犯人は捕まったんですか？」


    　今度は相内が口を挟はさんできた。


    「絵え笛ふえキャプテンが捕まえたそうだわ。去年の話だから、わたしは直接知らないけれど」


    「あたしも離れたところにいたから現場は見てないけどさ、先生……司令の話だと凄すごい揺れてたんだって」


    「は？　え？　何が揺れたんですか？」


    　茅沼が手にしたサンドイッチを机の上に戻し。


    「犯人を追いかけるときにキャプテンの胸が、こんなふうに」


    　そう言いながら茅沼は、胸の前に置いた両の掌てのひらを上下動させた。


    　がくぅっっ。


    　全身を脱力させた藻琴は、机に突っ伏してしまいそうになる。


    「競泳水着で揺れるって、あり得ないよねぇ。でも司令は『わたしならもっと揺れる』なんて対抗心を剝むき出しにしてたんだけど。そんなところで対抗したってしようがないのに、馬ば鹿かだよねぇ？」


    　そう言った茅沼は、藻琴と相内の顔……というか、首の下辺りを交互に見て。


    「あ、ごめんごめん～～」


    　なんか腹立たしいんですけど～～。


    　内心でツッコむ藻琴とは違って、相内はずばりとツッコんでいた。


    「凄くむかつくわ、茅沼先輩」


    　とはいえ、口調がいつものままだし表情も変わっていないので、言葉はキツいのに、あまり強い調子には聞こえない。


    　なんだか、まろやかな感じよね……って、いえいえ、まろやかなツッコミってのもどうなんだろうと。でも、相あいの内ないさんの喋しやべり方、こういうときには得するなぁ。


    「やぁ、ごめん、ごめん。あたしも配慮が足りなかったわ。あんたたち二人の前であの話題はないよねぇ」


    　ですから。それが腹立たしいと。


    「ま、いいですけど。どうせ今さらの話ですから」


    　相内はそう言って、あっさりと矛ほこ先さきを収めた。


    　あ、淡泊だな～～。


    　と思うものの、たしかにそんなことをいつまでもグチグチ言っているのは自分が惨みじめになるだけの気がする。


    「では、放課後、ここに集合して、三人でジャストコへ遊びに行くということで。いいかしら、神楽かぐら岡おかさん？」


    「え？　遊びに……行くんですか？」


    「だから、そういうことにしておくということだわ。あなた、百ゆ合り原はらさんとかに訊きかれたら、うっかり『見回りに行く』と言いかねないわ」


    　ズッキ～～ン。
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    「は……はははは」


    　ぎこちない照れ笑いを浮かべ、頭を搔かくことしかできない藻も琴ことである。


    「キャプテンとべっちゃんがどこ行くか、訊きいておかなくていいの？」


    　と茅かや沼ぬまが言った。


    　べっちゃん？　と藻琴が内心で首を捻ひねる。


    　あぁ、そうか。愛あい別べつさんの「べつ」か。なるほど、相あいの内ないさんも愛別さんも「あい」だから、区別するために相内さんを「相あいちゃん」で、愛別さんが「べっちゃん」なんだな。


    　自分の想像に納得した藻琴は、今度は内心で大きく頷うなずいた。


    「たぶん、ジャストコです」


    　あれ？　と藻琴が顔を上げる。


    「被かぶっちゃっていいんですか？」


    「あそこは広いわ。四人では……今日は五人だけれど、五人二組でも見回りきれないくらいだから、被ってもいいわ」


    「ま、そうだね。他ほかに見回るったら、駅前か通学路くらいしかないもんね。ジャストコのほうが効率いいし。あたしたちも、お店を覗のぞきながら見回りできるし、あっちのが楽しいよね」


    　お店覗きながら見回り……お店を覗くほうが主体なのか。いやまぁ、ボランティア活動みたいなものなんだろうから、それでいいのかな。わたしも書店で新刊チェックとかできそう。


    「で、注意点なのだけど」


    　相内が箸はしを動かす手を止め、顔を上げて藻琴のほうを見たので、藻琴は少し緊張する。


    「あ、はい、何がありますか？」


    「いかにも見回りしていますという態度は取らないでほしいわ。茅沼先輩も言ったけど、ウインドーショッピングしています、くらいの態度でちょうどいいわ」


    「……はい、気をつけます」


    「床面積の大きな店では、一人が中を歩いて、もう一人は出入り口付近を見張るわ」


    　床面積が大きいって……なんか相内さんらしい言い方だなぁ。いや、それより。


    「あの、一人が中で一人が外というのには、どんな意味が？」


    「二人ともお店の中に入ってしまうと、外の通路で何かあった場合、対応が遅れるわ」


    「あ、なるほど」


    「あとは、そうね、一人がウインドーショッピングに夢中になってしまった場合、もう一人が注意するわ」


    　あ、そんなこともあるんだ。


    「茅沼先輩は要注意人物だわ」


    　藻琴がチラッと茅沼に視線を向けると、彼女は苦笑を浮かべていた。


    「相ちゃん、相変わらずキツいなぁ」


    「ふつうですよ」


    「キツいのがデフォルトなんだよねぇ。そんなんじゃ彼氏ができやしないぞ？」


    「大きなお世話だわ」


    「か、茅かや沼ぬま先輩はいるんですか、彼氏とか？」


    　藻も琴ことも女子である。この手の話題には自然と食いついてしまうのだ。


    「ん～～？　一緒に遊びに行く他校の男子なら何人かいるけど、特定のボーイフレンドとかはいないなぁ」


    　モテ女子だ！　モテ女子がここにいる！


    「あの、特定のボーイフレンドは作らないんですね？」


    「あたし、一人の男だけとつき合うとか、そういうのがわからないんだよね～～。だいいち、まだ高校生だよ？　なんで一人の男に決め打ちしなきゃいけないの？　って話だよねぇ」


    　ふぅん。そういう考え方もあるのか。


    　ちょっと新鮮な気がする藻琴だったが。


    　でも、それってモテ女でないと選べない行き方だよね。あるいは生き方だよね。


    　自分には縁遠い世界だと思った。


    　萩はぎ野のも浅く広くっていうタイプみたいだよね。わたしにちょっかいかけてくるけど、べつにわたし一筋ってわけじゃないだろうし……ってててて、わたし一筋とか、わたしは何を言っているのっ!?


    　顔を赤くして目を瞑つぶり、微かすかに首を左右に振る藻琴である。


    　それに萩野の場合、特定の男子じゃなくて特定の女子……なんだよね。それに本人も言っていたけど、べつに男子がダメってわけでもなさそうだし。


    



    　結局その後は、なし崩し的に始まった恋バナ方面に話題が流れてしまい、昼食を食べ終わるまで、それに終始した。


    　相あいの内ないも文句を言わず、流れを修正しようともせず、ときどき話に参加していたから、その手の話題が嫌いというわけでもなさそうだった。


    　ちょっと意外な気がするけど。


    　と思うものの、相内がその手の話題にも乗ってきてくれることがわかったのは藻琴にとって大きな収穫だった。


    　この後、一緒に組んで行動するとなると、二人だけになることもあるだろうし。そんなとき、話題がないと気まずい沈黙タイムになってしまうもんね。


    　相内は平気かもしれないが、藻琴はそういう重い雰囲気に耐えられないのである。


    　相内さんとはクラスでも積極的に話をしておくべきかな？　で、趣味とか好きなテレビ番組とか好きな俳優とか歌手とかの情報を訊きき出しておいたほうがいいのかな？


    　とはいえ、クラスで一人浮きまくっている相あいの内ないにふつうに話しかけるというのは、藻も琴ことにはかなりハードルが高い行為だが。


    　ま……おいおい、だよね。


    



    　食事が終わったあともそのままダラダラと話し続けていたら、やがて五時限目の予鈴が迫ってきたので、三人は片付けをして立ち上がった。


    「じゃ、放課後、ここに集合ってことで。他ほかの生徒の目を誤ご魔ま化かすために、少し泳いだあとに出かけるから。よろしくね、神楽かぐらちゃん」


    「あ、はい、こちらこそよろしくお願いします」


    　ウインドーショッピングがてらでいいのなら、見回りも、それほど気張ることはないのかもしれない。


    　茅かや沼ぬまに頭を下げつつ、藻琴は少し気分が軽くなっているのを自覚した。


    



    　３


    



    　そして、その日の放課後──。


    



    　それまでに藻琴は、さりげなく萩はぎ野のや姫ひめ川かわなどの行動予定をチェックしておいた。


    　クラブに行くと言っておきながら、ばったりジャストコで鉢合わせしてしまったら、あまり具合がよろしくない。


    　萩野は陸上部。


    　星ほし置おきは漫研。


    　姫川は直帰。


    　それを確認した藻琴は、水泳部に出て、部活が終わったあと、先輩たちとジャストコへ行くかもしれないと萩野や姫川に言っておいた。


    　実際、出かける前にプールで泳ぐことになっているから噓うそを吐ついたことにはならない。


    　これなら、万が一、部活を終えた萩野や星置さんと出くわしても大丈夫。


    　こんなふうに予防線を張っておかないと不安でならない自分の小心さに嫌気が差す藻琴だが、これはもう自分に備わった本質といえるので、諦あきらめるしかない。


    　相手に嫌われないように、疑われないように気を遣つかうのは、藻琴にとっては息をするように自然なことだった。


    



    「じゃあ、また明日ね、藻琴っ」


    　そう言い残すと、萩野は短いスカートを翻ひるがえして教室から走り去っていった。


    　その後ろ姿に藻も琴ことが声をかける。


    「はい、萩はぎ野の、また明日」


    　翻ひるがえった萩野のスカートの下に赤い陸上ブルマが覗のぞいたりしたが、藻琴はそれを見て、却かえって安心してしまう。


    　萩野がスカートの下に陸上ブルマを穿はいてるんだから、わたしが制服の下に競泳水着を着ていたって不自然じゃない……よね。


    　もし誰かに知られても、部活に行くから予あらかじめ着ていると言えば、萩野のような前例があるのだから納得してもらえるだろう。


    　そんなことまで心配してしまう自分の小心さに……以下同文。


    



    「じゃあな、神楽かぐら岡おか」


    「さようなら姫ひめ川かわさん」


    「またね、神楽岡さん」


    「はい、また明日、星ほし置おきさん」


    　三人を見送ると、藻琴は前の席の相あいの内ないに目を向けた。


    　相内はじっと椅い子すに座ったまま藻琴を待っている。


    　競泳水着姿で。


    　やはり教室では浮いている。


    　どこから見ても浮いている。


    　相内に声をかけるクラスメートはいない。


    　誰にでも気軽に声をかける質たちの萩野でさえ、用がなければ相内とは話をしない。


    　それで平気なのが凄すごいよなぁ。あっぱれ強きよう靱じんな精神力……だよね。


    　自分がこんなふうにクラスの誰からも声をかけられなくなったらと想像すると、背せ筋すじが寒くなる。


    　寂しくって死んじゃうかもだよね。って、兎うさぎか、わたしは。


    　自分ツッコミをしながら、藻琴は相内に声をかける。


    「お待たせしました。クラブに行きましょうか、相内さん」


    　クラブに行くということを強調しておかないと不安になる自分の小心さに……以下同文。


    「では、行くわ」


    　立ち上がった相内が自分の鞄かばんを持ち上げ、すたすたと歩みだした。


    　まだ教室に残っているクラスメートは、ちらちらと相内に視線を向けるか、まったく向けようとしないかのどちらかで、別れの挨あい拶さつをかけてくる者はいなかった。


    　相内も誰かに挨拶しようとはせず、ただ真まっ直すぐ前を見て教室から出ていく。


    　は……鋼はがねのような精神力だなぁ。


    　そんな精神力とはほど遠い藻も琴ことは、周りのクラスメートにヘコヘコと頭を下げながら小走りになって教室を出た。


    　何人かが「さよなら！」「またね～～」と声をかけてくれたから、藻琴がクラスメートから無視されているということはない。


    　たぶん、姫ひめ川かわさんのおかげなんだろうなぁ。あの人には感謝するしか。


    　そんなことを思いながら、藻琴は足早に廊下を歩いて相あいの内ないを追いかけた。


    



    　４


    



    　一時間ほど軽く泳いだあと、藻琴と相内、茅かや沼ぬまは更衣室へ向かった。


    　特殊で特別な競泳水着は濡ぬれていてもあっという間に乾くから、上に制服を着てスカートを穿はいても、なんの違和感もない。


    　制服姿になった三人はミーティングルームに陣取った。


    



    　絵え笛ふえキャプテンと愛あい別べつは、少し早めに上がって、もうジャストコへ行ってしまった。


    「どうせジャストコへ行くなら一緒に行けばいいのでは？」


    　そう思った藻琴が出かける前の絵笛に確認すると、彼女は、


    「五人連れだって歩けば目立ってしまうでしょう。だから別行動にするの」


    　と説明してくれた。


    



    「じゃあ、出かける前に、もう一度、注意点を確認しま～す」


    　椅い子すに座った藻琴と相内を前に、立ったままの茅沼が声を張り上げた。


    「わたしたちも連れだっては歩かないから。別ルートでジャストコに行って、現地集合だから。あぁ、神楽かぐらちゃんと相あいちゃんは一緒でいいわ」


    「あ、はい、わかりました」


    「集合場所はとくに決めないから。向こうに着いたら、適当に歩いて、どこかで適当に携帯で連絡を入れるってことで。ＯＫ？」


    「わかりました」


    「とはいえ、あそこは広いから落ち合うエリアだけは決めておかないと一生会えないし」


    　一生は大げさでしょう!?


    「まぁ、とりあえずファッションエリアでいいかな？」


    「茅沼先輩の趣味ですね」


    「そうだね。こういうときは先輩の意向優先だよね」


    「ええ、いいですよ」


    「じゃ、頼んだよ、相あいちゃん」


    「了解です、茅かや沼ぬま先輩」


    「あたしは先に行ってるから、時間差でね」


    　そう言うと、茅沼は鞄かばんを摑つかんでミーティングルームを出ていった。


    



    　時間差って、どのくらい待てばいいのかな？


    　と思った藻も琴ことは相あいの内ないを見やったのだが、彼女は鞄から取り出した文庫本を広げて読み始めてしまった。


    　うわぁ、やりづらい～～。相内さんと二人だけって、やっぱり息が詰まりそうだな。


    　まだ相内との共通の話題をリサーチできていない藻琴は、こういうときにどう話しかければいいのか、さっぱりわからない。


    　藻琴のコミュニケーションスキルは、あくまで相手が話しかけてきてくれた場合の対応能力なのだ。相内のように話をしようという素そ振ぶりすら見せない相手では、スキルを発揮しようがない。


    　萩はぎ野のや姫ひめ川かわとなら二人きりになっても気軽に話ができるし、気詰まりに思ったこともないが、こうして相内と二人きりになると、なんというか、空気が重く感じられてしまう。


    　仕方がない。わたしも携帯で適当に時間を潰つぶそう。


    　藻琴の携帯はスマホではないが、とりあえず好みのモバイルサイトを適当に流していれば、十分や二十分、直すぐに経たつだろう。


    　と思って鞄から携帯を取りだしたとたん。


    「神楽かぐら岡おかさん」


    　文庫本から目を離さないままの相内に名を呼ばれ、心臓が跳はねる藻琴だった。


    「あぁぁ、はい、なんでしょうかっ？」


    　なんかもう、驚いているのがバレバレだ。こういうとき、素知らぬ顔で返事ができない自分の小心さに……以下同文。


    「神楽岡さんは、どうして水泳部に入ったのかしら」


    「え？　いえそれは……中学のときに水泳部で……」


    「ああ、ごめんなさい」


    　そこでようやく相内は顔を上げ、藻琴のほうを向いた。


    「どうして中学のときに水泳部に入ったのかしら、と訊きくべきね。あるいは、いちばん最初は小学生のときかしら？」


    「いえ、中学からですけど。えっと……」


    　そういえば、どうして自分は水泳部に入ったのだろう。


    　藻琴は中学に進学したばかりの自分のことを思い出そうとしてみた……のだが、上う手まく思い出せなかった。


    「あ、あれぇ？　わたし、どうして水泳部に入ったんだっけ？」


    　思わず声に出して首を捻ひねる藻も琴ことに対し、相あいの内ないは一言、そう、と言った。


    「あの～～、でも適当な気持ちで入ったわけじゃないですよ。きっと……」


    　くす、と相内が微ほほ笑えんだ。


    　うわぁ、相内さんが笑った？　でもほとんど表情が変わってない！


    「何かしら？」


    「いいえぇぇ、なんでもありませんんん」


    「神楽かぐら岡おかさんがいい加減な気持ちで水泳を始めたのではないことは、わかっているわ」


    「あ、さいですか」


    「いい加減な気持ちで始めた人が、高校に入ってまで水泳を続けようとするはずがないわ」


    　そう言ってもらえると、藻琴としてはほっとする。


    「それに、水泳部にはなんだか問題があるということは聞いていたのでしょう？」


    「え……ええ、まぁ」


    「それでも水泳部に入ろうとして見学に来てくれたのは嬉うれしかったわ」


    　そうだったんだ。迷惑に思ってるのかと思ってた。


    「その上、水着が合致したのだから、万ばん々ばん歳ざいね」


    　いえ、わたしとしては、とてもじゃないけど万歳する気にはなれませんでしたが。


    「水着の件はさておいて、泳ぐのが好きな人が来てくれて嬉しかったわ。もう今までに何人も入部を断る羽目になってしまっていたから」


    　あ、そうか。入部希望者はいたけど、この水着を着られなくてお帰り願った……んだっけ。水泳部で一緒に泳ごうとした人に対して入部を断るのは辛つらかったんだろうな。


    「水泳部員としてだけではなく、ミズギーズの一員として、これから一緒にやっていくことになるわ。だから、今後ともよろしくね」


    「え？　あ、はい？」


    　あまりに唐とう突とつな相内からの挨あい拶さつだったので、藻琴の返事は語尾が疑問形になってしまった。


    　相内はふっと目を逸そらせ、


    「……ということを言っておきたかったわ」


    　とぼそっと呟つぶやくと、文庫本を鞄かばんにしまって立ち上がった。


    「そろそろ行きましょうか、神楽岡さん。いえ、もうミズギーズイエローと呼ぶべきかしら」


    「あ、はい、わかりました、ミズギーズブルー！」


    　藻琴も勢いよく立ち上がった。


    「言っておくけど、人目があるところではブルーとかピンクとか呼ばないでくれるかしら」


    　いえいえ、いくらわたしがうっかり者でも人前でそんな単語は口にしませんよ。っていうか、そこまで信頼のおけないイメージなのかなぁ。


    　ちょっと情けない顔になる藻も琴ことだった。
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    　相あいの内ないと藻琴は歩いてジャストコへ向かった。


    　学校からジャストコへ通じる道路は天あめ乃の宮みやの生徒も大勢歩いているので、道すがら見回るという意味もあるらしい。


    　なので、あまり急がず、周りに注意しながら歩いた。おかげでジャストコまで三十分以上はかかってしまった。


    　平日にも拘かかわらず、ジャストコシティは相変わらず賑にぎわっていた。


    「人が多いですね」


    　周りを見回しながら藻琴がそう言うと。


    「学校が終わったこの時間だと、近隣の高校生や中学生が集まってくるので人が多くなるわ。さすがに午前中は閑かん散さんとしていることが多いわ」


    　相内がそう応こたえたとおり、巨大なショッピングモールの中には、何種類もの制服を着た生徒たちが、男女を問わず行き交っている。


    　その中を相内は足を止めずに、すたすたと進んでいく。


    　まだジャストコシティの全体像が把握できていない藻琴としては、彼女の背中を追いかけるだけだ。


    　相内は通路の左右に入っているテナントショップに目を配りながら歩いていく。


    　藻琴も彼女に倣ならって左右に視線を振ってみるが、どうも上う手まくいかない。自然な感じにならないのが自分でもわかるのだ。


    　これって、他ほかの人から見たら、単なる挙動不審者に見えるかも？


    　そう思った藻琴は、無理に左右の店を見張ろうとするのを止やめた。


    　すると、なんとなく周囲の喧けん噪そうが薄れてきて、人が行き来する気配とか、あるいは人が集まっている気配が感じられる……ような気がした。


    　まぁ、気のせいかもしれないけど。でも、このほうが気分的には落ち着くな。


    　そうして藻琴は、相内から少し距離を置く恰かつ好こうでモール内を歩いていく。


    



    　そのうち相内はエスカレーターに乗って二階に上がっていった。


    　藻琴もエスカレーターで二階に行く。


    　エスカレーターを下りたところがちょっとした広場のようになっていて、木のベンチが置いてある。


    　少し先で相あいの内ないが藻も琴ことを手招いた。


    　思わず駆けだそうとする自分を抑え、藻琴は敢あえてゆっくりと歩いて相内の隣に立った。


    「そこまで慎重にならなくてもいいわ」


    　がくっ。


    「この辺が待ち合わせのエリアだから茅かや沼ぬま先輩にメールを入れるわ」


    　相内は背中のデイパックを下ろすと、中から携帯電話を取りだした。


    　携帯を開けて素早くメール画面を呼びだすと、相内は忙せわしなく右手の指を動かす。


    「これでいいわ」


    　送信を終わった相内が携帯をしまった。


    　待つほどもなく、向こうから茅沼が通路を駆けてくるのが目に入った。


    「やぁ、お待たせ」


    「いえ、いま着いたところところですから、待ってはいません」


    「ただの挨あい拶さつだよ～～」


    「そうですか」


    「じゃあ、惑星を一周して、向こうの衛星まで行こっか」


    「惑星って……ジャストコが入っている本棟とうのことですよね？」


    「そうだよ～～。で、そこから繫つながってる付属棟が衛星」


    　惑星や衛星といっても、べつに丸い形状をしているわけではないが、言い得て妙だと藻琴は思った。


    　茅沼を真ん中にして、相内が左側、藻琴が右側に立ち、三人で通路を歩いていく。


    　通路は広いので、横に三人並んでも向こうから来る人とのすれ違いに気を遣つかう必要はない。


    「あのぅ、これまでここでミズギーズはどんな事件に遭遇したんですか？」


    　と、藻琴は隣を歩く茅沼に訊きいてみる。


    「べつに大した事件はないかな。あったとしても、せいぜい万引きくらいだよ」


    　藻琴は、茅沼を挟はさんで向こうを歩く相内に視線を向けたが。


    　彼女は反対側のショップを見ながら歩いているので、表情などは窺うかがえない。


    「もし万引きを見つけたら、わたしたちが捕まえなくちゃいけないんでしょうか？」


    「まぁ、ケースバイケースだね。べつに警察官じゃないし、必ず捕まえなきゃいけないなんてこともないでしょ？」


    「ですよね～～」


    　茅沼の返事に藻琴は思わず胸を撫なで下ろす。


    「あとね、例えば禁煙場所で煙草たばこを吸ってる人を見つけても直すぐに注意しない。わかる？」


    「え？」


    　その手のルールを守らない人を注意したりするのがミズギーズの任務だと思っていたから、藻も琴ことは虚きよを衝つかれた。


    「ほら、わたしたちは、普通の女子高生にしか見えないでしょ？　だから、注意すると相手がつけあがったり逆ギレしたりすることがあんの。もし摑つかみかかられたら投げ飛ばすことになるでしょ？　騒ぎが大きくなるとこっちも困るしね。相手を投げ飛ばしたり蹴けり飛ばしたりする場合は、周囲に人目がないとき限定だから」


    「そういうことは先に言っておいてくださいよ～～」


    　と文句を言いながらも、藻琴は全身を使って安あん堵どの息を吐ついた。


    　安心のあまり、その場に座り込んでしまいそうだ。


    　ルール破りを見つけたら、法律や条令違反を見つけたら、ミズギーズは有う無むを言わさず注意したり捕まえたりするのだと思っていた。


    　いくら競泳水着が運動能力を高めてくれても、防ぼう刃じん機能があったとしても、それこそ逆ギレした相手がナイフとか金属バットを持ちだしたらどうしようと不安で仕方がなかったのだ。


    　とはいえ、金属バットを持ち歩いている者など野球部員かソフトボール部員くらいだろうが。


    　何も持っていなくても、相手が女子高生だと思えば手を出してくる者もいるだろう。


    　体格的に勝る相手に向かってこられれば怖い。


    　このスーパーでスペシャルでエクセレントな競泳水着を着ていても、だ。


    　何がなんでも闘わなくてはならないわけではない、という事実は、とりあえず藻琴を大いに勇気づけてくれた。


    「では、どうやるんですか？」


    「それもまぁ、ケースバイケースだけどね。例えば周りに人が大勢いて相手が一人だったら、それとなく遠慮がちに腰を低く注意を促うながすという手もある」


    「あ、はぁ」


    「いくらわたしたちが強くても、相手にはそうは見えないからね。上から目線で居い丈たけ高だかに注意すると、反発されるだけ」


    「なるほど」


    「周りにあまり人がいなくて相手が複数の場合は、とりあえず電話かな」


    「別働隊を呼ぶんですか？」


    「いや、そうじゃなくて。ここの事務所の人とか、それで手に負えないようなら警察とか」


    　かくっ。


    　藻琴は軽くずっこける。


    　なんか、思ってたのと違う～～。


    　立ち直った藻琴が茅かや沼ぬまに顔を向けた。


    「でも、警察を呼ばなきゃならないような相手なら、もう誰かが連絡しているのでは？」


    「それがねぇ」


    　唐とう突とつに茅かや沼ぬまが足を止めた。


    「どういうわけかあたしたち、他ほかの人が気づく前に気づくことが多いんだよね。神楽かぐらちゃんもこのあいだ、誰かが気づく前に万引きしそうな女子高生に気づいたわけでしょ？」


    「あ……ええ」


    「それが、この競泳水着のせいなのか、そういうのに敏感に気づくから競泳水着に認められたのかはわからないけどね」


    　そう言った茅沼は、はいこれ、と藻も琴ことに向けて手に持つ鞄かばんを差し出してきた。


    「はい？」


    「だから。人より早く気づくのよ」


    　背後から相あいの内ないが手を伸ばして茅沼の鞄を受け取った。


    「二人はそこで待機ね」


    　と言われて、ようやく藻琴は茅沼が何かを、あるいは誰か気になる者を見つけたのだということに気づいた。
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    　あるテナントショップ──ファッションと雑貨の店らしかった──の中に入っていく茅沼の後ろ姿を藻琴が息を詰めて見守っていると。


    「そんなに緊張しなくてもいいわ」


    　と相内に肩を叩たたかれた。


    「あ、はははい」


    　藻琴は一つ、二つと深呼吸して気分を落ち着かせる。


    「茅沼先輩なら上う手まくやるわ」


    「あの、いま相内さんも気づいてました？」


    「わたしは……そうね、ちょっとした違和感程度だったわ。茅沼先輩のようにお店を特定したわけではないわ」


    「ですか」


    　わたしは何も感じなかったな～～。


    　他人が気づく前に異変に気づくという体験が今までに何度かあった藻琴だが、やはりそれは藻琴の特殊能力というほどのものではないようだ。


    　それはそうだよね～～。そんなエスパーみたいな能力がわたしに備わっているわけがないんだよね……。


    「出てきたわ」


    　という相内の声に藻琴は、はっと我われに返る。


    　店から出てきた茅かや沼ぬまは、小柄な女子高生──藻も琴ことの知らない制服だ──のあとをつけていくように見える。


    「あの制服は？」


    　もの問いたげに藻琴が相あいの内ないの顔を見やると。


    「あれは天あま北きた中ちゆう央おう高ね」


    　と言われても、他県から転校してきたばかりの藻琴にはピンと来ない。


    「ここではあまり見かけないわ。それより」


    　藻琴の耳許もとで相内が囁ささやいた。


    「わたしたちもあとをつけるわ」


    　藻琴はごくりと唾つばを呑のんで応こたえた。


    「わ、わかりました」
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    　二人が歩きだして直すぐのことだった。


    　茅沼が先を行く女子高生に並びかけて声をかけた瞬間に、相手は茅沼を突き飛ばして猛然とダッシュした。


    　突き飛ばされたにも拘かかわらず、ほとんど体勢を崩さなかった茅沼が、逃げた相手を追いかけて走りだす。


    　スタートが遅れたわけだから、すでに相手は十メートル以上も先を走っている。


    　とはいえ、その程度の差は大した問題ではないはずだ。


    　走るのが専門外の水泳部員であっても、この水着を着ている限り、陸上の短距離選手が相手でも負けはしないだろうから。


    　通路は買い物客で混雑しているが、二人は見事なフットワークで行き交う通行人を躱かわしながら走っていく。


    　意外なことに、なかなか距離が縮まらないように見えた。


    「わたしたちも追いかけるわ」


    　藻琴は相内の声に緊張が混じっているのを初めて聞いた。


    「はい！」


    　相内と藻琴が駆けだそうとしたその瞬間。


    



    「引ったくりよ～～っっ！」


    



    　女子高生が逃げたのとは反対側で女性の叫び声が上がった。


    　走りだした相あいの内ないが、ちっ、と舌打ちして足を止める。


    　うわぁ、相内さんが感情を露あらわにしてる。珍しい～～。


    　驚くと同時に、相内もちゃんと喜き怒ど哀あい楽らくの感情を持ち合わせているのだということがわかり、藻も琴ことは少し嬉うれしくなってしまう。


    　相内は険しい目つきで左右に首を振っていたが。


    「誰か～～っ、あいつを捕まえて～～っ！」


    　再び反対側の通路で女性の絶叫が上がって、相内はそちらに向き直った。


    「行くわ、神楽かぐら岡おかさん」


    「ああぁ、はい」


    　走りだした相内のあとを、慌あわてて藻琴が追いかける。


    　直すぐに、通路にへたり込んで「捕まえて！　捕まえて！」と先を指さして叫んでいる中年の女性が目に入ってきた。


    　周りを野や次じ馬うまが遠巻きに取り囲んでいる。


    　だが、追いかけようとする者はいない。


    　それとも、もう誰か追いかけていった者がいるのだろうか。


    　相内は叫んでいる女性に目もくれずその場を通過すると、一段、ギアを上げた。


    　茅かや沼ぬまの鞄かばんと自分の鞄を左右の手に持っていて両手を大きく振れない──おまけにデイパックを背負っている──のに、それこそ陸上選手のようなスピードで通路を走っていく。


    　な、なんか忍者みたい。あれでもまだ余裕があるはず……だよねぇ。


    　一方、藻琴は相内ほど滑らかに速く走れない。


    　手に荷物を持ったまま全力疾しつ走そうするのは意外と難しい。しかも、水着の力を上う手まく引きだす術すべが、いま一つわかっていない。


    　じりじりと相内に引き離される。


    　相内はエスカレーターではなく、階段に飛び込んだ。


    　エスカレーターでは走れないという判断だろう。階段の下方で誰かが大きな声を出していたから、もしかすると犯人も階段を使ったのかもしれない。


    　階段を駆け下りた藻琴が一階の床に立ったとき、すでに相内の姿は行き交う人混ごみに紛まぎれて見えなくなっていた。


    　どっちかな。


    　藻琴は左右を見渡しながら考える。


    　犯人の心理を考えれば、一刻も早く外に出たいはずだ。であれば、いちばん近い出入り口を目指すはず。


    　藻琴はウェブサイトで見たジャストコシティのフロアマップを脳裏に浮かべる。


    　たしか、こっちに出入り口があったよね。


    　なんとなくだが、相あいの内ないもそちらに向かった気がする。


    　藻も琴ことは右手にある出入り口を目指して走りだした。
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    　三十秒ほど走って、最初の出口から外に飛びだした。


    　そこはオープンテラスを持つカフェやファーストフード、クレープ屋さんの屋台など、飲食店が並ぶフードコートだった。


    　人のざわめきが藻琴の体を押し包む。


    　だが、とくに異変は感じられない。


    　犯人がここを駆け抜けたとしても、少なくともここにいる人たちから引ったくり犯とは認識されなかったということだ。


    　相内の姿も見当たらない。


    　う～～ん、わたしって相変わらず役に立ってないなぁ。


    　ため息を吐つくと、藻琴は携帯を取りだそうと鞄かばんに手を伸ばした。


    　その瞬間、携帯の振動が伝わってきた。


    



    　人に迷惑をかけない主義の藻琴は、誰かと歩いているときなど、必ず携帯をマナーモードにしている。


    　転校前の友だちの携帯はふつうに呼びだし音が鳴っていた。どころか、着メロや着歌だって鳴っていた。藻琴もそれをうるさいと思ったことはない。


    　だから気を遣つかいすぎかなと思ったこともあるが、マナーモードにしていないと落ち着かない。呼びだし音が鳴ったらどうしようと不安になるのだ。自分でも、どれだけ臆おく病びよう者なのかと思わないでもないのだが、携帯が鳴るのを心配しながら友だちと歩くのも嫌なので、結局、いつもマナーモードにする習慣は継続中だ。


    



    　素早く携帯を取りだした藻琴は画面を確認する。


    　相内からだった。


    「はい、神楽かぐら岡おかです」


    「相内よ」


    　いかにも彼女らしい平へい坦たんかつ素っ気ない名乗りだった。


    「あの、今どちらに？」


    「神楽岡さんは？」


    「フードコートです。えっと、目の前にクレープとたこ焼きの屋台があります」


    「そう。ではそこに行くわ。待っていて」


    



    　待つこと二分ほどで相あいの内ないが現れた。


    「どうでした？」


    　なんか変な言い方かなと思いつつ、藻も琴ことがそう訊きくと。


    「見失ったわ」


    　これまた珍しく、相内の表情に苛いら立だちが見て取れた。


    「逃げた方向はわかったわ。わたしの前に追いかけた人がいて、わたしはその人を追いかけたから。でも、その人は途中で見失ったらしくて、止まってしまったわ。わたしは見当をつけたほうへさらに追いかけたのだけど」


    　相内は力なく首を左右に振った。


    「追いつけなかったわ。というより、すでに影も形もなかったと言うべきかしら」


    「じゃあ、犯人を見てはいないんですね」


    「ええ。目撃者は大勢いるだろうし、奪とられたバッグも戻ったから、あとのことは警察に任せるしかないのだけど」


    「え？　バッグが戻ったんですか？」


    「途中で捨てたのね。追いかけていた人はそれに気を取られて、一瞬、目を離した隙すきに見失ったと言っていたわ」


    　あ、もう話を聞いているのか。仕事が早いなぁ。


    「その人の話だと、犯人は女性だったそうだわ」


    「引ったくり犯、女の人ですか!?」


    「にしては足が速かったと驚いていたわ。追いかけた人、サッカー部出身だから脚力には自信があったのに、とも言っていたわ」


    　そう言って相内は眉まゆを顰しかめた。


    「何か盗とられているのかどうかは持ち主に確かめないとわからないけど……それにしても嫌な感じだわ」


    「い、嫌な感じとは？」


    「そうね。茅かや沼ぬま先輩が異変を察知して、不審な人物のあとをつけ、声をかけ、相手が逃げだしたその直後に引ったくりが起きるなんて、タイミングがよすぎるとは思わない？　わたしたちからすればタイミングが悪すぎると言うべきかしら」


    　相内は茅沼の鞄かばんを藻琴に預け、携帯を取りだした。


    　ボタンを押して携帯を耳許もとに持っていく。


    　そのまま数秒。


    　相内の表情が曇くもった。


    「おかしいわ。茅かや沼ぬま先輩、携帯に出ないわ」


    「まだ追いかけている途中だから出られないのでは？」


    「こんなに長時間に亘わたって追跡して追いつけないなんてことはあり得ないわ」


    　相あいの内ないはもう一度、ボタンをプッシュして携帯を耳許もとに持っていく。


    　かけ直したのかと思ったが、そうではなかった。


    「あ、キャプテンですか、相内です。いいえ、ラブレスではありません」


    　ラブレス？　love less……ああ！　相内→愛の無い→ラブレス……か。


    　上う手まいなぁ、キャプテン。


    　藻も琴ことは言い得て妙だと感心してしまった。


    　ちらっと相内が視線を向けてきたので、藻琴は緩ゆるみかけた表情を全力で維持固定した。


    「じつは……」


    　視線を戻した相内は、ジャストコのどこかにいる絵え笛ふえキャプテン相手に、いま起きたことを手短に簡潔に説明する。


    　相内は説明を終えてもしばらく絵笛と話し込んでいたが、やがて、


    「わかりました」


    　と言って携帯の通話を終了させた。


    「行くわ、神楽かぐら岡おかさん。キャプテンと愛あい別べつさんと合流するわ」
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    　二階の現場の近くで合流した四人はジャストコの警備員や野や次じ馬うまが集まっている現場を離れ、逃げた女子高生を茅かや沼ぬまが追いかけていったほうへと歩ほを進めていく。


    「茅沼さんが携帯に出ないのも、逆に茅沼さんから連絡が入らないのも、ずいぶんとおかしな話ね？」


    　歩きながら絵え笛ふえキャプテンはそう言った。


    「だよね～～。いくら相手の逃げ足が速くても、茅沼先輩から……っていうか、自分たちから逃げられるはずないよね～～」


    「そういう意味では、相あいの内ないさんが引ったくり犯を見失ったのも気になるわね。いえ、むしろ、相内さんが言うように、この二つの事件がほぼ同時に起きたほうが気になるわ」


    「あの、どういうことですか？」


    　藻も琴ことは絵笛と相内の顔を交互に見やる。


    「まだ推測の域を出ないけど、この事件、なんらかの関連があるのではないかしら」


    　藻琴と愛あい別べつが同時に声を上げる。


    「えぇ？」


    「え～～？」


    　二人ともまったく関連を疑っていなかったのが明白な反応だった。


    　藻琴が相内を見やると。


    「そうね。穿うがった考えかもしれないけれど、引ったくり事件のほうは、わたしと神楽かぐら岡おかさんを茅沼先輩から引き離すために起こした……と考えられなくもないわ」


    「ま……まさか」


    「もちろん、無関係かもしれないわ。ただ、あまりにもタイミングが、ね」


    「その場合って、相手の狙ねらいはなんなんですか？　沼先輩とラブレスやグラっちを引き離してどうするんです？」


    　うわぁ、ラブレスって愛称、けっこう広まってるんだ？　というか、わたしは「グラっち」ですかぁ？　そして茅沼先輩は、たんに「沼先輩」なのか～～。


    　相内が愛別を睨にらみつける。


    「ラブレスなどという女生徒は存在しないわ」


    「いいじゃん、『あいのない』って長くて呼び難にくいよ」


    「一文字しか違わないわ」


    「じゃあ、『あいない』でいい？」


    「全然よくないわ」


    「あれもダメ、これもダメ。贅ぜい沢たくだなぁ」


    「全然少しも贅沢ではないわ」


    　う～ん、相あいの内ないさん相手に一歩も引かないなんて。愛あい別べつさんもなかなかやるわね。体格的にはわたしより小さいのに。いろいろと。


    「ん？」


    　愛別が顔を向けてきたので、藻も琴ことはできるだけ自然に視線を逸そらせた。


    「引き離してどうしようとしたのかはわからないけど、その場合の最大の問題は」


    　という絵え笛ふえの言葉で、愛別も藻琴も顔をキャプテンのほうへ向ける。


    「茅かや沼ぬまさんと、相内さん、神楽かぐら岡おかさんの三人が組んで動いていたことを相手が知っていた……ということね」


    　あ！


    　藻琴は感電したかのようにその場で体を震わせた。


    「そうなの。本当に二人を茅沼さんから引き離そうとしたなら、相手は三人の正体を、つまりミズギーズの一員であることを知っていた可能性が出てくるのよね」


    　不意にその場の空気が重くなった。


    「そ……そんなことがあるんでしょうか？」


    　と藻琴が声を振り絞ると。


    「わからないわ。余計なことを考えすぎているだけかもしれないし。ともかく茅沼さんを見つけて話を聞いてみれば、もう少しはっきりとしたことがわかるかも」


    　そう言って、絵笛は前方を指さした。


    　右手にエスカレーターがある。


    　反対側の少し先には階段が。


    「一階に下りてみましょう」


    　絵笛の言葉に従って四人は階下に下りることにした。


    　絵笛と愛別がエスカレーターに乗り、相内と藻琴は階段を使った。


    　とくに何も見つからなかった。


    　階下で再び合流した四人は、手近の出入り口のほうへと歩きだす。


    　と、そのとき。


    　絵笛キャプテンの携帯電話が音楽を鳴らした。


    　あ、絵笛キャプテンは着歌なんだ。しかも、なんかの乙おと女めゲーの主題歌だっ!?


    　絵笛美み深みの意外な一面を見つけた気がする藻琴だった。


    　携帯を耳に当てた絵笛が、あら茅沼さん、と言ったので、残りの三人が絵笛の口許もとに視線を集中させた。


    「……え？」


    　絵え笛ふえの表情がみるみる険しくなっていく。


    　それに気づいた三人の顔にも不安の翳かげが差す。


    「待っていて。直すぐに行くから」


    　通話を終え携帯を畳たたんだ絵笛は険しい表情を崩さないまま三人に向かって言った。


    「茅かや沼ぬまさんが怪け我がをしたそうよ。自力で動くのが辛つらいから迎えに来てほしいんですって」


    「……は？」


    　愛あい別べつがぽかんと口を開けた。


    　相あいの内ないは疑わしそうに眉まゆを顰ひそめている。


    　そして藻も琴ことは。


    　え？　怪我？　あれ？　どういうこと？　この水着って防ぼう刃じんとか防弾とか、衝撃吸収とかの機能があったんじゃないの？


    　藻琴は堪たまらず訊きいていた。


    「茅沼先輩が怪我をしたというのは、どういうことなんですか、キャプテン？」


    「詳しいことはわからないけど、とにかく追いかけていった相手と闘って、その結果、怪我を負ったらしいわ」


    　あれぇ？　あれれぇ？　この水着を着てたらプロレスラーにだって勝てる……んじゃなかったんですかぁ？


    「場所は聞いたから、とにかく急ぎましょう」


    　抑え気味に駆けだす絵笛を相内、愛別が追いかける。


    　慌あわてて藻琴も走りだした。
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    　外に出ると、絵笛は一直線に駐車場に向かった。


    　全面舗装がされた第一、第二駐車場を横切って、いちばん外れにある第五駐車場まで軽快なフットワークで走る。


    　三人も遅れず彼女についていった。


    



    　第五駐車場は、平日には開いていない。


    　買い物客の車が殺到する週末だけオープンする駐車場で、今日は当然ながら車は一台も停とまっていない。


    　ここもいちおう舗装されているが、いつも開いている第一や第二駐車場に比べると、舗装が少し粗いように思える。


    　手前の第四駐車場もクローズしているため辺りはまったく人ひと気けがなく、先ほどまでの賑にぎわいが噓うそのようだ。同じ敷地内だとは思えない静けさで、建物のほうから音楽やアナウンスの声が微かすかに流れてくるだけだった。


    　第五駐車場のさらに外れに公衆トイレの小さな建物があった。


    　その近くにはシャトルバス乗り場のバス停と待合室も建っていた。


    



    　絵え笛ふえが待合室の裏側に回り込んでいくので、三人もついていった。


    　そこに、建物の壁に背中を預け、左手で右腕を押さえた茅かや沼ぬまが地面の上にお尻しりをつけ、足を投げだす恰かつ好こうで座っていた。


    「茅沼さん」


    　絵笛以下、四人が駆け寄ると。


    　茅沼は脂あぶら汗が浮いた顔を四人に向け、苦しそうに作り笑いを浮かべた。


    「キャプテン、ごめんね～～。どうやら腕が折れたかもしんない～～」


    　藻も琴ことの顔から血の気が引いた。


    　愛あい別べつも真っ青になっておろおろしている。


    　相あいの内ないは冷静さを失っていないが、直すぐには対応が取れないでいた。


    　茅沼の傍かたわらにしゃがみ込んだ絵笛が、そっと茅沼の右腕に手を伸ばす。


    「痛む？」
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    「ちょっとね。むしろ、痛みよりも腕が燃えるっていうか全身が熱いっていうか。そんで気分が悪い」


    「本当に折れているみたいね」


    　と呟つぶやくように言った絵え笛ふえは、その姿勢のまま相あいの内ないを呼ぶ。


    「相内さん」


    「はい」


    「先生に電話してみて。放課後に職員会議があると言っていたから、もしかすると出られないかもしれない。その場合はメールを入れて」


    「はい」


    　相内が素早く携帯を取りだした。


    　絵笛の声は普段と変わらない。話し方も落ち着いていた。少なくとも彼女は慌あわてていないし取り乱してもいない。


    　それを知って、藻も琴ことの混乱も少し収まった。


    　さすがに三年生、さすがにキャプテンだけのことはあるな～～。


    「愛あい別べつさんと神楽かぐら岡おかさんは手伝って」


    「ああぁ、はい？」


    「えっと、どうすれば」


    「茅かや沼ぬまさんを病院に連れていきます。まずはタクシー乗り場まで運ぶから、彼女を背負うのを手伝ってくれるかしら」


    　そう言って立ち上がった絵笛は、茅沼の両足のあいだに自分の足を入れ、茅沼に背を向けてもう一度しゃがみ込んだ。


    　愛別と藻琴が茅沼の両側から体を抱きかかえるようにして彼女を立ち上がらせる。


    　右腕に触らないようにしないといけないから少し気を遣つかったが、何しろパワーアシスト機能付きの水着を着ているわけだから、彼女の体を起こすこと自体はなんの苦労もなかった。


    　立ち上がった茅沼が、そのまま斜め前に体を倒すのを絵笛が背中で受け止め、そして。


    　茅沼の太ふと腿ももを両腕で抱え込んだ絵笛は、リュックサックを背負っただけというように軽々と立ち上がった。


    「先生は出ません。緊急事態発生のメールを入れておきました」


    　相内の報告を聞いて、絵笛は次の指示を出す。


    「ここからいちばん近い救急病院は、遠えん州しゆう天あま北きた総合病院だったわね。そこへ行きます。追加のメールを送って」


    「はい」


    　相内が再び携帯を開けて、忙せわしなく指を動かし始めた。


    「愛別さん、一緒に来て」


    「はぁいっ」


    「神楽かぐら岡おかさんは相あいの内ないさんと一緒に」


    「わかりましたっ」


    「では、病院で落ち合いましょう」


    　茅かや沼ぬまを背負った絵え笛ふえが、軽々と走りだす。


    　とても人を背負っているような走りには見えない。


    　が、駐車場を出るところで絵笛は速度を落とした。


    　それはそうだ。


    　いくら絵笛の体格がよくても、見た目はただの女子高生。


    　同じ女子高生を背負ったまま、あんなふうに軽々と走っているのを誰かに見られたら不審に思われる。


    　愛あい別べつを引き連れた絵笛は早足程度のスピードで、茅沼を背負ったまま正面出入り口脇わきにあるタクシー乗り場を目指して移動していった。


    　藻も琴ことはメールを打っている相内に目を移す。


    　やがて送信を終えた相内が顔を上げた。


    「わたしたちも行くわ」


    「はい」


    　藻琴が駆けだそうとすると。


    「待って、神楽岡さん」


    「え？」


    「走らないで」


    「でも……急がないでいいんですか？」


    「誰か来るわ。駐車場の誘導員かしら」


    「……あ」


    　たしかに隣のエリアからこちらに向かって紺こん色の服を着た男性が歩いてくる。


    「閉鎖されてる駐車場に人が入っていると報しらせた人がいるようね。大きなお世話だわ」


    　自分がその人の立場だったとしたら、やはりご注進に及んでいるような気がする。何も言えない藻琴だった。


    「ど、どうしましょう？」


    「おとなしく注意を聞いている場合ではないわ。時間が惜しいし。ここはわたしに任せて」


    　わたしに任せろとか、そんな言葉を実生活で耳にする機会が来るとは思わなかったな。でも、どうするつもりなんだろ、相内さん。まさか強行突破とかしないよね？


    　藻琴が少し不安げに相内のことを見ていると、彼女はこちらに向かってくる誘導員（と思われる男性）に向かって平然と歩きだしたので、慌あわてて藻琴もあとを追う。


    　あれぇ？　本当に強行突破とか？　いやでも、それはさすがに不ま味ずいんじゃないのかな？


    　藻も琴ことがおどおどと相あいの内ないの背中に隠れるようについていくと。


    「おぉい、君たち、そんなところで何やってるの!?」


    　男性は手に赤い誘導灯を持っている。やはり駐車場の誘導員だった。


    「平日は、ここ、閉鎖してるから立ち入り禁止なんだけど」


    　言葉こそキツくないが、男性の顔にはあからさまな不信感が浮かんでいた。


    　下へ手たな言い訳をすれば、学校とか名前とかまで訊きかれてしまいそうだ。


    　かといって逃げだすのは最悪だ。


    　何しろ二人は制服姿、仮に誘導員が藻琴たちの制服がどこの学校のものかを知らなくても、あとで調べれば、即、天あめ乃の宮みや女子高の生徒だとわかってしまう。


    　いったい相内さんはどうやってこの窮地を!?


    　背中を見つめる藻琴の目の前で、なんだか相内がもじもじと体を揺すり始めた。


    「あの……ちょっとトイレに行きたくて……ショッピングモールまで我慢できそうになくて……それでここにあったのを思い出して」


    　そう来たか～～！


    「あ、ああ、そうなんだ」


    　女子高生にいきなり「トイレに行きたくて」とか言われれば、たぶん男なら誰でも狼狽うろたえてしまうだろう。


    「いやでも、駐車場が閉鎖されてるからトイレも使えないよ？」


    「みたいですね。入れませんでした」


    「そ、そう」


    「あの……」


    「あ、なに？」


    「もう我慢できないのでショッピングモールのトイレに」


    　相内は太ふと腿もものあいだに手を置き、少し腰を引き気味にして体を小刻みに揺すっている。


    　う、上う手まい～～っっ！　相内さんにこれほどの演技力と咄とつ嗟さの対応力があるとは、ビックリだよ～～。


    　相内は懇こん願がんするような目で訴えた。


    「行ってもいいですか？」


    「あぁぁ、そう、そうね。気……気をつけてね」


    　何をどう気をつけろと言うのだろうか。漏もらさないように？


    　自分の言葉の含がん意いに気づいた誘導員が、


    「あ、いや、そういう意味じゃなくてね」


    　などと言い訳している隙すきに、相内が藻琴に視線を送って寄越した。


    　行くわ。


    　はい！


    　目と目で会話した二人は脱だつ兎との如ごとく走りだす。


    　は～～、女子高生と話すのは娘の相手してるみたいで、なんか苦手だわ～～。


    　中学生の自分の娘を連想した誘導員は、走り去っていく二人の背中を見つめて小さくため息を吐ついた。


    　が、走り去る二人の翻ひるがえるミニスカートの下に何やら黄色とか青色とか見えた気がして、彼は目を見開いた。


    　うわ～～、最近の女子高生は派手な色物を穿はいてるんだなぁ。そのうち、うちの娘もあんなパンツ穿くようになるのかなぁ。心配だなぁ。


    　女子高生が制服の下に競泳水着を着ていることなど夢想だにできない誘導員は、そんな感想を胸に抱いだくのだった。
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    　無事タクシーに乗って、藻も琴ことは安あん堵どの息を吐はく。


    「それにしても、相あいの内ないさん演技がお上手ですね」


    　後部座席に並んで座った藻琴は相内にそう声をかけた。


    



    　ちなみに藻琴が助手席の後ろ側だ。


    　奥の席が上座だということを知っているので、藻琴は自然と出入りするドアのほうへ座ってしまう。相手は同級生なのに。


    　そんな自分の小心さにちょっとした自己嫌悪に陥おちいる藻琴だった。


    



    　さておき、返ってきた相内の返事は意外なものだった。


    「わたし、中学のとき演劇部だったわ」


    「え？　マジですか!?」


    「噓うそだわ」


    　がくぅっ。


    　脱力して前のめりに倒れようとする藻琴の上半身をシートベルトが支えた。


    「どうしてそれほどガッカリされなくてはならないのかしら」


    「いえ……」


    　上体を戻した藻琴が情けない顔を向ける。


    「こんなときにそういう冗談は止やめましょうよ」


    「わたしのユーモアのセンスが神楽かぐら岡おかさんには理解してもらえないようだわ」


    　なんか、もの凄すごく不本意そうな顔されたっ!?


    「すみません」


    　とりあえず謝ってしまう自分の小心さに……以下同文。


    「それも冗談だわ」


    　こ、この人ってけっこうお茶目さんなのかも？　でも、無表情のまま冗談言われても、冗談だってわからないんですけど～～。いや、それよりも。


    　藻も琴ことは上体を横にずらし、相あいの内ないの顔に顔を近づけ、声を潜ひそめて訊きいた。


    　タクシーの運転手に聞かれたら不ま味ずいと思うからだ。


    「あのぅ、病院なんかに行って大丈夫なんですか？」


    「え？　病院に行かないほうが大丈夫ではないと思うわ？」


    「あ、そうじゃなくて、ですね、ほら、制服の下に水着を着てるじゃないですか。不審に思われたりしないかなって」


    　藻琴は心配そうな顔だが、相内はいつもと変わらず平然と応こたえる。


    「骨折だけなら制服を脱がすこともないと思うわ。万一、水着を下に着ているのが知られても、クラブ活動が終わったあと、着替えるのが面倒で、そのまま上に制服を着てきた……と言えばいいのではないかしら。全身のレントゲン写真を撮るにしても、水着を脱ぐ必要はないのだし。これ、Ｘ線なら透とう過かするはずだわ」


    「あ、そうか。そうですね」


    「それよりも」


    　相内の口調が少し重くなった……ように藻琴には思えた。


    「茅かや沼ぬま先輩が誰に怪け我がさせられたのか。それがどんな相手だったのか。そちらのほうがよほど重要だわ」


    「……ですね」


    「少なくともあの店から逃げだしたのは女子高生に見えたわ。あの娘こと闘って怪我をしたのか。それとも誰かに待ち伏せされて襲われたのか。現場では詳しい説明は聞けなかったからわからないけど、どちらにしても大変な事態だわ。むしろ異常な事態だわ。この競泳水着を着ている茅沼先輩に怪我をさせるだなんて、尋常な相手でないことだけはたしかだわ」


    　そうだよねぇ。金属バットを素す手ででへし折り、大型バイクをぶん投げる。そんなふうに強化されてるミズギーズの一員に怪我をさせたってことは、相手はミズギーズと同等かそれ以上に強化されてるってこと？　……まさかね。


    　そう否定してはみるものの、ではどうして茅沼が怪我をしたのかという問いに対する答えは思いつかない。


    　藻琴はもう一度、


    「ですね」


    　と短く応こたえて上体を戻し、座席に深く座り直した。


    　漠然とした不安を抱えたまま、藻も琴ことはタクシーの窓を流れていく街の夕景に見るともなしに見入っていた。
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     第４章　誘われているのかもしれない


    



    　１


    



    　タクシーの中で相あいの内ないの携帯に絵え笛ふえキャプテンから電話がかかってきた。


    　絵笛の指示に従い、相内と藻も琴ことは病院の待合室に向かうことにする。


    



    　道も空すいていたし、それほど時間もかからず、タクシーは天あま北きた総合病院に到着した。


    　藻琴が想像していたよりも規模が大きい病院だった。


    



    　正面玄関の車寄せで二人はタクシーを降りる。


    　料金は相内が払った。


    　あとで部費から補ほ填てんされる……らしい。


    　玄関を潜くぐって広い受付ロビーに足を踏み入れると、そこに愛あい別べつが待っていた。


    　場所が場所だ。愛別は声を出さず、右手を挙げて大きく振った。


    　相内と藻琴が寄っていくと、愛別は待合室の片隅にあるベンチのほうへ二人を誘う。


    　すでに夕刻だが、この病院は夜間診療もやっているようで、待合室には診察の順番を待っていると思われる人が大勢いた。


    　二人をベンチに座らせると、愛別は自動販売機へと走る。


    　即座に藻琴も立ち上がった。


    　同じ一年生とはいえ、自分のほうが新入りだ。愛別に飲み物を運ばせて自分だけのほほんと座っているのは藻琴には耐えられない。


    　そんな自分の小心さに嫌気が差してしまいそうになるが。


    　いやいや、これは当然のことだよね。クラブの新入り一年生として当然のことだよね。


    　と自分を納得させる。


    「あ、悪いね、グラっち」


    　できればその愛称は止やめていただきたい。


    　と強く思うが、どうも愛別の中ではすでにその呼び名が完全に定着しているらしい。今さら藻琴が文句を言っても変えてくれないだろう。


    「神楽かぐらちゃん」に「グラっち」ですか……。


    　なんだかどんよりとした気分になるが。


    　でも、せっかく愛称で呼んでくれてるのに文句を言うなんて、贅ぜい沢たくかもね。相手は親しみを込めてくれてるんだし。それなのに文句を言ったら、相手が気を悪くするかもしれない。


    　そんな配慮をしてしまう自分の小心さに……以下同文。


    　自販機にコインを投入する愛別の背中を見ながら藻琴は小さなため息を吐つく。


    　転校して来てからこちら、ため息を吐つく回数が激増してると思う藻も琴ことだった。


    　当社比百五十パーセントアップ、みたいな？　でも、わたしって本当に小心者で臆おく病びよう者だよなぁ。こういう性格って、今から直したりするのは難しいんだろうなぁ。


    「グラっちは何がいい？　ホット汁粉？」


    「いえぇぇ？」


    「それともホットコーラ？」


    　ツッコみたいぃぃ。でも……。


    「いえ、あの、ふつうに紅茶かココアでいいです」


    　ふつうに返すことしかできない藻琴だった。


    「じゃあ、ミルクティーでいい？」


    「はい、それでお願いします」


    　萩はぎ野のとかが相手だと、ふつうにツッコめるのにな。どうしてだろう。やっぱ、まだ愛あい別べつさんのこと、よく知らないからかな。


    　同じ水泳部員の相あいの内ないや愛別より、クラスメートの百ゆ合り原はら萩野や姫ひめ川かわ桔き梗きよう相手のほうが飾らず気張らず話ができるということに、藻琴はちょっと複雑な心境になる。


    　う～～ん、やっぱりこれって萩野のおかげ……なんだろうなぁ。萩野がじゃれついてきても、あまり邪険にしないようにするべきなのかな？


    　と思うものの、水着のことだけは絶対に知られないようにしないとダメよね、と藻琴は己おのれを戒いましめた。


    「はい、グラっち、これ」


    「ありがとうございます。あ、相内さんの分も持ちますよ？」


    「じゃあ、よろしくね」


    　相内の分はホットコーラだった。


    　え？　これを？　わたしが？　手渡すの？


    　受け取らなければよかったと後悔する藻琴である。


    「あの～～、これ……」


    「ああ、いいのいいの。ラブレス、それ飲むから。意外といけるって言ってたし」


    　いける!?　これが!?


    　日本中を見渡しても二人といない味覚の持ち主ではないかと驚きよう愕がくする藻琴である。


    　二人分の紙コップを受け取ると、藻琴はベンチに戻った。


    「あの、これ、相内さんの分ってことなんですけど……」


    　選んだのは自分ではないことを、それとなく示し唆さしておくのを藻琴は忘れない。


    「ありがとう」


    　相内は驚くことも怒ることも笑うこともせず、淡々と紙コップを受け取り、そのまま口許もとに運んだ。


    　唾つばを呑のんで見守る藻も琴ことの目の前で──もちろん凝ぎよう視しするような不ぶ躾しつけな真ま似ねはしない。顔は別方向に向いている──相あいの内ないはホットコーラに口をつけ、ごくりと喉のどを鳴らした。


    　本当に飲んでますよ～～っ？　そもそもどうしてこれが病院の待合室の自販機にあるのかが大いなる謎なぞ～～っ。っていうか、ふつうの自販機にだって置いてないでしょう!?


    「よいしょっと」


    　愛あい別べつが藻琴の隣に腰を下ろし、紙コップの中身に口をつけた。


    「で、愛別さん、茅かや沼ぬま先輩の具合はどうなんですか？」


    　堪たまらず藻琴がそう訊きくと。


    「まぁ診察中っていうか治療中っていうか。キャプテンが付き添ってるから、詳しい話は二人が戻らないと……だね。骨折だけなら入院することもないだろうし、とりあえずここで待っててって言われてる」


    「そう……ですか」


    　だったら待つしかないんだけど。念のため母親にメール入れておこうかな。


    「あの、わたし、もしかすると遅くなるかもしれないってメールを家の者に入れておきます」


    　と断って、藻琴が立ち上がった。


    「メールだけなら、ここでも平気なんじゃないの？　通話はご遠慮くださいって書いてるけど、電源を切れとは書いてないしさ。モバイルゲームやったりニュースサイト見たりする人だっているだろうしさぁ」


    　愛別はそう言うが。


    　藻琴としては、病院の待合室で携帯を操作するのにどうしても気き後おくれしてしまう。


    　そんな自分の小心さに……以下同文。


    「いえ、やっぱり玄関のところで」


    「あ、そ。行ってらっさい」


    　と愛別が手を振り。


    　相内はホットコーラの入った紙コップを両手で持って口許もとに置いたまま、黙って頷うなずいただけだった。


    



    　２


    



    　藻琴が母親に連絡メールを送って待合室のベンチまで戻ってくると、絵え笛ふえキャプテンの姿があった。


    　足早に歩み寄った藻琴は、とりあえず、


    「お疲れ様です！」


    　と頭を下げる。


    　運動部の一年生としては当然の行動だ。


    「お疲れ様」


    　絵え笛ふえは柔らかな笑みを返してくれた。


    　絵笛美み深みは運動部の三年──しかもキャプテン──にしては随ずい分ぶんと優しそうな印象がある。


    　もっとも茅かや沼ぬまが怪け我がをした際の冷静で的確な応対は、さすがに三年生、さすがにキャプテンだけのことはあると藻も琴ことは感心したものだが。


    「座って、神楽かぐら岡おかさん」


    　絵笛が横にずれてスペースを空あけてくれる。


    　そこに藻琴が遠慮がちに腰を下ろすと。


    「いま二人に話していたところなんだけど、茅沼さんの怪我は右上腕部の亀き裂れつ骨折だそうよ。亀裂骨折だから手術の必要はなし。その他ほかに何か所か打撲があったけど、そちらは大したことないみたい。腕をギプスで固定して安静にしておけば、二、三週間でくっつくでしょうというのがお医者さんの診み立たて。彼女も、もうじき下りてくると思うわ」


    　茅沼の怪我がそれほど大したことがなくて、藻琴は大きく安あん堵どの息を吐ついた。


    「それで、キャプテン、誰が茅沼先輩に怪我をさせたんですか？　逃げていったあの相手……ですか？」


    　上体を斜め前に倒した相あいの内ないが──あいだに愛あい別べつを挟はさんでいるためだ──絵笛の顔を見てそう訊きいた。


    「そうね。まだ経過を詳細に聞いたわけではないけど、茅沼さんの話だとこういうことになるわね」


    　絵笛は三人に対して、茅沼から聞いた話を要約してくれた。


    



    　３


    



    「茅沼さんは直感的にあの店の中に不審者がいることに気づいたようね。それで店の中を覗のぞいてみると、商品に悪いた戯ずらをしているのではないかと思われる女子高生がいた」


    



    「神楽岡さんや相内さんが見たとおり、女子高生は天あま北きた中ちゆう央おう高の制服を着ていた。茅沼さんの視線に気づいたのかどうかは不明だけど、その女子高生は商品を陳列棚に戻して、そそくさと店を出ていった」


    



    「そこで茅沼さんは、彼女が何をしていたのか確かめようと追いかけた。茅沼さんとしては、ちょっと話を聞こうとしただけだったようね。まぁ、いきなり捕まえるわけにもいかないから当然の対応ね。値札を取り替える程度の悪いた戯ずらだったら注意するだけで済む話だもの」


    



    「ところが。茅かや沼ぬまさんが声をかけた瞬間に、相手は彼女を突き飛ばした。ここで問題なのは、茅沼さんの対応が遅れていることなのよ」


    



    　相あいの内ないと愛あい別べつは頷うなずいたが、藻も琴ことは絵え笛ふえの言葉の真意がわからずに首を傾かしげる。


    



    「つまり、この競泳水着を着ているわたしたちと普通の人とでは反応速度が違うの。相手が攻撃しようと行動を起こせば、攻撃される前に対応が取れるはずなのよ。相手がオリンピックのメダリスト級の反射神経を持っていない限り。でも、相手は小柄な普通の女子高生だったわけでしょう？　それって、どう考えてもおかしいの」


    



    　話す絵笛も聞いている相内と愛別も、かなり深刻そうな表情だった。


    　けれど、彼女が言う「反応の速さ」を実感できていない藻琴には、体験していない藻琴には、いま一つピンとこなかった。


    



    「考えられる可能性は二つかな。一つは、相手が達人クラスの武術の使い手だった。そう、梁りよう山ざん泊ぱくクラスの達人」


    



    　あれぇ？　絵笛キャプテンから意外な単語が出てきたぁ？


    



    「もう一つは、わたしたちと同じように能力を強化されていた……という可能性ね」


    



    　ぎくり、と藻琴が固まった。


    



    「そうなの。そう考えたほうが、いろいろと納得できるの。例えば……いえ、まず話を続けるわね」


    



    「相手が逃げたので茅沼さんは追いかけた。彼女の言い分だと対応が遅れたことで自分に腹が立ったのだそうね。少し冷静さに欠けていたかもしれないけど、これもまぁ妥当なところね。一緒に動いている相内さんと神楽かぐら岡おかさんがフォローに回ってくれるはずだから。ところが」


    



    「近くで引ったくり騒動が持ち上がった。相内さんと神楽岡さんは、そちらの事件に介入せざるを得なくなった。これも自然な対応よね。ただの悪戯よりよほど悪質だもの、こちらを追いかけるのは当然ね。あなたたち二人の対応に問題があったわけではないわ。もし問題があるとすれば、引ったくりが起きたそのタイミングだけれど……いえ、話を進めましょう」


    



    「相手を追いかけて茅かや沼ぬまさんは建物の外に走り出た。たしかに相手の足は速かったけど、驚くような速さではなかったと言っていたわね。まぁ、そうよね。通路には買い物客が行き交っているのだから、全力では走れない。茅沼さんも全力で走れば楽々追いつけると思ったけれど、人目の多いところで全力疾しつ走そうはできないから、外に出て、人が少なくなってから速度を上げて追いつけばいいと思ったそうよ。そして、その判断も間違ってはいないわ。でも」


    



    「外に出た相手は一段と走る速さを上げたのね。それこそ陸上の短距離選手を相手にしているようだったそうよ。それで茅沼さんも走る速度を上げたの。全力を出そうかと迷っていると、相手はクローズされている駐車場に逃げ込んだ。それを見て一気に速度を上げた茅沼さんは、バスの待合室辺りで相手に追いついた。相手は建物の陰に逃げたので、茅沼さんもあとを追って背後に回り込むと、いきなり相手に攻撃されたのですって」


    



    「それでようやく茅沼さんにもわかったそうよ。相手はただの女子高生ではない。陸上の選手でもない。とんでもなくレベルの高い武術の達人を相手にしているような感じだったと言っていた。そこまで話を聞いたわたしは、気になることを茅沼さんに尋たずねてみたの。ええ、そう、相手が武術の達人ではなかったという可能性についてね。つまりわたしたち同様、相手が運動能力を強化されていたのではないか？　という意味ね」


    



    　さすがに絵え笛ふえキャプテン、その可能性を、茅沼から話を聞いた時点でもう考えていたんだと藻も琴ことは大いに感心した。


    



    「茅沼さんはそのときには思い至らなかったそうだけど、可能性はあると答えてくれた。いま考えると、武術の達人というには動作に無駄があったように思う……と。たぶん、自分たちもあんな動きをしてあんな戦い方をするのではないか、と。振り返ってみると、そう感じた……のだそうよ」


    



    　藻琴も相あいの内ないも愛あい別べつも、息を呑のんで絵笛の話に聞き入っている。


    　茅沼の感覚が正しいのだとすれば、この競泳水着を着ている自分たち同様、相手は現代科学の範はん疇ちゆうを超えるような強化をされた者だったということになる。


    



    「で、いきなりの一撃はなんとか躱かわしたのだけど、その後の連続攻撃をすべて躱しきれずに、腕に一撃受けてしまったと。蹴けり、突き、パンチと、すべてが鋭くて重かったそうよ。受けた瞬間に、恐ろしいほどの衝撃があって、腕に激痛が走ったと。茅かや沼ぬまさんはバトルモードに移行していなかったから蹴りの衝撃をまともに受けてしまったのね。まぁそうよね。悪いた戯ずらした女子高生を追いかけるのに、バトルモードに移行なんかしないもの」


    



    「ただ、そうはいっても、この競泳水着を着たわたしたちの腕を折るなんてことがただの女子高生にできるはずがないわ。だから、これでもう決まりだと思うの。相手はわたしたちと同じ強化人間ね。そんな言い方をすると、仮面ラ○ダーのような改造手術を受けてるみたいだけど、他ほかに適当な言葉が見当たらないから、そう言っておくわ」


    



    　少しだけ表情を緩ゆるめた絵え笛ふえだが、直すぐに表情を引き締めた。


    



    「その戦いの最中に、どうも茅沼さんは決定的な証拠を見ていたのね」


    



    　という絵笛の言葉に、藻も琴ことは思わず身を乗り出した。


    　藻琴だけでなく、相あいの内ないも愛あい別べつもぐっと上体を前に倒した。


    



    「茅沼さんもそうだけど、相手もかなりのミニスカートだったみたい。まぁ今どきの女子高生ならそんなものだと思うけど、でもその恰かつ好こうで派手な立ち回りをすれば、当然、スカートが捲めくれるわけよね」


    



    　なんの話だろうと藻琴は訝いぶかしむ。


    　まさか相手のパンチラが……。


    「って、ああ！」


    　藻琴は思わず声を出してしまっていた。


    



    「気がついた？　そう、相手のスカートの下は下着ではなかったのね。茅沼さんは紺こん色の何かを見たと言っていたわ。そのときは彼女も、相手はブルマでも穿はいているのかと思ったらしいけど、天あま北きた中ちゆう央おう高って女子はブルマではないわよね。というか、今どきブルマなんか穿いてる女子高生はいないわ。それこそ陸上の短距離選手でもない限り。えぇと……神楽かぐら岡おかさんの彼女みたいに？」


    



    　ぶるんぶるんぶるん。


    　藻琴は激しく首を横に振って否定の意を表ひようした。


    　絵え笛ふえは、くす、と笑って言葉を継ついだ。


    



    「だから紺こん色のブルマを穿はいている女子高生が皆無だとは言えないのだけど。で、これもあとから思えば、という話だけど、茅かや沼ぬまさん曰いわく、『ブルマにしては滑らかで光こう沢たくがあった』のだそうよ」


    



    　藻も琴ことたち三人は顔を見合わせる。


    



    「わたしたちが足を振りあげてスカートが捲めくれたら、たぶん相手の人は同じような光景を見るのではないかしら。まぁすべては傍ぼう証しようなのだけど、これまでのあれやこれやを考え合わせると、どうやら相手はわたしたちと同じような物を着た強化人間……だと思ったほうがいいみたい。　それがわたしの結論ね。もっとも、今のところ、という限定条件はつくけれど」


    



    　藻琴と愛あい別べつは言葉を失ってしまったが、相あいの内ないだけは絵笛の言葉に反応した。


    「キャプテン、そうすると同時に起きた引ったくり事件が気になるのですけど」


    　絵笛は大きく頷うなずいた。


    「そうね。わたしも気になるわ。というより、ほぼ確定じゃないかしら」


    「え？」


    　ようやく藻琴が我われに返る。


    「何が確定なんですか？」


    　藻琴が絵笛と相内の顔を交互に見やると、絵笛のほうが応こたえてくれた。


    「引ったくり犯は、茅沼さんを襲った女子高生の仲間ね、たぶん」


    「そ……そんなことが……」


    　再び絶句してしまう藻琴を置き去りにして、相内と絵笛が話を進めていく。


    「で、わたしたちはこれからどうすればいいですか？」


    「そうね、虎こ杖じよう浜はま先生……ブラック司令の考え方次第だけど、とりあえず各人、身辺に注意を払ったほうがいいわね。行動も、可能な限り複数で。できれば登下校も一緒に。ミズギーズの巡回活動は当面、中断になるのではないかしら」


    「……ですか。こちらから仕掛けるという手はありませんか？」


    「仕掛けるって？」


    「例えば、相手は天あま北きた中ちゆう央おうの制服を着ていたわけですから、そちらを調べてみるとか」


    「彼女が本当に天北中央高の生徒だったら……わざわざ自分の学校の制服を着てこんな事件を起こすかしら？」


    「ああ、そうですね。他校の制服を着ていたという可能性が高いですね」


    「それに両者が仲間だとすれば、わたしたち同様、組織化されていると考えるべきだわ。相手の正体がわからなくて、相手にはわたしたちの正体がわかっている。そんな状況では、下へ手たに動かないほうがいいと思うの」


    「そう……ですね」


    　相あいの内ないが苛いら立だちの表情を浮かべた。


    　今日は感情を露あらわにすることが多い相内だった。


    「あ、待って」


    　絵え笛ふえがポケットからマナーモードになっている携帯を取り出した。


    「先生からだわ。病院に着いたのかしら。ちょっと待っててね」


    　携帯を耳に押し当てたまま、絵笛が出入り口を目指して小走りに走っていった。
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    　二、三分もすると、絵笛は虎こ杖じよう浜はまと一緒に病院の玄関から中に入ってきた。


    　現れた虎杖浜はタイトなスカートと淡色のブラウスにスカートと同系色のジャケットという出いで立ちで、そうしていると教師というより仕事のできるキャリアウーマンっぽかった。


    　絵笛も虎杖浜も背が高く、なおかつ巨乳なので、二人が並び立つと、それはもう大した迫力である。


    　待合室にいる男性の七割が、年齢を問わず二人のほうに注目している気がする。言うまでもなく、残りの三割は小学生以下の子供だった。


    　二人は横に並んで、三人のいるベンチのほうへゆっくりと歩ほを進めてきた。


    　歩きながら、しきりに絵笛が虎杖浜に説明をしている。


    　虎杖浜は顰しかめっ面で口をへの字にして絵笛の話を聞いていた。ときおり何か質問を口にしているのか、絵笛に話しかけていた。


    　絵笛は最後まで説明してしまうつもりなのだろう、二人は少し離れたところで立ち止まったまま、なおも話を続けている。


    



    　話を終えた絵笛が虎杖浜から離れ、三人のほうへやってきた。


    「お待たせ」


    　立ち上がった三人は、


    「いいえ」


    「お疲れ様です」


    「ご苦労です～～」


    　などと挨あい拶さつを送る。


    　絵え笛ふえに少し遅れて、難しい顔で腕組みをした虎こ杖じよう浜はまが三人の前に立った。


    「お疲れ様です」


    「お疲れっす～～」


    「お疲れ様ですっ！」


    「ああ、お疲れ」


    　三人の顔を見渡した後、虎杖浜は淡々と告げた。


    「茅かや沼ぬまはわたしが送っていく。おまえらは、今日は家に帰れ。絵笛」


    「はい、先生」


    「一年を送っていってくれ。タクシー使ってかまわんぞ」


    　虎杖浜が財さい布ふから万札を抜き取って差し出すと、絵笛はそれを押し戴いただいた。


    「では、遠慮なく」


    「明日は昼休みにミーティングルームへ集合だ。いいな？」


    　虎杖浜は相あいの内ない、愛あい別べつ、藻も琴ことの顔を順繰りに見渡した。


    「「「はい」」」


    「あぁ、それとな」


    「はい？」


    「しばらくは一人で夜に出歩くな。近所のコンビニに行くのも、夜は控えろ」


    　藻琴はごくりと唾つばを呑のむ。


    　そこまで注意しなくてはならない事態なのかと驚きを新たにする。


    「朝の登校は人が多いし、それほど気にすることもないだろうが、下校時に遅くなるようなら、一人での下校は避けたほうがいいな。いや、それも明日話す。よし、帰れ」


    「「「「お先に失礼しま～～す」」」」


    　絵笛以下、四人は虎杖浜に頭を下げて病院の待合室をあとにした。


    



    　タクシー乗り場に停とまっていたタクシーに四人が乗り込むと、絵笛は運転手に走行経路を伝える。


    　新入部員の藻琴は、当然のように助手席に座った。


    　後部座席の真ん中に座った相内が、領収証を絵笛に差し出して病院までのタクシー代を精算する以外は会話もなく、車内には重苦しい雰囲気が立ち込めていた。


    　経路の関係上、最初に降りるのは藻琴だった。


    



    　自宅の近くでタクシーを降り、走り去るタクシーに向かって頭を下げる。


    　振り返った愛別がリアウインドーの向こうで大きく、絵笛は小さく手を振っている。


    　相内は手を振ることをせず、藻琴に向かって頷うなずいてみせた。


    　タクシーが角を曲がって見えなくなると、藻も琴ことは大きなため息を吐ついた。


    　いきなりミズギーズの一員にされたかと思えば、次はミズギーズを狙ねらう正体不明の敵出現？　なんだかもう……展開が急すぎて、ついていけない感じだなぁ。


    　茅かや沼ぬまを襲ったのが「敵」なのかどうかはまだはっきりとしないが、襲って彼女を怪け我がさせたのだから、友好的な存在であるはずがない。


    　藻琴はそっと左右に視線を配った。


    　すでに辺りは夜の帳とばりに覆おおわれている。


    　この辺は完全な住宅街で、夜ともなると人通りはあまりない。


    　街路灯の明かりが点々と点ついているが、闇やみのすべてを照らすにはほど遠い光量だ。


    　あの暗がりに何者かが潜ひそんでいるような気がする。


    　藻琴は踵きびすを返すと、自宅までの数十メートルの距離を一気に走った。


    　わたし、明日からビクビクしながら学校生活を送らなきゃいけないのかなぁ。うぅ、こんな経験、生まれて初めてだ。


    　期待に満ちた新生活は、期待に違たがわぬ輝かしいスタートを切ったように思えた。


    　それなのに。


    　今は不安が藻琴の心を黒く塗ぬりつぶしてしまいそうだった。
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    　翌日の学校──。


    



    　四時限目が終了すると、さっそく萩はぎ野のが声をかけてきた。


    「藻琴、今日はお弁当？」


    「あ、ごめんね、萩野。お弁当はお弁当なんだけど、今からクラブのミーティングがあるから、合宿棟とうへ行かなくちゃならないの」


    「なんということだ」


    　天を仰いだ萩野が額を手で覆った。


    「藻琴にフラれた。もう午後の授業を受ける気力がない」


    「あの、ごめん。ごめんなさい」


    　藻琴はヘコヘコと頭を下げる。


    「この埋め合わせはするから」


    　目にも留まらぬ速さで額から手を外し顔を戻した萩野が、藻琴に向き直った。


    「本当!?」


    「も、もちろん」


    「じゃあ、次の週末は僕とデートだ」


    「いぇえぇ？」


    「あれ？　藻も琴ことは噓うそを吐ついたの？　僕を騙だましたの？」


    「そ……そんなことはないですよ、もちろん」


    「じゃあ、デートね」


    「うぅぅ……」


    　狼おおかみに追い詰められた羊ひつじってこんな気持ちなのかな……って、いや、さすがに狼に喩たとえるのは萩はぎ野のに悪いかも。


    「わかりました」


    　藻琴はかくりと頷うなずいた。


    　頷いたのではなく、がっくりと首を落としただけのように見えなくもない。


    「じゃあ、どこに行くかとかを午後の授業のあいだに考えておくね」


    　萩野の瞳ひとみに燃え盛る炎が宿り。


    「う～～ん、やる気が出てきた～～」


    　彼女は右手でガッツポーズを作った。


    　たはははは～～。


    　藻琴は喜んでいいのか困ったと嘆くべきところなのかわからず、引き攣つった笑みを浮かべるばかりだ。


    　近寄ってきた姫ひめ川かわ桔き梗きようが、可哀かわい相そうな子を見る目で萩野を見下ろした。


    「神楽かぐら岡おかとデートができて嬉うれしいのはわかるけれども、君は授業だけは真ま面じ目めに受けたほうがいいのじゃないか？」


    　萩野は、びし、と姫川に右の掌てのひらを突きつけた。


    「言っておくけど、僕と藻琴のデートだからね？　桔梗の同席はお断りだよ？」


    「誰が行くか！」


    　とツッコんでから、姫川は藻琴に向き直った。


    「一つ忠告をしておこう、神楽岡」


    「あ、はい、なんですか？」


    「デートは午前中から始めて、日が暮れる前に終わったほうがいいだろうな。夕飯を誘われたからといって、こいつの家に行くのは止やめておいたほうがいい。気がつくと部屋に連れ込まれ服を脱がされている」


    「失しつ敬けいな！」


    　今度は萩野がツッコんだ。


    「僕が本気になったら暗くなるまで待つものか。日の高いうちから藻琴を脱がしてる。そして明るい日の下もとで隅々まで観賞」


    「いぃやぁぁ」


    「なんてね。冗談。冗談だから」


    　藻も琴ことがぐったりと机の上に上体を投げだすと。


    「なので、そうだな、デートの開始は夕方の四時くらいから……」


    「おい！」


    　姫ひめ川かわの脳天チョップが萩はぎ野のに叩たたき込まれていた。


    「言ってる側そばからそれか」


    「痛たた……」


    　涙目になった萩野が、恨めしそうに姫川を見上げた。


    「冗談なんだから、本気で殴なぐらないでよ、桔き梗きよう」


    「……百ゆ合り原はらの目が本気だったからな、わたしもつい本気を出したまでだ」


    「冗談の通じない女だな～～」


    　などと言い合う萩野と姫川を藻琴がおかしそうに見ていると。


    「いいかしら、神楽かぐら岡おかさん」


    　相あいの内ないに呼ばれた。


    　当然のように、今日も競泳水着姿の相内である。


    「お楽しみのところを悪いんだけど、そろそろミーティングに行かないと遅刻になるわ」


    「あぁぁ、そうでした、そうでした」


    　藻琴は慌あわてて立ち上がり、弁当の入っている鞄かばんを摑つかんだ。


    「ごめんなさい、萩野。姫川さんも」


    「うん、行ってらっしゃい」


    「気にするな」


    　藻琴は相内について昼休み独特の喧けん噪そうに包まれた教室をあとにした。
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    　合宿棟とうのミーティングルームでは愛あい別べつが弁当を食べていた。


    「お疲れっす～～」


    　箸はしを動かす手を止めて愛別が挨あい拶さつを寄越した。


    　藻琴と相内も挨拶を返す。


    「お疲れ様です～～」


    「お疲れ様」


    「よかった。まだ先生は来てないのね」


    「先生はお昼を食べてから来るはずだよん」


    　と愛あい別べつが応こたえた。


    「先生が来る前に食べてしまうわ。もたもたしていると、おかずを奪われるわ」


    　そう言って相あいの内ないが自分の弁当を広げた。


    「うわぁ、嫌な先生だなぁ」


    　苦笑しつつ藻も琴ことも弁当を広げる。


    「ラブレス、昨日、なんか連絡あった？」


    「ラブレスという生徒などいないわ。わたし、相内美み幌ほろのところにあったのは、これから茅かや沼ぬま先輩を車で送っていく……というメールだけだわ」


    　相内の受け答えが面白くて笑い出しそうになるのを、藻琴は必死に我慢した。


    「そっかぁ。自分も同じだな」


    「あ、わたしにはキャプテンから同じ内容のメールがありました」


    「けっきょふ、ふわしい話は今日ほほで聞くしかないはへだ～～」


    　がふがふとご飯をかき込みながら愛別がそう言った。


    　なかなか豪快な食べっぷりだった。


    　でも……話すか食べるか、どちらかに集中したほうが。というより、話しながら食べるのはお行ぎよう儀ぎが悪いのでは。


    　と思っても、なかなか口に出してツッコめない藻琴である。


    　こういうのって、相手との距離感が難しいんだよね～～。


    　萩はぎ野のや姫ひめ川かわは、その辺りのスキルが抜群に高いと藻琴は思うのだ。


    　ああいうスキルは、生まれついての才能なのかなぁ。


    　だとしたら、藻琴が体得するのはもう無理だという話になる。


    　それとも、思い切ってチャレンジすれば身につくものなのかなぁ。


    　ただ、もし失敗したらと思うと、なかなかチャレンジに踏み切れない。


    「茅沼せんふぁい、学校にふるのはな？」


    「右腕の骨折だけなら、来られるのではないかしら」


    　と相内が応える。


    「右腕を吊つってるとは思うけど」


    　という相内の言葉どおり、ほどなく右腕をギプスで固定して三さん角かく巾きんで吊った茅沼が、絵え笛ふえと一緒に姿を現した。


    「「「お疲れ様です」」」


    「やっほ～～」


    　入ってきた茅沼は左手を振った。


    　意外と元気そうなのを見て、藻琴は安あん堵どの息を吐ついた。


    　茅沼がどんよりと暗く沈んでいたら、コミュニケーションスキルの低い自分では、どう対応していいかわからなかっただろうから。


    「いや～～、参った参った。あ、ありがと、キャプテン」


    　絵え笛ふえが椅い子すを引いてやると、茅かや沼ぬまは左手だけで拝む仕し草ぐさをしてから腰を下ろした。


    「右手が動かせないから箸はしは無理。当分はパン食だよ～～。ノートも取れないんだよね～～。いや、ホントに参った」


    　そう言って茅沼は左手に持っていた購買部の袋を長ちよう卓たくの上に載のせた。


    　隣に座った絵笛が袋を開けて中身を取り出してやる。


    　さらにパンの包みを破って、茅沼の口許もと目がけて差し出した。


    「はい、あ～ん」


    「キャプテン、やり過ぎ」


    　苦笑した茅沼は絵笛の手からパンを左手で奪うと、自分で口に運んだ。


    　絵笛はにこにこと笑いながら、自分の分の昼食──彼女も購買部のパンだった──を広げる。


    「どんな具合なんですか、茅沼先輩？」


    　と相あいの内ないが訊きいた。


    「む～～」


    　もぐもぐとパンを咀そ嚼しやくして、左手に持った野菜ジュースのストローに口をつけて中身を吸い込んでから、茅沼は相内に顔を向ける。


    「鎮静剤飲んでるし、もうあまり痛みはないね。それに、この水着着てると、体の代謝機能が高まるらしいからさ、ひびが入っただけだから直すぐにくっつくんじゃないかな。医者は三週間もあれば元通りくっつくって言ってたけど、たぶん医者の診み立たてより早く治ると思うよ」


    「そうですか」


    　相内が大きく安あん堵どの息を吐つく。


    　彼女にしてはわかり易やすい反応だ。


    「相手の顔は見てるんですよね、沼先輩？」


    　今度は愛あい別べつが訊いた。


    「見た。けど」


    「けど？」


    「ほら、最初はいきなり突き飛ばされて逃げられたし、追いついたあとはいきなり攻撃されたから、はっきりと確認できてはいないんだよねぇ。う～～ん、まぁ次に会えばわかるとは思うんだけどさ」


    　相内は顔を絵笛に向けた。


    「茅沼先輩は会えばわかると仰おつしゃっていますが、でも捜さない……のですね？」


    「ええ。昨日、先生とも話したけど、結論は変わらないわ。こちらから積極的なアクションは起こさないことにします。詳しいことは先生……司令から話があると思うけど」


    　パンを口に運びながら、絵え笛ふえは腕時計に目を落とす。


    「司令、遅いわね」


    「あの先生の場合、時間の約束なんてあってないようなもんだし～～」


    「ああ？　わたしがなんだって？」


    　部屋の出入り口でいきなり虎こ杖じよう浜はまの声が上がって、愛あい別べつが跳び上がった。


    「お疲れ様でっす！」


    　藻も琴ことと相あいの内ないも立ち上がって礼をする。


    「「お疲れ様です」」


    　絵笛と茅かや沼ぬまも立ち上がろうとしたのだが、立たないでもいいからと、虎杖浜は茅沼を手で制した。


    「「お疲れ様です」」


    　結局、絵笛が起立して茅沼は座ったまま虎杖浜に向かって一礼した。


    「わたしがただたんに遅れただけだと思うな、愛別！」


    「うわ、聞かれてた」


    　愛別が首をすくめると。


    「気になる連絡が入ったんで、ちょっと話をしてたんだ」


    　四人が一いつ斉せいに虎杖浜の口許もとに視線を向けた。


    「気になることとはなんですか、先……司令？」


    　絵笛キャプテンがそう訊きくと、虎杖浜は難しい顔のまま長ちよう卓たくの上を見渡して。


    「ああ、先に昼飯を食べてしまえ。話はそのあとだ」


    　四人は急いで昼食の残りを片付けようと忙せわしく手と口を動かし始めた。
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    「まず何から話したもんか」


    　藻琴や愛別が淹いれたお茶を一口すすると、虎杖浜はため息を吐ついた。


    「話すことがいろいろあって混乱するな」


    　たしかにこの先生、筋道だって要点を的確に簡潔に話すとか、向いてなさそう。


    「何か言いたいことがあるのか、神楽かぐら岡おか？」


    　顔を見てないのに、どうしてわかるのっ!?


    　内心で冷や汗をかきながらも、藻琴はできるだけ自然に聞こえるように注意して応こたえた。


    「いえ、何もないです」


    　虎杖浜は湯飲みのお茶を飲み干すと、


    「んじゃ、まず茅沼の件から」


    　と言って部員の顔を見渡した。


    　さすがの虎こ杖じよう浜はまも、今日は部員を本名で呼んでいる。事態はそれほど深刻だということなのだろうか。


    「医者の話だと、茅かや沼ぬまは全治三週間程度だそうだ。怪け我が自体は、だからまぁ大したことはないのが不幸中の幸いだが、問題は茅沼に怪我をさせられるような相手がいるということだな。話を聞く限り、他ほかにも仲間がいるようだしな。相手の狙ねらいがわからない以上、これからしばらくはミズギーズの活動を自じ粛しゆくする。下校は必ず誰かと一緒にするように。それから、プライベートでも、なるべく単独行動は控えろ。要するに用もないのにふらふら出歩くなということだ。家でおとなしく勉強でもしてろ。おまえにはちょうどいいだろ、愛あい別べつ」


    「うが～～」


    「わたしのほうで天あま北きた中ちゆう央おう高の生徒名簿とか生徒の顔写真とかを入手するから、それで茅沼に確認させる」


    「生徒の顔写真なんて簡単に手に入るんですか？」


    　そう絵え笛ふえが訊きくと。


    「まぁ、魚うお心ごころあれば水みず心ごころだ」


    　愛別が小さく仰のけ反ぞった。


    「うわぁ、悪そうなセリフだ～～」


    「蛇じやの道は蛇へびと言い換えてもいい」


    「悪そうなのは、あんまり変わらない～～」


    「ただ、あからさまに天北中央の制服を着ていたんだ、たぶん他校の生徒だろう」


    　あ、やっぱり先生もそう思ってるんだ。


    「となると、そう簡単には特定できないだろうな。ま、知り合いにも訊いてみるけど」


    　知り合い？


    　藻も琴ことは首を捻ひねったのだが、虎杖浜はさっさと先に行ってしまう。


    「相手はミズギーズのメンバーを特定しているようだから注意しろってことだ。最悪、行動を見張られてるかもしれない。茅沼たちがあそこにいるのがわかっていたからこそ、茅沼を誘おびき寄せたり、相あいの内ないと神楽かぐら岡おかを引き離したりしたわけだろ。だから近所のコンビニだろうと、夜、ふらふらと一人で行くなってことだよ。わかったか、愛別！」


    「あれぇ？　なんで自分だけ名指しなのかな～？」


    「おまえがいちばん馬ば鹿かなことをしでかしそうだからだ」


    「酷ひどい言われようだな～～」


    　愛別が口を尖とがらせて文句を垂たれた。


    「部員同士で行動するのが難しければ、クラスの誰かでもいい。とにかく一人になるな。わかったな？」


    　全員が、はい！　返事をする。


    「で、次に気になることなんだがな」


    　虎こ杖じよう浜はまは空からになった湯飲みを見た。


    「あ、お茶のお代わり淹いれます？」


    　と言いつつ、すでに愛あい別べつが立ち上がっている。


    「頼むわ」


    　藻も琴ことも慌あわてて立ち上がった。
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    「さて、気になることだけどな」


    　お代わりしたお茶を一口、二口とすすったあと、おもむろに虎杖浜が口を開いた。


    「警察の知り合いから聞いた話なんだが、最近、どうも市内の女子高生が何人か襲われているらしいんだよ」


    「え？」


    　藻琴や相あいの内ないは驚いた顔になったが、愛別は天を仰いだ。


    「か～～っ。そんなときこそミズギーズの出番だってのに、よりによって動けないだなんて、情けないっ」


    「そう逸はやるな、愛別」


    　と抑えておいてから、虎杖浜は話を再開させる。


    「襲われているといっても、とくに被害が出てるわけじゃないんだから」


    　藻琴が「？」を頭頂に浮かべる。相内も怪け訝げんそうな表情だ。


    　愛別はまだ悔しそうだが、絵え笛ふえは表情を変えていない。つまり、虎杖浜からもう話を聞いているということか。


    「なんでも見知らぬ女子高生……と思われる女子に声をかけられたあと、後頭部に衝撃を受けて意識をなくし、気がつくと誰もいない場所に一人で転がされていた……というのが典型的なパターンだそうだ」


    　相内が眉まゆを顰しかめている。


    「司令、今の話だけではどういうことだかわからないわ。つまり、襲われた女子高生は意識をなくしているあいだに悪いた戯ずらをされたということなのかしら？」


    「いや、それがそうでもないみたいなんだよ。悪戯はされていないと断言もできないんだが、されたと言えるだけの材料はないというか」


    「煮え切らないわ。先生……司令らしくもないわ」


    「ああ、まだ固いな、この大根。生煮えだ……って、誰が大根だ!?」


    　虎こ杖じよう浜はまの一人ボケツッコミは、白けた空気を醸かもしだしただけだった。


    「あ～～、うほん、では話を続けるが」


    　虎杖浜の中で、今のボケツッコミはなかったことになったらしい。


    「悪いた戯ずらされたなら、その後、なんらかの連絡があるだろ。ところが、その後、犯人から連絡を受けた者は誰一人いない。まぁ、誰一人って言い切っちゃうのもアレだけどな。連絡を受けたけど、誰にも言っていないという場合もあるだろう。しかし、現状、警察が把握している限り、そんな生徒は一人もいないそうだ」


    「えっと、じゃあ、こういうことかな？」


    　と愛あい別べつがまた手を挙げた。


    「どういうことだ？」


    「え～～、まず犯人は女子高生を襲って服を脱がせ、裸にします。次に、気を失った全裸女子高生をさんざん写真に撮ります。それから元通りに服を着せて解放。その後に連絡を取るのは足がつく虞おそれがあるので誰とも連絡は取りません。撮った写真をコレクションして自分一人だけで楽しんでる」


    　藻も琴ことが顔を歪ゆがめた。


    　うわぁ、なんか凄すごく嫌な犯人だな～～。


    「たしかにその可能性はあるよ。ただな、愛別、声をかけてきたのは女子なんだぜ？　そんなヘンタイじみたことする男に、女子が協力するか？」


    「男にゾッコンの恋人とか？」


    「あのなぁ、その女子が男の言うことをなんでも聞く恋人だったら、恋人を相手に好きなエロプレイし放題じゃないか。そんなリア充が、なんで女子高生を襲うんだよ。リスクが高すぎるだろが。っていうか、その前に恋人に殺されてるわ」


    「あ～～、そう……なんですかね。自分、男女の色恋沙ざ汰たとか、よくわかんないもんで」


    「わたしにもよくわからんがな。少なくとも男女の共犯なんて可能性は、ゼロではないが考慮する必要もないだろう。だいいち、悠長に写真なんか撮ってる時間なんてないんだしな」


    「ほえ？」


    　間抜けな声を上げて愛別が首を捻ひねった。


    「どういうことっすか？」


    「ほぼ全員が例外なく、気を失ってから十分から二十分のあいだで解放されている。しかも、元通りに服を着て、だぞ。時間が足りなさすぎるだろ」


    「あ～～、たしかに。服を脱がせるのは簡単だけど、気絶している女子に服を着せるのって、かなり大変なんですよね～～」


    「先生」


    「なんだ、相あいの内ない？」


    　愛あい別べつと違って、相あいの内ないはいつにも増して真剣な表情だった。


    「女子高生たちはどういうところで襲われているのですか？」


    「だいたいが学校からの帰り道だが、休日、遊びに行った帰宅途中という娘こも中にはいるな。人通りの少ない道を歩いていると、横、あるいは後ろから女子の声で呼び止められて、振り向くとがつんと後頭部に衝撃が走って気絶。気がつくと車に乗せられていて、気がついた直後に車から降ろされ解放される……ってことが多いらしい」


    「車に？　だったら、降りたときにどんな車か目撃しているわけですよね。ナンバーは無理としても、色とか形とか見てる人がいるのではないかしら？」


    「それがな、降ろされるときにアイマスクさせられてるんだってさ。で、何な故ぜかその場にへたり込んでしまうくらい気分が悪くて、車のナンバーなんか確認する余裕はない……っていう話らしいぞ」


    「全員が全員、気分が悪いんですか？」


    「らしいな」


    　愛別が口を挟はさんできた。


    「何か薬物とか打たれてんじゃないの？」


    「と警察も思ったから、血液検査はしたそうだ。結果、なんの薬物反応もナシ」


    「う～～ん、そっか～～」


    　腕組みした愛別は、低く唸うなりながら何度も何度も首を捻ひねる。


    　相内がまた訊きいた。


    「被害者はどんな女子高生なんですか？」


    「それがな、ほぼ全員が運動部員らしいんだ」


    「みんな運動部員？」


    「文系の生徒より体育会系の生徒のほうが帰宅が遅くなりがちだからな、そういう意味で目をつけられ易やすいのかもしれない」


    　愛別と同じように相内まで首を捻り始めた。


    「神楽かぐら岡おかは何か質問はないのか？」


    「え!?　えっと、いえ……あの、今のところは……」


    「そうか。まぁ、転校したてのおまえはまだ土地勘もないし、あまりピンと来ない話かもしれないな」


    　あうぅ。なんか自分の無能さが際だつ感じで恥ずかしい～～。


    「だからまぁ、この女子高生襲撃事件は、女子高生を襲って悪いた戯ずらしようとか写真を撮ろうとか、そういうのが目的じゃないのかもしれない」


    　首を捻っていた愛別と相内の動きが止まった。


    　二人は、そして藻も琴こともだが、虎こ杖じよう浜はまの口許もとに視線を据すえる。


    「では、何が目的だとお考えですか？」


    　と相あいの内ないが尋たずねると。


    「可能性の問題だがな、このタイミングで起きてることを思うと、わたしらミズギーズを誘おびきだす罠わなじゃないか？」


    　三人は、はっと息を呑のんだ。


    「どうも誰かを誘ってるっぽい気がするんだよな。そして、同時期に茅かや沼ぬまが襲われてる。この符合は気になるところだ」


    「では司令は、茅沼先輩を襲った相手と女子高生を襲っている犯人が同一人物……だと考えるわけですか」


    「同一人物とは限らないけどな。茅沼を襲ったときも、仲間と思われる奴やつが引ったくり事件を起こしてるだろ」


    　あぁそうですね、と相内が頷うなずいた。


    「ということは何人かで組んで動いてるのかもしれない。さっきから『かもしれない』ばかりだが、今のところ、判断材料が少なすぎて、そう言うしかないな」


    　不吉な沈黙がミーティングルームに立ち込める。


    　その沈黙の重さに耐えかねたように、相内がぽそりと呟つぶやいた。


    「なんだか、わたしたちみたいですね」
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    　その日の放課後──。


    



    　藻も琴ことたちはおとなしく水泳部としての活動に専念していた。


    　毎日通院する必要はないので、茅沼も見学と称してプールに顔を出していた。


    　愛あい別べつなどは、謎なぞの女子高生襲撃犯を捜しに行けないなんて～～！　と悔しそうにしていたが、藻琴としてはたっぷり泳ぐことができて嬉うれしかった。


    　とはいえ、着ている水着が水着だから全力で泳ぐというわけにはいかないのだが、軽く流すだけでも、水の中にいるのは気分がいいものだ。


    　水着のせいだろうけど、いくら泳いでも全然疲れないし。これだったら、一日五千メートルどころか、一万メートルだって二万メートルだって泳げそうだよね。


    　もっとも、どれほどハードな練習をしたところで藻琴たちは大会に出られない身の上だから、なんの意味もないのだが。


    　そして四時半頃には全員がプールから上がった。


    　プールには照明灯も付いているので、泳ごうと思えば日没まで泳いでいられる──さすがに夜間の練習は無理だ──が、まだ明るいうちに帰宅しろという虎こ杖じよう浜はまの指示で早めに上がったのである。


    　風ふ呂ろに浸つかって体を温め、更衣室で着替える。


    　というか、水着の上に制服を着込む。


    　バスタオルで拭ふいただけなのに、制服を着る頃には水着がほぼ乾いているから驚きだ。


    　便利だけど、なんか変な感じだよね。


    　絵え笛ふえキャプテンはむろん、相あいの内ないも愛あい別べつも当然の顔をしているが、藻も琴ことは未いまだにこの不思議な感覚に慣れることはい。


    　そして制服の下に水着を着ていることにも慣れない。


    　こちらは主に精神的に。


    　水泳部員が競泳水着を着ていることは何もおかしくはない。


    　女子高生が学校の制服を着ているのも、これまた当然だ。


    　でも。当たり前の物を二枚重ねると、とたんに当たり前じゃなくなるのが、なんともかんともだよねぇ。


    　いっそ相内のように、普段から競泳水着で……と考えてしまいそうになるが、慌あわてて自分で否定する。


    　って、ダメダメ、なに考えてるの、わたしは！　そんなことできるわけないじゃない！

  


  [image: ]



  
    　激しく否定する。激烈に否定する。そんな恥ずかしい真ま似ねをするくらいなら、いっそ死んだほうがマシだとさえ思える。


    　まぁ……死んだほうがっていうのは大げさだけど、わたしには絶対にできないな。そう考えると、相あいの内ないさんの度胸というか強きよう靱じんな精神力というか面つらの皮の分厚さというか、大したものだよねぇ。


    　更衣室を出ていく相内の背中を見ながら藻も琴ことはそんなことを思った。これから帰宅するので、さすがの相内も制服を着ているのだが。


    　扉とびらを出ようとしたところで足を止め、相内が振り返った。


    「神楽かぐら岡おかさん」


    「あははははい？」


    「早くしてくれないかしら。今日は、今日からは一緒に帰るわけだから」


    「あ、そうでした」


    　着替えを、というか着込むのを中断して物思いに耽ふけっていた藻琴は、慌あわててスカートを穿はく。


    「お待たせしました」


    「では、行きましょう」
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    「単独行動は避けるように。とくに下校時は」


    　という虎こ杖じよう浜はまの指示で、藻琴は相内、愛あい別べつと一緒に校門を出た。


    　とはいえ、三人とも自宅の方向が違うのだ、家まで一緒に行けるわけではない。


    　愛別は電車利用で、相内がバス利用。


    　なので、徒歩で帰る藻琴が、いったん二人と一緒に駅まで歩いて、駅からバスに乗ることにした。


    　大回りで徒歩よりも時間がかかる上にバス代も余分にかかるが、バス代に関しては部費から補助してもらえるという話だから問題はない。


    　最も寄よりのバス停からは自宅まで徒歩三分くらいで、夕刻なら人通りもある。たしかに一人で歩いて帰るよりは安全な気がする。


    　ということで、駅まで歩いた藻琴は、駅舎に入る愛別を相内と一緒に見送ると、バス乗り場まで戻って、今度はそこで相内と別れ、自宅近くを通るバスに乗った。


    　通勤時間帯なので昼よりも本数が多く、それほど待たずにバスに乗れた。


    　バスの車内は会社帰りの勤め人や帰宅する学生たちでそこそこ混こんでいる。


    　高校生の藻琴は先を争って座席に座るわけにもいかず、一つ、二つと残っている空席を横目に吊つり革かわにつかまった。


    　はぁ。なんか疲れるなぁ。


    　泳いでいるといっても、軽く流しているだけだし、競泳水着のサポートが働いているから、肉体的な疲労はほとんどない。


    　練習は中学のときのほうがよほどハードだった。


    　藻も琴ことが疲れを感じているのだとすれば、それは精神的な負担が大きいからだろう。


    　いきなり競泳戦隊ミズギーズの一員になってしまい。


    　着た競泳水着はもう脱げないと言われてしまい。


    　自分たちのことは周囲に秘密にしなくてはならず。


    　そして、とうとうミズギーズを狙ねらう正体不明の敵？　まで現れて。


    　いやもうホント勘弁してくださいよ、というのが藻琴の正直な感想だ。


    　あれほど嫌っていた平凡な毎日が、疎うとましく思っていた昨日も今日も明日も変わらぬ日常が無む性しように懐かしく思える。憧あこがれさえ感じるほどだ。


    　いや自分でも勝手で我わが儘ままで贅ぜい沢たくなこと言ってるのはわかっているんだけど……。昨日まで憧れていた波は瀾らん万ばん丈じようの日々が実際に訪れてみると、やっぱり平凡な毎日のほうがよかったなんて言うのはさ。


    　そう己おのれを戒いましめても、やはりあの何もない平凡な毎日の平へい穏おんさが懐かしくて仕方がない藻琴だった。


    



    　11


    



    　藻琴がバスに揺られて暮れなずむ街並みを車窓から見ている頃。


    　百ゆ合り原はら萩はぎ野のは陸上部の練習を終え、他ほかの一年生と共に片付けをしているところだった。


    　本当は一刻も早く更衣室へ行って、上級生と一緒に着替えをしたい──というより着替えをしている上級生にちょっかいを出したい──ところだが、一年生である以上、練習が終わったあとの片付けは最低限の義務だ。


    　自分の種目＝走り幅跳びは、砂場さえあれば、メジャー一つで練習ができてしまう。あとは砂場を均ならす熊くま手でがあれば万全だ。片付けるというほどの物は他にない。萩野はメジャーと熊手を抱えて体育用具室へと運び込んだ。


    「よっちゃん、誰もいないから、ここでちょっといいことしてかないかい？」


    　薄暗い用具室の中、満面に笑みを浮かべた萩野が、ハードルを運んできた同級生に声をかけたのだが。


    「遠慮しておく～～」


    　同級生は逃げるように用具室から出ていってしまった。


    「すっかり警戒されてるな～～。やっぱ逃げないで相手してくれる分、上級生のほうがいいよな～～。藻も琴ことが相手だと、もっといいんだけどな～～」


    　見るからに初うぶな藻琴を触ったり脱がしたりできたら、きっと凄すごく楽しいだろうと思う。


    　とはいえ、無理やりはしない主義だから、今は少しずつ藻琴との距離を縮めていければと、萩はぎ野のはそう思っている。


    　さて、戻って着替えなきゃ。


    　と萩野が踵きびすを返そうとしたとき、誰かが用具室に入ってきた。


    　薄暗い用具室の中からだと逆光になっていて顔がわからない。シルエットを見る限り、陸上部員ではなさそうだ。


    　っていうか、制服着てるってことは運動部員でもない？　それとも、練習終わって着替えたどこかの部員が、何か忘れ物とか探しに戻ってきた？


    　そう思った萩野は、とりあえずどんな娘こか、何年生なのかを確かめようと相手のほうへ近寄っていくと。


    　相手の後ろで用具室の扉とびらが閉まった。


    　同時に外で鍵かぎのかかる音が。


    「え？」


    　用具室の中が暗転した。


    　明かり取りの小さな窓があるから真っ暗になったわけではないのだが、突然に明度が落ちたため瞳どう孔こうが対応しきれず、萩野は相手の姿を見失ってしまった。


    　気がついたときには、相手は背後にいた……ように思ったのだが、本当にそうだったのかはわからない。


    　もし扉付近にいた相手が背後に回り込んだのだとすれば、その動きはあまりに素早すぎる。陸上部員の萩野にしても、いや、全国クラスの短距離の選手だとしても、これほど素早く動けるものだろうか。


    　だが、萩野は自分の疑問をそれ以上追究することができなかった。


    　次の瞬間、後頭部やや下、首筋に衝撃を感じ、意識を失ってしまったからだ。


    「な……」


    　意識をなくして前のめりに倒れかかった萩野の体を、相手は素早く背後から右腕を伸ばして抱きかかえた。


    　ぐんにゃりと脱力している萩野を右手一本で軽々と抱え上げると、そいつは用具室の奥へと運んでいく。


    　萩野の体をマットの上に横たえると、相手は萩野の頭の天てつ辺ぺんから爪先つまさきまで、舐なめるような視線を這はわせる。


    「陸上のハーフトップとブルマは脱がすのが楽そうでいいね」


    　暗がりの中、相手は萩野の傍かたわらにしゃがみ込むと、彼女のブルマに手をかけ、そして下着──というかサポーター──と一緒に一気に引きずり下ろす。


    　萩はぎ野のの両足のあいだからブルマとサポーターを抜き取った相手は、今度は頭部の側に回り込んで彼女の上体を起こす。


    　萩野の背中を膝ひざで支えるようにして上体を固定すると、相手は両腕でハーフトップを抓つまみ、一気に引きずり上げて外してしまう。


    　やや小振りの乳房が現れ、ぷるんと揺れた。


    　相手はもう一度、萩野の体をそっとマットに横たえると静かに立ち上がり、全裸で横たわる萩野の体を期待に満ちた目で見下ろして呟つぶやいた。


    「さすがに走り幅跳びの選手だけある、よく絞り込んでるよなぁ。さてと」


    　相手はポケットに右手を突っ込んで何かを取り出した。


    「天あめ乃の宮みや学院女子高陸上部一年百ゆ合り原はら萩野。おまえはどうなのかな」
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     第５章　新隊員誕生す


    



    　１


    



    　うっすらと目を開けると、見慣れない天井が目に入ってきた。


    「あれ……ここは……」


    　自分が体を横たえていることに気づいた百ゆ合り原はら萩はぎ野のは起きあがろうとして体を動かしたが、全身に力が入らず上う手まく起きられない。


    　仕方なく首だけを動かして左右に目を配ってみると。


    「部屋……どこだここ……は……」


    「はぁい、目が覚めた？」


    　いきなり声がかかって、反射的に跳はね起きようとした……が、やはり体は動かなかった。


    「もう少しおとなしく寝ていたほうがいいと思うわ。まだ体が慣れていないから、思うとおりには動けないはずだもの」


    　なんのことだかわからない。


    　が、とりあえず今の言葉に反応した萩野は、自分の体に目を向ける。


    　何かおかしな光景が目に飛び込んできた。


    「なんだ……これ？」


    　目に入ってきた自分の体は水着を着ていた。


    　あまりに意外なその光景が萩野の脳内に定着するまで少し時間がかかる。


    「なんだ、これ!?」


    　着ている水着は、いわゆるスクール水着だった。


    「なんだぁぁ、これはぁぁ!?」


    　驚きのあまり、自然と上体が跳ね起きていた。


    「ふふ、お決まりの反応だわね。それには驚かないけど、でも、もうそんなに動けるなんて。そちらには少し驚いたわ」


    　声の主ぬしのほうへ萩野が首を向けると。


    　ソファに腰掛けた制服姿の女子が、手にした雑誌のページを開いたまま、こちらに顔を向けていた。長い黒髪が印象的な、整った顔立ちの美女だった。


    「気分は如何いかが？」


    　組んでいた足を解いて雑誌を卓上に置いた女子は、腿ももの上に両肘ひじを載のせて手を組み、上体を乗り出してきた。


    　彼女が着ている制服は天あめ乃の宮みや学院女子高の物だった。


    　動くようになった首を巡めぐらせ、もう一度、萩野が辺りを見回すと。


    　そこはリビングルームといった趣おもむきの部屋で、自分が横になっていたのは、見知らぬ女子が腰掛けている三人掛けのソファの対面、ガラス製の卓たくを挟はさんで置いてあるソファベッドだった。


    　背もたれを倒してベッドの形状になったそこに萩はぎ野のは仰あお向むけで寝ていたことになる。スクール水着姿で。


    　意味がわからない……。


    　軽い眩暈めまいがして、萩野は右手で額を押さえた。


    　体が重く感じられる。


    　気を抜けば、直すぐにソファベッドに倒れ込んでしまいそうだ。


    「なんか体が重い……というか怠だるい」


    「着た直後は誰でもそんなものなの。気にしなくてもよいわ」


    「いや……」


    　萩野は右手の指の隙すき間まから目の前の女子を見やった。


    「そもそも君は誰なのかな!?　僕はどうしてこんなところにいるの!?　というか、ここはどこなの？　僕はどうして水着を着ているの!?　僕をこんなところに連れ込んで、君は何をしたいのかな!?」


    「はいはい、質問には答えてあげますから落ち着いて。興奮すると体に悪いわよ」


    　と言うと、女子はおもむろに立ち上がった。


    　背の高い女子だった。スタイルもいい。


    　身長は桔き梗きようのほうが高いけど。いやでも、こんな女子がうちの学校にいたかな？　同級生、上級生を問わず、たいていの女子はチェック済みなんだけど。


    「喉のどが渇いてはいないかしら？」


    「ん……ああ、少し」


    「いま飲み物を持ってくるわね」


    　相手はカウンターキッチンの奥に置いてある大型の冷蔵庫の前まで歩いていき、扉とびらを開けて中からペットボトル飲料を二つ持ちだしてきた。


    「水とスポーツドリンク、どちらがいいかしら？」


    「……では、水をもらおうかな」


    「どうぞ」


    　受け取ったペットボトルを萩野が点検していると。


    「べつに変な物は入っていないわ。もしあなたをどうこうするつもりがあれば、あなたが気を失っているあいだに思う存分どうこうしていたもの」


    　そう言って相手はクスクスと笑った。


    　萩野は少しむっとした顔でペットボトルのキャップを捻ひねって外し、ボトルを口に運んで傾け、ミネラルウォーターを喉に流し込んだ。


    　冷えた水が喉を滑って流れていく感覚が気持ちよかった。


    　胃に落ちた冷たい水の刺激のおかげで、少し目が覚めた気がする。


    　キャップを嵌はめて回すと、萩はぎ野のはペットボトルを卓上に置き、相手に向き直った。


    「じゃあ、説明してもらえるかな」


    



    　２


    



    「まずは何からいきましょうか」


    　相手は右手の指で頰ほおを押さえ、わざとらしく天井を見上げ小首を傾かしげた。


    「そうね、ここがどこかという質問から答えましょう」


    　と言った女子は、にこやかな笑みを崩さないまま言葉を継ついだ。


    「ここは秘密基地よ」


    「……は？」


    　萩野がきょとんとした目を向けると、相手は笑みを消して真剣な面おも持もちになった。


    　が、その真剣さもどこか作り物めいていて、彼女の真意が窺うかがえない。


    「もう少し詳しく言うなら、他人には秘密にしているわたしたちの活動拠点……ということになるわね」


    　萩野は小さく首を左右に振った。


    　意味がわからない。


    「あなたがどうしてここにいるかといえば、わたしたちが連れてきたからね」


    　さっぱり意味がわからない。


    「あなたがどうして水着を着ているかといえば、それはわたしたちが着せたからね」


    　まるで意味がわからない。


    「どうしてあなたをここに連れてきたのかといえば、あなたがわたしたちの仲間になったから……いえ、これからなるから、と言うほうが正確かしら」


    　あまりにも意味がわからない。


    「あなたをここに連れ込んで何をしたいのかといえば、あなたに大事なことを説明しておかなくてはならないから、その説明をしたいわけね」


    　ぴくり、と萩野が眉まゆを動かした。


    　大事な……ことを説明？


    「そして、わたしが誰なのかと問われれば、こう答えるしかないわね。わたしはスクール戦隊ミズギーズのリーダー、スク水レッドだと！」


    　電波？　美人なくせしてイタい電波さんなのか、こいつ!?


    　とたんに相手が目を細めた。


    「あなた、いま何か失礼なことを考えたでしょう？」


    　ぷるぷるぷる。


    　萩はぎ野のは慌あわてて激しく首を横に振る。


    　振ってから、今の自分はまるで藻も琴ことみたいだな、と思った。


    「はい、質問に対する返答は終わり。何か他ほかに質問はあるかしら？」


    「あるよ。質問だらけだよ！　質問しかないと言っていいくらいだよ！」


    「まぁぁ、意外と頭が悪いのね。体育会系女子なんて、こんなものなのかしら」


    「違うよ。たしかに僕は成績上位と胸を張れないけど、今の君の説明ですべてが納得できる奴やつなんか、世界中を探しても一人もいないよ」


    　ふ、と相手が破は顔がんした。


    「まぁ、そうね。では、次の質問、プリーズ」


    　なんか調子の狂う相手だな。


    　頭を搔かいた萩野は、じゃあ、と相手を睨ねめつける。


    「まず一つめ。君は天あめ乃の宮みや女子高の制服を着ているけど、うちの生徒なの？」


    「違うわ」


    「あっさりと言ったな。じゃあ、なんでうちの制服を？」


    「そんなの、あなたの高校に潜入するために決まっているじゃない？」


    「いや、同意を求められても困るんだけど。つまり、君は僕をさらうためにうちの高校に潜入する……ために、うちの制服を着たんだな？」


    「正しい論理的過程から導かれる必然的な論理的帰結ね」


    「あ、いや待って。そういえば……」


    　萩野はあのときのことを必死に思い出そうとする。


    「体育用具室……あそこにいたのは君よりもっと小柄な女子だったような……」


    　顔を上げた萩野は、もう一度、相手を睨にらみつける。


    「そうか。つまり、君以外にも共犯者がいるんだな？」


    「そうよ。さっきから『わたしたち』と言っているでしょう？」


    　あ、そうだった。そんな言葉尻じり、気にもしていなかったな。えぇと、つまりどういうことなんだ？　え？　スクール戦隊ミズギーズ？　わたしたちって……戦隊？　あ！　スク水!?


    　目を見開いた萩野は、改めて自分の体を見下ろす。


    　スク水だ。完全にスク水だ。紛まごう事なきスク水だ。百パーセントスク水だ。スクール戦隊の……仲間!?　仲間になるから僕を連れ込んだって言ったか!?


    　萩野が顔を上げると。


    「ふふふ、いろいろとわかってきたわね。霧きりに覆おおわれ何も見えなかった眼前が、いわば五ご里り霧む中ちゆうの状態が、霧が晴れていくことによって少しずつ景色が視し認にんできるようになっていく、状況が把握できるようになっていく、あの感覚に喩たとえられるかしら」


    「いやいや、文学的に喩たとえられてもややこしいだけだから止やめて」


    「あら、残念」


    「ちょっと待って。待ってね」


    　落ち着け、僕。状況を整理するんだ、僕。そして状況を把握するんだ、僕。そして、相手のペースに乗せられるな……あ、そうだ！


    　いきなり立ち上がった萩はぎ野のは、両の肩紐ひもを両手で摑つかんだ。


    「君の、君たちの真意はわからないけれど、僕にこの水着を着せるのがとりあえずの目的だと言うのなら、僕はこれを脱いでしまおう」


    「あら、いいの？　脱げるのかしら？」


    「ふっっ」


    　萩野はとてもいい笑顔を浮かべた。


    「残念ながら、僕は美人の女子や可愛かわいい女子の前で裸になることなど、これっぽっちも恐れないのでね。もし君さえよければ、僕が脱ぐだけではなく、君の制服も脱がしてあげるよ」


    「脱ぐのが恥ずかしくないの？　とか、そういう意味で言ったのではないのだけど」


    　相手の女子は軽く頭を振りながら立ち上がる。


    「でも、わたくしの制服はあなたに脱がせてもらうまでもないわよ」


    　そう言うと、いきなり相手はスカートを下ろし、制服を脱ぎ捨てた。
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    「なぁっっっ!?」


    　相手が制服の下に着ていたのは、やはりスク水だった。


    　萩はぎ野のと同デザインで色違いの。


    　萩野の水着は鮮やかな水色だったが、相手の水着は燃えるような赤色だった。


    　デザインは同じだが、見た目はかなり違っていた。水着の見た目ではなく、水着を着込んだ人間のボディラインが。


    　要するに、胸の部分の盛り上がり具合が萩野と彼女では全然違う……という意味だ。


    　スク水であの巨乳は反則じゃないかな？


    　少し嫉しつ妬とに駆られる萩野だった。


    「ね？　わたくしもスクール水着を着ているのよ。だから、あなたとはお仲間なの」


    　相手は誇らしげに胸を張る。その仕し草ぐさが自分の巨乳っぷりを見せつけるかのようで、萩野の反感をさらに煽あおった。


    「そ……それなら、僕がこれを脱いでしまえばお仲間じゃなくなるさ」


    　萩野は一気に肩紐ひもを引きずり下ろそうとした……のだが、肩紐は腕の途中で何かに引っかかるように止まった。


    「あ……あれ？」


    　どうして引っかかったのか。そんなところには肩紐が引っかかるような突起物など何もないというのに。


    　しかも。


    　なんだ……また体が怠だるくなって……力が入ら……ない。


    　萩野はふらふらとよろめいて、すとんと腰を落としてしまった。


    　世界が黄色く塗ぬり込められていく。


    　目の前に見えている景色の輪りん郭かくが二重にブレる。


    　相手の顔が薄れていく。


    　まるで貧血になったときのようだ。


    　気分の悪さに耐えきれず、萩野はソファベッドに体を横たえてしまった。


    「だから言ったでしょう。その水着を脱げるのかしら？　って。やっぱり脱げなかったわね。これでもう確定した。あなたはわたしたちの仲間なの。スクール戦隊ミズギーズの新しい隊員になったのよ。おめでとう。いえ、おめでたいかどうかは微妙なところだわね」


    　薄れていく萩野の意識の片隅で、彼女の言葉がリフレインした。


    



    　スクール戦隊ミズギーズ……。


    　スクール戦隊ミズギーズ……。


    　スクール……戦隊……ミズギーズ……。


    



    　なんなんだ……それは……。
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    「お～～、確定したんだな？」


    　隣室に通じるドアが開いて、やはり天あめ乃の宮みや学院女子高の制服を着た別の女子が姿を現した。


    　赤いスク水を着た女子よりもだいぶ小柄なその女子を見たら萩はぎ野のも直すぐにわかっただろう。彼女こそ体育用具室で自分を襲って気絶させた相手であると。


    「これで、ようやく四人目が見つかったわけだ」


    「そうね。正式にはもう一人必要になるのでしょうけど、四人いれば、そろそろ戦隊としての活動を始めてもいいかもしれないわね」


    「まず何をする？　さっそく競泳戦隊に喧けん嘩かふっかける？　向こうは一人怪け我がしたわけだから、四対四の戦いができるけど？」


    「それはないわね」


    　相手は少しがっかりとした顔になった。


    「ないのか」


    「正面から戦隊同士でぶつかることがあるにしても、それはもっと先の話。まずは……」


    「まずは？」


    　大柄な女子は自分の赤い水着を指し示す。


    「水着に慣れる訓練、そして水着で闘う訓練は当然として」


    「訓練、面倒だな～～。退屈だし。実戦で慣れるほうが好みだな」


    「そんなこと言わないの。あなたはともかく、わたくしたちは文化系なのよ。ちゃんと慣れておかないと、いざというときに性能を発揮できないわ。それに、あなただって、まだ上う手まく力のコントロールができていないではないの」


    　小柄な女子は、まぁそうだな、と言うと、自分の制服の襟えり元もとに指をかけて引っ張り、胸元にできた隙すき間まを見下ろす。


    「たしかに、あたしも水着の性能を十二分に引きだしてるとは言えないけど。十二分にコントロールできてるとは言わないけど」


    「もちろん、訓練するだけではないわよ。実戦もあるわ」


    「おお、そう来なくっちゃあな」


    「実戦といっても実際に闘うかどうかは別の話ですけどね。とりあえず競泳戦隊は、こちらの思惑どおり活動を自じ粛しゆくしてくれたから、そのあいだにこちらが彼女たちに代わって街の平和を守る活動をするのだわ。要するにこれは、競泳戦隊とスクール戦隊、どちらがより街の平和を守るに相応ふさわしい存在かを証明する競争なのですからね」


    「ああ、見せてやんよ、あたしらの力を。正義の戦いを。あたしらは競泳戦隊みたいに生なま温ぬるくはねえ！　悪い奴やつらは片っ端からぶっ飛ばす！」


    　右手を握りしめた小柄な女子は、ふっと力を抜いて、横たわっている萩はぎ野のを見下ろした。


    「こいつも役に立ってくれるといいんだけどな」


    「大丈夫じゃない？　運動神経はよさそうだし」


    「だな」


    「気をつけることがあるとすれば……」


    「なんだ？」


    「百ゆ合りっ娘こということかしら」


    「う……」


    「あなたも、墜おとされないように、むしろ堕おとされないように気をつけたほうがいいわね」


    「だ、大丈夫だよ。こいつ、あたしなんか眼中にないだろ……なんていう言い方も、なんだか腹立たしいんだけど」


    　大柄な女子が、くすっと笑った。


    「そうねぇ。この娘のご執心の相手は競泳戦隊の一員みたいだものねぇ」


    「けどさ、それで競泳戦隊と張り合えるのか、こいつ」


    「さぁ」


    「なんだよ、適当だな」


    「いいではないの。先が読めない展開こそゲームの醍だい醐ご味みですわよ。出たとこ勝負というのがいちばんハラハラドキドキして面白いのではない？」


    　小柄なほうの女子が小さく肩をすくめた。


    「剣けん淵ぶちさん、あんた度胸あるよな」


    「なってしまったことを悔やんでいてもなんの役にも立たない。今がどうであるか、これからどうするか。人生に大事なのはその二点だわね」


    「あたしには人生とか、難しいことはよくわかんないけど、こんな能力を得てしまったのは、たしかに面白いさ。だから全力でやるよ。とりあえず競泳戦隊と競い合うのが直近の課題だっていうなら、ああ、やってやるさ」


    「そうね。では、まずはこの娘を、百ゆ合り原はら萩野を起こして、もう一度、詳しく説明をしておきましょうか。また脱ごうとされたら困るわ。本当に命に関わりかねないものね」


    



    　４


    



    　こうして百合原萩野は、特殊で特別なスクール水着を着てしまった。


    　より正確に言うと、着せられてしまった……のだが。


    



    　着たらもう脱げないという水着。


    　着た者の能力を飛躍的に高めてくれる水着。


    　着た者の肉体を極限まで守ってくれる水着。


    



    　藻も琴ことが着た競泳水着と同じ機能を持つスクール水着を着てしまった萩はぎ野の。


    　果たして彼女はスクール戦隊の一員として活動を始めるのだろうか。


    　始めたとして。


    　スクール戦隊は競泳戦隊をライバル視しているようだが、そのことを知ったとき、いったい萩野はどうするのだろうか。


    　萩野と藻琴が衝突する、そんな日が来るのだろうか。
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     エピローグ


    



    　翌日、藻も琴ことが登校すると、百ゆ合り原はら萩はぎ野のは学校を休んでいた。


    　ホームルームのときに担任から、


    「本人から風か邪ぜを引いて欠席という連絡があった」


    　とクラス一同に伝えられた。


    　萩野が風邪？


    　担任の話を聞いた藻琴は、昨日はなんともなかったのにと少し不思議に思った程度だったが、姫ひめ川かわ桔き梗きようは不思議というより不審に思ったらしい。


    



    　一時限目が終わると、彼女は空あいている萩野の席まで移動してきて椅い子すに腰を下ろし、前の席の藻琴に声をかけた。


    「神楽かぐら岡おか」


    「あ、はい、なんですか、姫川さん？」


    「百合原が今日、学校を休むこと、本人から聞いていたか？」


    「いえ、何も」


    「そうか。恋人の君になら何か伝えているのかと思ったが」


    「いぇぇぇぇ。恋人とかでは全然ありませんけどぉぉ!?」


    「おや？　そうなのか？」


    　ななな、何を言っているのでしょう、この人は。


    「もちろん違いますよ？　といいますか」


    　そこで藻琴は小首を傾かしげる。


    「萩野が学校を休むとき、どうしてわたしに連絡するという話になるんですか？」


    「百合原の奴やつ、ほとんど学校を休むことのない健康優良児なんだ。それでも鬼の霍かく乱らんじゃないけど、ごく希まれに風邪を引いたりして休むことが小学校のときから何度かあった。その場合は、毎回必ず、わたしのところに連絡があったんだ」


    「あ、はい……」


    　姫川の話の着地点がわからないので、藻琴はもう一度首を捻ひねる。ただし、今回は実際に首は動かさず、内心で捻るに留とどめておく。


    「ところが今回は何も連絡がない。ということは」


    　そこで言葉を切った姫川は、意味ありげな表情で藻琴の顔を見つめる。


    「連絡先を、わたしから神楽岡に切り替えたのかと思った」


    「いえいえいえ。幼おさな馴な染じみの姫川さんからわたしに切り替える理由がありませんよ」


    「いや、理由はあると思うんだけど」


    　と呟つぶやいた姫川は、そうか、と言って立ち上がった。


    「何も連絡がなかったのなら、いいんだ。ただ、保護者としては、今まであった連絡がないというのは少し気になるものでね」


    「まさか、電話もかけられないほど風か邪ぜが悪化している……んでしょうか」


    「どうかな。さっき先生は『本人から連絡があった』と言ってた。少なくとも今朝、百ゆ合り原はらが電話もできないほどの高熱にうなされていたわけじゃないと思う」


    「あ、そうでした」


    「あとであいつにメールを送っておくよ。邪魔したな、神楽かぐら岡おか」


    「いいえ」


    



    　自分の席に戻っていく姫ひめ川かわの背中を目で追いながら、萩はぎ野のの病状が少し心配になった藻も琴ことは、わたしもメールを送ってみようかな、と思った。


    



    　ところが。


    　その日の放課後になっても、藻琴が送ったメールに萩野からの返信はないままだった。

  



  
     あとがき


    



    　まずは最初に念のため。


    　本作はフィクションであり、登場するキャラや団体等は架空の存在です。実在の地名・団体等と似通ったものが出てきても、両者はあくまで別物であるのは言うまでもありません。


    　そしてついにスクール水着ですよ。どうやらスク水みずと競きよう水すいの熱いバトルが勃発しそうな展開ですが、作者はべつにスクール水着を否定する立場ではありません。もちろん、ビキニだって否定しません。マイクロビキニなら尚更です。最近では紐水着とか透け水着とか邪道な水着も一部で流は行やってる（ホントか？）ようですが、水着ならどんな物でも広い心で受け容れる覚悟があります。なんのこっちゃ。


    　つまり何が言いたいのかというと、水着っていいよね、ってことですか？　形状的にも面積的にも着用方法も下着となんら変わらないのに、水着というだけで猥わい褻せつ物陳列罪の適用を免まぬがれます。ビバ、水着。


    　それにしても、アメリカとかオーストラリアとかヨーロッパとかの水着メーカーのサイトを見てると、「おまえら、これを水着と言い張るか？」という代物が続々と出てきます。「最初から隠す気ないじゃん？」というか「むしろ見せる気満々じゃん？」という。日本なら確実に猥褻物陳列罪の適用を受けそうですが、ヌーディストビーチとかが平気である国だと、あれ、大丈夫なんですかね。海外旅行が苦手な──というか飛行機が嫌いな──作者ですが、一度、隠す気のない水着を着た女性が多数闊かつ歩ぽしている海外のビーチに行ってみたいです。


    



    　それはさておき。


    　いよいよＪが開幕しましたね～～。サッカー好きのわたしとしては、この季節になると心が躍ります。


    　現状、Ｊ１は第二節まで終わっていて、我がジュビロ磐いわ田たは一勝一分けの勝ち点４。相手が札さつ幌ぽろ、鳥と栖すという昇格組だったのが、何やら対戦カードの妙というか不思議というか。そこで勝ち点４だから、最低限のノルマはクリアした……って感じかな。怪我人も多いし前田選手も本調子じゃないみたいだし、ちょっと先行き不安ですが。なんとか頑張って残留争いに加わるのだけは避けていただきたい（超弱気）。


    　サッカーネタを続けると。


    　いよいよワールドカップブラジル大会のアジア最終予選が始まりますねぇ。厳しい組合せのような気もするし、少し恵まれたような気もするし、なかなか微妙な対戦相手が集まりました。ともあれ、なんとしても二位以内に入ってブラジル行きを決めてほしいものです。


    



    　さて、サッカーネタを離れて、次は札幌ネタ。


    　まだ最低気温は氷点下になる日が多いけど、最高気温はほぼ毎日プラスになって、ようやく春めいてきたなぁと思う今日この頃。どうやら舞まい阪さかは、なんとか二回目の冬を乗り切ったようです。やれやれ。


    　所ところ沢ざわに住んでた頃なら、まだ真冬以下の気温なんですけどね。そんな気温でも春が近いなぁと思えるくらいには札幌人になったということでしょうか。


    　さて、二回目の冬ともなると効率的な暖房の仕方なんかもわかってきて、この冬の電気代は去年の冬よりも確実に減りました。あと、洗濯の際、乾燥機を多用すると電気代が跳ね上がるのを再確認した。どうせ暖房で湿度が下がるのだから、部屋干しが一石二鳥だね。


    　それにしても、札幌に越してきてからもう一年と四か月以上か。本当に月日の経つのは早いものだと改めて実感。所沢時代のあれこれが記憶の彼方に霞かすむように朧おぼろ気げだ……って、それはわたしの記憶力に問題があるだけか。


    　じつは札幌って、この時期がいちばん汚いんです。雪溶けで道はぐちゃぐちゃだし、溶けた雪が泥と交じってとっても汚いし。完全に雪が溶けるまではこんな状況が続きます。この汚い雪が無くなって初めて春本番……かな。そしたらいい季節になりますよ。ゴールデンウィークの頃に桜が咲くしね。楽しみだなぁ。今年はどこかに花見に行きたい。


    



    　とまぁ、春本番を待ちわびているわけですが、仕事のほうは相変わらずキツキツです。


    　というところで、例によって今後のスケジュール（と宣伝）。


    



    　二月に「ガブリエラ戦記」（ファミ通文庫）の四巻が出ました。何やら角川書店グループの春のフェアに乗るらしいので、四月以降に既刊を見かけましたら、どうかよろしく！


    　この後、六月に「乱らん☆恋こい５」（富士見ファンタジア文庫）が出ます。じつは五巻が最終刊。リカルド王子と彼の婚約者たちの乱れた恋模様がどんな決着を見たか、ぜひ確認してください。そのあとは、ＭＦ文庫Ｊさんで新シリーズが始まる……のではないかな？　無事に始まったら、こちらもよろしく！　です。


    　では次は「乱☆恋５」でお会いしましょう。


    



    
      二〇一二年三月吉日　　舞阪　洸

    

  



  
    舞阪洸


    Kou Maisaka


    



    このあいだ、知り合いの作家さんとサホロにスキーに行った。今シーズン最初にして最後のスキーだった。嬉しかったけど、ちょっと悲しかった。帰ってきたら風邪を引いていた。熱が38度５分も出た。焦った。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    競泳戦隊ミズギーズ２
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